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１ 全国講習会プログラム（９月２～３日火・水曜日）  

会場：ＡＰ大阪梅田東 

 

第１日目 ９月２日火曜日 開場１２時から 

第１部来年度予算要求等について  Ⅽルーム  

12:00～ 

13:00～13:20 

13:20～14:20 

開場 

開会 挨拶 オリエンテーション 

来年度予算要求について 

 

第２部 第 1 藻場部会 Ⅽルーム 

14:30～ 

14:30～15:00 

 

 

15:00～15:15 

15:15 

15:15～16:30 

16:30 

16:30～17:00 

開会 

（１）全国の磯焼け対策の効果検証 

（水産研究・教育機構 水産技術研究所 環境・応用部門 

水産工学部水産基盤グループ 佐藤允昭主任研究員） 

休憩 

再開 

（２）モニタリングの手引き（第 2 版）を踏まえた藻場保全について

（中嶋泰サポート専門家） 

（３）サポート専門家の活用にあたっての利便性の向上と 

ひとうみ.jp 取組情報の充実について 

（全国漁業協同組合連合会 関根 寛課長役） 

閉会 

 

第２日目 ９月３日水曜日 

第３部 第２藻場部会 Ⅽルーム 開場９時から 

9:00～ 

9:30～ 9:40 

9:40～11:30 

 

9:40～11:00 

11:00～11:30 

 

11:30 

開場 

開会 オリエンテーション 

（１）活動組織へのサポート事例とサポート専門家の活用推進について

（中嶋泰サポート専門家、南里海児サポート専門家） 

①サポート専門家の導入とサポート事例について 

②ひとうみ.jp 取組情報の充実について（PDCA サイクルを念頭にお

いたモニタリング結果を踏まえた内容の充実） 

閉会 

 

第４部 干潟部会 Ⅽルーム 開場１３時から 
13:00～ 

13:30～13:35 

13:35～14:05 

 

 

14:05～15:00 

 

15:00～15:50 

 

15:00～15:25 

15:25～15:50 

15:50 

開場 

開会 オリエンテーション 

（１）海底耕耘による海域への栄養塩供給効果と底質改善について 

（岡山県農林水産総合センター水産研究所 漁場環境研究室  

高木秀蔵専門研究員） 

（２）干潟・浅場の保全技術について（片山貴之サポート専門家） 

 

（３）兵庫県における地域協議会とサポート専門家による活動組織への

サポートについて  

①地域協議会の役割について（兵庫県豊かな海創生支援協議会） 

②サポート専門家の役割について（反田實サポート専門家） 

閉会 

・コーディネーターや講習会内容は変更になる場合があります。又、進行状況等により

時間が前後する場合があります。 

・会議室は参加者の人数により変更となる場合があります。変更のある場合には、事前

にご案内いたします。 
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２　出席者名簿
　第1部　来年度予算等

№ 都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 和田公彦 根室市水産経済部水産指導課 行政

2 北海道 浅井大輔 根室市水産経済部水産指導課 行政

3 北海道 内野聖子 北海道成長産業課 行政

4 北海道 太田剛雄 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

5 北海道 今川　蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

6 神奈川県 高村正造 神奈川県水産技術センター 水試

7 富山県 南條暢聡 富山県水産漁港課 行政

8 富山県 中島一歩 富山県水産多面的機能発揮対策地域協議会事務局 協議会

9 福井県 木下仁徳 福井県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

10 愛知県 影山　慧 愛知県農業水産局水産課 行政

11 三重県 金丸雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

12 兵庫県 荻野裕平 兵庫県明石市豊かな海づくり課 行政

13 兵庫県 中島健太朗 兵庫県明石市豊かな海づくり課 行政

14 兵庫県 佐藤政男 兵庫県農林水産部水産漁港課 行政

15 兵庫県 宮武航大 兵庫県農林水産部水産漁港課 行政

16 兵庫県 樋口和宏 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

17 兵庫県 門田ひとみ 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

18 兵庫県 坂口　建 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

19 兵庫県 永井　佑 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

20 兵庫県 藤澤　文 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

21 鳥取県 田中　靖 鳥取県漁業調整課 行政

22 島根県 雜賀達生 島根県海面地域協議会 地域協議会

23 愛媛県 渡部祐志 愛媛県水産課 行政

24 高知県 長谷大地 高知県水産業振興課 行政

25 高知県 磯﨑彩沙 高知県環境生態系保全対策地域協議会 協議会

26 佐賀県 重久剛佑 佐賀県水産課 行政

27 佐賀県 糸山亮平 佐賀県有明海漁業協同組合鹿島市支所 漁連・漁協

28 佐賀県 伊藤幸子 佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会

29 長崎県 出口照義 佐世保市浅子地区活動組織 活動組織

30 長崎県 相川二男 佐世保市浅子地区活動組織 活動組織

31 長崎県 稲田純児 佐世保市浅子地区活動組織 活動組織

32 長崎県 浦井純一 長崎県漁港漁場課 行政

33 長崎県 井上一志 長崎県漁港漁場課 行政

34 長崎県 峯　陸斗 長崎県漁港漁場課 行政

35 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

36 大分県 渋谷駿太 大分県水産振興課 行政

37 水産庁 栁澤　翼 水産庁漁港漁場整備部計画・海業政策課計画官（防災漁村課付） 専門家事務局等

38 共同機関 野口友里菜 全国漁業協同組連合会 専門家事務局等

39 共同機関 関根　寛 全国漁業協同組連合会 専門家事務局等

40 共同機関 片瀬亜紀 全国漁業協同組連合会 専門家事務局等

　　①会場参加者
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№ 都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

41 共同機関 完山　暢 （一社）水産土木建設技術センター 専門家事務局等

42 共同機関 齋藤論理 （一社）水産土木建設技術センター 専門家事務局等

43 サポート専門家 安藤　亘 合同会社ＥＣＯＳ技術士事務所 専門家事務局等

44 サポート専門家 南里海児 株式会社ベントス 専門家事務局等

45 サポート専門家 三橋公夫 ニタコンサルタント株式会社徳島 専門家事務局等

46 サポート専門家 中嶋　泰 サポート専門家（オフィスＭＯＢＡ代表） 専門家事務局等

47 事務局 熊谷　徹 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会専務理事 専門家事務局等

48 事務局 岩橋好敏 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

49 事務局 河西伸治 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

50 事務局 小迫智宏 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事業推進部調査役 専門家事務局等
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 田中進也 北海道新ひだか町水産林務課 行政

2 北海道 藤野将真 北海道新ひだか町水産林務課 行政

3 北海道 佐々木亮 北海道函館市水産課 行政

4 北海道 其田晃季 北海道宗谷総合振興局水産課 行政

5 北海道 内山実花 北海道十勝総合振興局水産課 行政

6 北海道 田中大輔 北海道オホーツク総合振興局水産課 行政

7 北海道 久保田凌平 北海道オホーツク総合振興局水産課 行政

8 北海道 八神鉄彦 北海道後志総合振興局水産課 行政

9 北海道 竹嶋寿弥 北海道後志総合振興局水産課 行政

10 北海道 川崎　良 北海道後志総合振興局水産課 行政

11 北海道 菅原煌大 北海道後志総合振興局水産課 行政

12 北海道 西島圭亮 北海道十勝総合振興局水産課 行政

13 北海道 照井大登 北海道胆振総合振興局水産課 行政

14 北海道 藤本真凜 北海道渡島総合振興局水産課 行政

15 北海道 山口あゆ美 北海道日高振興局水産課 行政

16 北海道 大川　梓 北海道留萌振興局水産課 行政

17 北海道 春日猛夫 北海道檜山振興局水産課 行政

18 北海道 寺岡拓未 北海道檜山振興局水産課 行政

19 北海道 今村伸之 北海道成長産業課 行政

20 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

21 青森県 立田騎士 青森県水産振興課 行政

22 青森県 松坂　洋 青森県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

23 岩手県 長山翔汰 岩手県岩泉町農林水産課林業水産室 行政

24 岩手県 阿部美幸 岩手県陸前高田市農林水産部水産課 行政

25 山形県 榊原英樹 由良藻場保全会 活動組織

26 山形県 古山　遥 山形県水産研究所 試験場等

27 山形県 千葉春輝 山形県庄内総合支庁水産振興課 行政

28 山形県 工藤充弘 山形県農林水産部水産振興課 行政

29 福島県 小泉武司 福島県環境・生態系保全地域協議会 協議会

30 茨城県 佐藤健太 茨城県霞ケ浦北浦水産事務所 行政

31 千葉県 苅込宏明 千葉県南房総市農林水産課 行政

32 千葉県 田中美帆 千葉県漁業資源課 行政

33 神奈川県 長澤　周 神奈川県藤沢市農業水産課 行政

34 神奈川県 今福えな 神奈川県藤沢市農業水産課 行政

35 神奈川県 三縄友弘 神奈川県横須賀市農水産業振興課 行政

36 神奈川県 関口洋資 神奈川県横須賀市農水産業振興課 行政

37 神奈川県 遠藤健斗 神奈川県水産技術センター 水試

38 神奈川県 山本貴一 神奈川県水産技術センター 水試

39 神奈川県 岡村多恵 神奈川県地域協議会 協議会

40 静岡県 川口照恵 静岡県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

41 静岡県 狩野恭平 静岡県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

42 三重県 東　悠史 三重県紀北町農林水産課 行政

43 三重県 森　大樹 三重県志摩市水産農林部水産課 行政

44 三重県 水井大翔 三重県鳥羽市農林水産課水産係 行政

45 三重県 渡辺誠一 三重県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

46 京都府 松下晃太郎 京丹後市海業水産課 行政

47 京都府 村北佳史 京都市農林振興室 行政

48 京都府 佐竹萌依 京都府水産課 行政

② Ｗｅｂ参加者
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

49 京都府 長塩泰治 京都府内水面漁業協同組合連合会 漁連・漁協

50 京都府 仲尾万喜子 京都府内水面漁業協同組合連合会 漁連・漁協

51 大阪府 矢幡彩奈 大阪府水産課 行政

52 兵庫県 宮本成記 室津地区豊かな海づくり活動組織 活動組織

53 島根県 土江秀治 島根県内水面等地域協議会 地域協議会

54 島根県 山根杏梨 島根県西部農林水産振興センター 行政

55 岡山県 草加耕司 岡山県水産課 行政

56 広島県 石山喜誉登 広島県福山市農林水産課 行政

57 広島県 松林あゆみ 広島県福山市農林水産課 行政

58 広島県 前田克明 広島県西部農林水産事務所呉農林事業所水産課 行政

59 山口県 永井英治 山口県下関市水産振興課 行政

60 山口県 佐藤舜朔 山口県水産振興課 行政

61 山口県 野川顕秀 山口県水面活性化地域協議会 協議会

62 山口県 藤津智子 山口県水面活性化地域協議会 協議会

63 山口県 城　隆輔 山口県水面活性化地域協議会 協議会

64 香川県 藤原誠司 香川県観音寺市農林水産課水産係 行政

65 香川県 楠永　楓 香川県農政水産部水産課（香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会） 行政

66 香川県 秋山智彦 香川県農政水産部水産課（香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会） 行政

67 高知県 畔元隆弘 高知県須崎市農林水産課 行政

68 高知県 眞嶌桐生 高知県須崎市農林水産課 行政

69 福岡県 細原樹香 福岡県糸島市水産林務課 行政

70 佐賀県 山口忠幸 仮屋地区海環境を守る会 活動組織

71 佐賀県 深川遼太 佐賀県玄海町農林水産課 行政

72 佐賀県 永瀬りか 佐賀県水産課 行政

73 長崎県 一瀬洋平 長崎県西海市里海推進課 行政

74 長崎県 木佐木盛善 長崎県島原市耕地水産課 行政

75 長崎県 岩本日花里 長崎県南島原市農林水産部水産課 行政

76 長崎県 横田智也 長崎県平戸市水産課 行政

77 長崎県 才津真子 長崎県対馬振興局農林水産部対馬水産業普及指導センター 行政

78 長崎県 岡座輝雄 日本リーフ（株）九州営業所 その他

79 熊本県 佐藤　陽 熊本県水産振興課 行政

80 宮崎県 那須春香 宮崎県漁業管理課 行政

81 鹿児島県 濵元啓太 鹿児島県長島町水産景観課 行政

82 鹿児島県 上野貴治 鹿児島県水産振興課漁業監理係 行政

83 鹿児島県 高杉朋孝 鹿児島県水産技術開発センター漁場環境部 行政

84 鹿児島県 中島広樹 鹿児島県水産技術開発センター漁場環境部 行政

85 鹿児島県 塩屋喜輝 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

86 鹿児島県 川西仁美 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

87 沖縄県 照屋和信 大宜味村環境・生態系保全組織 活動組織

88 沖縄県 下西孝吉 大宜味村環境・生態系保全組織 活動組織

89 沖縄県 岩本尊智 大宜味村環境・生態系保全組織 活動組織

90 沖縄県 大城信弘 大宜味村環境・生態系保全組織 活動組織

91 沖縄県 照屋一樹 沖縄県大宜味村産業振興課 行政

92 沖縄県 玉城俊介 沖縄県水産課 行政

93 水産庁 百瀬善範 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班課長補佐　 専門家事務局等

94 水産庁 諸熊孝典 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班地域計画係長　 専門家事務局等

95 共同機関 三野隆志 全国漁業協同組連合会 専門家事務局等

96 事務局 藤田智也 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事業推進部次長 専門家事務局等
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　第2部　第1藻場部会

№ 都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 和田公彦 根室市水産経済部水産指導課 行政

2 北海道 浅井大輔 根室市水産経済部水産指導課 行政

3 北海道 内野聖子 北海道成長産業課 行政

4 北海道 太田剛雄 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

5 北海道 今川　蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

6 神奈川県 高村正造 神奈川県水産技術センター 水試

7 富山県 南條暢聡 富山県水産漁港課 行政

8 富山県 中島一歩 富山県水産多面的機能発揮対策地域協議会事務局 協議会

9 福井県 木下仁徳 福井県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

10 愛知県 影山　慧 愛知県農業水産局水産課 行政

11 三重県 金丸雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

12 兵庫県 荻野裕平 兵庫県明石市豊かな海づくり課 行政

13 兵庫県 中島健太朗 兵庫県明石市豊かな海づくり課 行政

14 兵庫県 佐藤政男 兵庫県農林水産部水産漁港課 行政

15 兵庫県 宮武航大 兵庫県農林水産部水産漁港課 行政

16 兵庫県 樋口和宏 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

17 兵庫県 門田ひとみ 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

18 兵庫県 坂口　建 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

19 兵庫県 永井　佑 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

20 兵庫県 藤澤　文 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

21 鳥取県 田中　靖 鳥取県漁業調整課 行政

22 島根県 雜賀達生 島根県海面地域協議会 地域協議会

23 愛媛県 渡部祐志 愛媛県水産課 行政

24 高知県 大高　明 中土佐町磯焼け対策協議会 活動組織

25 高知県 大高ひろ 中土佐町磯焼け対策協議会 活動組織

26 高知県 長谷大地 高知県水産業振興課 行政

27 高知県 山口　薫 高知県中土佐町農林水産課 行政

28 高知県 磯﨑彩沙 高知県環境生態系保全対策地域協議会 協議会

29 佐賀県 糸山亮平 佐賀県有明海漁業協同組合鹿島市支所 漁連・漁協

30 佐賀県 重久剛佑 佐賀県水産課 行政

31 佐賀県 下前　敦 佐賀県玄海水産振興センター 行政

32 佐賀県 大庭元気 佐賀県玄海水産振興センター 行政

33 佐賀県 伊藤幸子 佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会

34 長崎県 出口照義 佐世保市浅子地区活動組織 活動組織

35 長崎県 相川二男 佐世保市浅子地区活動組織 活動組織

36 長崎県 稲田純児 佐世保市浅子地区活動組織 活動組織

37 長崎県 浦井純一 長崎県漁港漁場課 行政

38 長崎県 井上一志 長崎県漁港漁場課 行政

39 長崎県 峯　陸斗 長崎県漁港漁場課 行政

40 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

　　①会場参加者
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№ 都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

41 大分県 渋谷駿太 大分県水産振興課 行政

42 講師 佐藤充昭 水産研究・教育機構水産技術研究所主任研究員 専門家事務局等

43 講師 中嶋　泰 サポート専門家（オフィスＭＯＢＡ代表） 専門家事務局等

44 講師 関根　寛 全国漁業協同組合連合会 専門家事務局等

45 サポート専門家 片山貴之 サポート専門家（海洋建設株式会社和歌山営業所所長） 専門家事務局等

46 サポート専門家 安藤　亘 合同会社ＥＣＯＳ技術士事務所 専門家事務局等

47 サポート専門家 南里海児 株式会社ベントス 専門家事務局等

48 サポート専門家 三橋公夫 ニタコンサルタント株式会社徳島 専門家事務局等

49 水産庁 栁澤　翼 水産庁漁港漁場整備部計画・海業政策課計画官（防災漁村課付） 専門家事務局等

50 共同機関 野口友里菜 全国漁業協同組連合会 専門家事務局等

51 共同機関 片瀬亜紀 全国漁業協同組連合会 専門家事務局等

52 共同機関 完山　暢 （一社）水産土木建設技術センター 専門家事務局等

53 共同機関 齋藤論理 （一社）水産土木建設技術センター 専門家事務局等

54 事務局 熊谷　徹 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会専務理事 専門家事務局等

55 事務局 岩橋好敏 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

56 事務局 河西伸治 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

57 事務局 小迫智宏 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事業推進部調査役 専門家事務局等
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 田中進也 北海道新ひだか町水産林務課 行政

2 北海道 藤野将真 北海道新ひだか町水産林務課 行政

3 北海道 佐々木亮 北海道函館市水産課 行政

4 北海道 其田晃季 北海道宗谷総合振興局水産課 行政

5 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

6 北海道 田中大輔 北海道オホーツク総合振興局水産課 行政

7 北海道 久保田凌平 北海道オホーツク総合振興局水産課 行政

8 北海道 八神鉄彦 北海道後志総合振興局水産課 行政

9 北海道 竹嶋寿弥 北海道後志総合振興局水産課 行政

10 北海道 川崎　良 北海道後志総合振興局水産課 行政

11 北海道 菅原煌大 北海道後志総合振興局水産課 行政

12 北海道 西島圭亮 北海道十勝総合振興局水産課 行政

13 北海道 照井大登 北海道胆振総合振興局水産課 行政

14 北海道 藤本真凜 北海道渡島総合振興局水産課 行政

15 北海道 山口あゆ美 北海道日高振興局水産課 行政

16 北海道 大川　梓 北海道留萌振興局水産課 行政

17 北海道 春日猛夫 北海道檜山振興局水産課 行政

18 北海道 寺岡拓未 北海道檜山振興局水産課 行政

19 北海道 今村伸之 北海道成長産業課 行政

20 青森県 立田騎士 青森県水産振興課 行政

21 青森県 松坂　洋 青森県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

22 岩手県 長山翔汰 岩手県岩泉町農林水産課林業水産室 行政

23 岩手県 阿部美幸 岩手県陸前高田市農林水産部水産課 行政

24 山形県 榊原英樹 由良藻場保全会 活動組織

25 山形県 千葉春輝 山形県庄内総合支庁水産振興課 行政

26 山形県 古山　遥 山形県水産研究所 試験場等

27 山形県 工藤充弘 山形県農林水産部水産振興課 行政

28 福島県 小泉武司 福島県環境・生態系保全地域協議会 協議会

29 千葉県 苅込宏明 千葉県南房総市農林水産課 行政

30 千葉県 田中美帆 千葉県漁業資源課 行政

31 神奈川県 長澤　周 神奈川県藤沢市農業水産課 行政

32 神奈川県 今福えな 神奈川県藤沢市農業水産課 行政

33 神奈川県 遠藤健斗 神奈川県水産技術センター 水試

34 神奈川県 山本貴一 神奈川県水産技術センター 水試

35 神奈川県 岡村多恵 神奈川県地域協議会 協議会

36 静岡県 松永彩英 静岡県水産振興課 行政

37 静岡県 川口照恵 静岡県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

38 静岡県 狩野恭平 静岡県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

39 三重県 川埜弓子 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

40 三重県 桑原　博 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

41 三重県 東　悠史 三重県紀北町農林水産課 行政

42 三重県 森　大樹 三重県志摩市水産農林部水産課 行政

43 三重県 水井大翔 三重県鳥羽市農林水産課水産係 行政

44 三重県 渡辺誠一 三重県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

45 京都府 佐竹萌依 京都府水産課 行政

46 京都府 熊木　豊 京都府水産課 行政

47 兵庫県 宮本成記 室津地区豊かな海づくり活動組織 活動組織

48 島根県 土江秀治 島根県内水面等地域協議会 地域協議会

②Ｗｅｂ参加者
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

49 島根県 山根杏梨 島根県西部農林水産振興センター 行政

50 岡山県 草加耕司 岡山県水産課 行政

51 広島県 石山喜誉登 広島県福山市農林水産課 行政

52 広島県 松林あゆみ 広島県福山市農林水産課 行政

53 広島県 前田克明 広島県西部農林水産事務所呉農林事業所水産課 行政

54 山口県 永井英治 山口県下関市水産振興課 行政

55 山口県 野川顕秀 山口県水面活性化地域協議会 協議会

56 山口県 藤津智子 山口県水面活性化地域協議会 協議会

57 山口県 城　隆輔 山口県水面活性化地域協議会 協議会

58 香川県 藤原誠司 香川県観音寺市農林水産課水産係 行政

59 香川県 楠永　楓 香川県農政水産部水産課（香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会） 行政

60 香川県 秋山智彦 香川県農政水産部水産課（香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会） 行政

61 愛媛県 宮本　廉 愛媛県伊方町農林水産課 行政

62 愛媛県 民法紗希 愛媛県伊方町農林水産課 行政

63 高知県 畔元隆弘 高知県須崎市農林水産課 行政

64 高知県 眞嶌桐生 高知県須崎市農林水産課 行政

65 福岡県 細原樹香 福岡県糸島市水産林務課 行政

66 佐賀県 深川遼太 佐賀県玄海町農林水産課 行政

67 佐賀県 山口忠幸 仮屋地区海環境を守る会 活動組織

68 佐賀県 永瀬りか 佐賀県水産課 行政

69 長崎県 一瀬洋平 長崎県西海市里海推進課 行政

70 長崎県 木佐木盛善 長崎県島原市耕地水産課 行政

71 長崎県 岩本日花里 長崎県南島原市農林水産部水産課 行政

72 長崎県 横田智也 長崎県平戸市水産課 行政

73 長崎県 才津真子 長崎県対馬振興局農林水産部対馬水産業普及指導センター 行政

74 長崎県 岡座輝雄 日本リーフ（株）九州営業所 その他

75 熊本県 佐藤　陽 熊本県水産振興課 行政

76 宮崎県 那須春香 宮崎県漁業管理課 行政

77 鹿児島県 柿内　誠 鹿屋市漁協アマモ会 活動組織

78 鹿児島県 上野貴治 鹿児島県水産振興課漁業監理係 行政

79 鹿児島県 吉満　敏 鹿児島県北薩地域振興局出水市駐在 行政

80 鹿児島県 原口展子 鹿児島県鹿屋市地域活力推進課 行政

81 鹿児島県 鮫島崇覚 鹿児島県鹿屋市林務水産課 行政

82 鹿児島県 濵元啓太 鹿児島県長島町水産景観課 行政

83 鹿児島県 高杉朋孝 鹿児島県水産技術開発センター漁場環境部 行政

84 鹿児島県 中島広樹 鹿児島県水産技術開発センター漁場環境部 行政

85 鹿児島県 塩屋喜輝 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

86 鹿児島県 川西仁美 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

87 鹿児島県 宮田翔也 鹿児島県北薩地域振興局出水市駐在 行政

88 沖縄県 照屋和信 大宜味村環境・生態系保全組織 活動組織

89 沖縄県 下西孝吉 大宜味村環境・生態系保全組織 活動組織

90 沖縄県 岩本尊智 大宜味村環境・生態系保全組織 活動組織

91 沖縄県 大城信弘 大宜味村環境・生態系保全組織 活動組織

92 沖縄県 照屋一樹 沖縄県大宜味村産業振興課 行政

93 沖縄県 玉城俊介 沖縄県水産課 行政

94 水産庁 百瀬善範 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班課長補佐　 専門家事務局等

95 水産庁 諸熊孝典 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班地域計画係長　 専門家事務局等

96 事務局 藤田智也 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事業推進部次長 専門家事務局等
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　第3部　第2藻場部会　

№ 都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 和田公彦 根室市水産経済部水産指導課 行政

2 北海道 浅井大輔 根室市水産経済部水産指導課 行政

3 北海道 内野聖子 北海道成長産業課 行政

4 北海道 太田剛雄 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

5 北海道 今川　蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

6 神奈川県 高村正造 神奈川県水産技術センター 水試

7 富山県 南條暢聡 富山県水産漁港課 行政

8 富山県 中島一歩 富山県水産多面的機能発揮対策地域協議会事務局 協議会

9 福井県 木下仁徳 福井県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

10 愛知県 影山　慧 愛知県農業水産局水産課 行政

11 三重県 金丸雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

12 兵庫県 荻野裕平 兵庫県明石市豊かな海づくり課 行政

13 兵庫県 中島健太朗 兵庫県明石市豊かな海づくり課 行政

14 兵庫県 佐藤政男 兵庫県農林水産部水産漁港課 行政

15 兵庫県 宮武航大 兵庫県農林水産部水産漁港課 行政

16 兵庫県 樋口和宏 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

17 兵庫県 門田ひとみ 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

18 兵庫県 坂口　建 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

19 兵庫県 永井　佑 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

20 兵庫県 藤澤　文 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

21 鳥取県 田中　靖 鳥取県漁業調整課 行政

22 島根県 雜賀達生 島根県海面地域協議会 地域協議会

23 愛媛県 渡部祐志 愛媛県水産課 行政

24 高知県 長谷大地 高知県水産業振興課 行政

25 高知県 磯﨑彩沙 高知県環境生態系保全対策地域協議会 協議会

26 佐賀県 糸山亮平 佐賀県有明海漁業協同組合鹿島市支所 漁連・漁協

27 佐賀県 重久剛佑 佐賀県水産課 行政

28 佐賀県 下前　敦 佐賀県玄海水産振興センター 行政

29 佐賀県 大庭元気 佐賀県玄海水産振興センター 行政

30 佐賀県 伊藤幸子 佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会

31 長崎県 出口照義 佐世保市浅子地区活動組織 活動組織

32 長崎県 相川二男 佐世保市浅子地区活動組織 活動組織

33 長崎県 稲田純児 佐世保市浅子地区活動組織 活動組織

34 長崎県 浦井純一 長崎県漁港漁場課 行政

35 長崎県 井上一志 長崎県漁港漁場課 行政

36 長崎県 峯　陸斗 長崎県漁港漁場課 行政

37 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

38 大分県 渋谷駿太 大分県水産振興課 行政

39 コーディネーター 中嶋　泰 サポート専門家（オフィスＭＯＢＡ代表） 専門家事務局等

40 講師 南里海児 サポート専門家（株式会社ベントス代表取締役） 専門家事務局等

41 サポート専門家 片山貴之 サポート専門家（海洋建設株式会社和歌山営業所所長） 専門家事務局等

42 サポート専門家 安藤　亘 合同会社ＥＣＯＳ技術士事務所 専門家事務局等

43 サポート専門家 三橋公夫 ニタコンサルタント株式会社徳島 専門家事務局等

44 水産庁 栁澤　翼 水産庁漁港漁場整備部計画・海業政策課計画官（防災漁村課付） 専門家事務局等

45 共同機関 完山　暢 （一社）水産土木建設技術センター 専門家事務局等

46 共同機関 齋藤論理 （一社）水産土木建設技術センター 専門家事務局等

47 事務局 熊谷　徹 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会専務理事 専門家事務局等

48 事務局 岩橋好敏 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

49 事務局 河西伸治 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

50 事務局 小迫智宏 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事業推進部調査役 専門家事務局等

　　①会場参加者
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 田中進也 北海道新ひだか町水産林務課 行政

2 北海道 藤野将真 北海道新ひだか町水産林務課 行政

3 北海道 佐々木亮 北海道函館市水産課 行政

4 北海道 其田晃季 北海道宗谷総合振興局水産課 行政

5 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

6 北海道 田中大輔 北海道オホーツク総合振興局水産課 行政

7 北海道 久保田凌平 北海道オホーツク総合振興局水産課 行政

8 北海道 八神鉄彦 北海道後志総合振興局水産課 行政

9 北海道 竹嶋寿弥 北海道後志総合振興局水産課 行政

10 北海道 川崎　良 北海道後志総合振興局水産課 行政

11 北海道 菅原煌大 北海道後志総合振興局水産課 行政

12 北海道 西島圭亮 北海道十勝総合振興局水産課 行政

13 北海道 照井大登 北海道胆振総合振興局水産課 行政

14 北海道 藤本真凜 北海道渡島総合振興局水産課 行政

15 北海道 山口あゆ美 北海道日高振興局水産課 行政

16 北海道 大川　梓 北海道留萌振興局水産課 行政

17 北海道 春日猛夫 北海道檜山振興局水産課 行政

18 北海道 寺岡拓未 北海道檜山振興局水産課 行政

19 北海道 今村伸之 北海道成長産業課 行政

20 青森県 立田騎士 青森県水産振興課 行政

21 青森県 松坂　洋 青森県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

22 岩手県 長山翔汰 岩手県岩泉町農林水産課林業水産室 行政

23 岩手県 阿部美幸 岩手県陸前高田市農林水産部水産課 行政

24 山形県 千葉春輝 山形県庄内総合支庁水産振興課 行政

25 山形県 古山　遥 山形県水産研究所 試験場等

26 山形県 森居光司 山形県鶴岡市農山漁村振興課 行政

27 山形県 工藤充弘 山形県農林水産部水産振興課 行政

28 山形県 榊原英樹 由良藻場保全会 活動組織

29 福島県 小泉武司 福島県環境・生態系保全地域協議会 協議会

30 千葉県 苅込宏明 千葉県南房総市農林水産課 行政

31 千葉県 田中美帆 千葉県漁業資源課 行政

32 神奈川県 遠藤健斗 神奈川県水産技術センター 水試

33 神奈川県 山本貴一 神奈川県水産技術センター 水試

34 神奈川県 岡村多恵 神奈川県地域協議会 協議会

35 静岡県 松永彩英 静岡県水産振興課 行政

36 静岡県 川口照恵 静岡県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

37 三重県 川埜弓子 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

38 三重県 桑原　博 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

39 三重県 東　悠史 三重県紀北町農林水産課 行政

40 三重県 森　大樹 三重県志摩市水産農林部水産課 行政

41 三重県 水井大翔 三重県鳥羽市農林水産課水産係 行政

42 三重県 渡辺誠一 三重県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

43 京都府 佐竹萌依 京都府水産課 行政

44 島根県 山根杏梨 島根県西部農林水産振興センター 行政

45 岡山県 草加耕司 岡山県水産課 行政

46 広島県 石山喜誉登 広島県福山市農林水産課 行政

47 広島県 松林あゆみ 広島県福山市農林水産課 行政

48 広島県 前田克明 広島県西部農林水産事務所呉農林事業所水産課 行政

② Ｗｅｂ参加者　
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

49 山口県 野川顕秀 山口県水面活性化地域協議会 協議会

50 山口県 藤津智子 山口県水面活性化地域協議会 協議会

51 山口県 城　隆輔 山口県水面活性化地域協議会 協議会

52 香川県 藤原誠司 香川県観音寺市農林水産課水産係 行政

53 香川県 楠永　楓 香川県農政水産部水産課（香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会） 行政

54 香川県 秋山智彦 香川県農政水産部水産課（香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会） 行政

55 愛媛県 宮本　廉 愛媛県伊方町農林水産課 行政

56 愛媛県 民法紗希 愛媛県伊方町農林水産課 行政

57 福岡県 細原樹香 福岡県糸島市水産林務課 行政

58 佐賀県 深川遼太 佐賀県玄海町農林水産課 行政

59 佐賀県 山口忠幸 仮屋地区海環境を守る会 活動組織

60 佐賀県 永瀬りか 佐賀県水産課 行政

61 長崎県 一瀬洋平 長崎県西海市里海推進課 行政

62 長崎県 木佐木盛善 長崎県島原市耕地水産課 行政

63 長崎県 岩本日花里 長崎県南島原市農林水産部水産課 行政

64 長崎県 横田智也 長崎県平戸市水産課 行政

65 長崎県 才津真子 長崎県対馬振興局農林水産部対馬水産業普及指導センター 行政

66 長崎県 岡座輝雄 日本リーフ（株）九州営業所 その他

67 熊本県 佐藤　陽 熊本県水産振興課 行政

68 宮崎県 那須春香 宮崎県漁業管理課 行政

69 鹿児島県 柿内　誠 鹿屋市漁協アマモ会 活動組織

70 鹿児島県 上野貴治 鹿児島県水産振興課漁業監理係 行政

71 鹿児島県 吉満　敏 鹿児島県北薩地域振興局出水市駐在 行政

72 鹿児島県 原口展子 鹿児島県鹿屋市地域活力推進課 行政

73 鹿児島県 鮫島崇覚 鹿児島県鹿屋市林務水産課 行政

74 鹿児島県 濵元啓太 鹿児島県長島町水産景観課 行政

75 鹿児島県 高杉朋孝 鹿児島県水産技術開発センター漁場環境部 行政

76 鹿児島県 中島広樹 鹿児島県水産技術開発センター漁場環境部 行政

77 鹿児島県 宮田翔也 鹿児島県北薩地域振興局出水市駐在 行政

78 鹿児島県 塩屋喜輝 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

79 鹿児島県 川西仁美 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

80 沖縄県 照屋和信 大宜味村環境・生態系保全組織 活動組織

81 沖縄県 下西孝吉 大宜味村環境・生態系保全組織 活動組織

82 沖縄県 岩本尊智 大宜味村環境・生態系保全組織 活動組織

83 沖縄県 大城信弘 大宜味村環境・生態系保全組織 活動組織

84 沖縄県 照屋一樹 沖縄県大宜味村産業振興課 行政

85 沖縄県 玉城俊介 沖縄県水産課 行政

86 水産庁 百瀬善範 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班課長補佐　 専門家事務局等

87 水産庁 諸熊孝典 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班地域計画係長　 専門家事務局等

88 共同機関 片瀬亜妃 全国漁業協同組連合会 専門家事務局等

89 共同機関 野口友里菜 全国漁業協同組連合会 専門家事務局等

90 事務局 藤田智也 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事業推進部次長 専門家事務局等
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 第4部　干潟部会

№ 都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 和田公彦 根室市水産経済部水産指導課 行政

2 北海道 浅井大輔 根室市水産経済部水産指導課 行政

3 北海道 内野聖子 北海道成長産業課 行政

4 北海道 太田剛雄 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

5 北海道 今川　蛍 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

6 青森県 蛯名秀樹 小川原湖地区漁場保全の会 活動組織

7 愛知県 影山　慧 愛知県農業水産局水産課 行政

8 兵庫県 荻野裕平 兵庫県明石市豊かな海づくり課 行政

9 兵庫県 中島健太朗 兵庫県明石市豊かな海づくり課 行政

10 兵庫県 佐藤政男 兵庫県農林水産部水産漁港課 行政

11 兵庫県 宮武航大 兵庫県農林水産部水産漁港課 行政

12 兵庫県 樋口和宏 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

13 兵庫県 門田ひとみ 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

14 兵庫県 坂口建 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

15 兵庫県 永井　佑 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

16 兵庫県 藤澤　文 兵庫県豊かな海創生支援協議会 協議会

17 鳥取県 田中　靖 鳥取県漁業調整課 行政

18 島根県 雜賀達生 島根県海面地域協議会 地域協議会

19 愛媛県 渡部祐志 愛媛県水産課 行政

20 高知県 長谷大地 高知県水産業振興課 行政

21 高知県 磯﨑彩沙 高知県環境生態系保全対策地域協議会 協議会

22 佐賀県 糸山亮平 佐賀県有明海漁業協同組合鹿島市支所 漁連・漁協

23 佐賀県 重久剛佑 佐賀県水産課 行政

24 佐賀県 伊藤幸子 佐賀県環境・生態系保全対策地域協議会 協議会

25 長崎県 浦井純一 長崎県漁港漁場課 行政

26 長崎県 井上一志 長崎県漁港漁場課 行政

27 長崎県 峯　陸斗 長崎県漁港漁場課 行政

28 長崎県 田中尚子 長崎県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

29 大分県 渋谷駿太 大分県水産振興課 行政

30 コーディネーター 片山貴之 サポート専門家（海洋建設株式会社和歌山営業所所長） 専門家事務局等

31 講師 高木秀蔵 岡山県農林水産総合センター水産研究所漁場環境研究室 専門家事務局等

32 講師 反田　實 サポート専門家（吉備国際大学客員教授） 専門家事務局等

33 講師 樋口和宏 兵庫県豊かな海創生支援協議会事務局長 地域協議会

34 水産庁 栁澤　翼 水産庁漁港漁場整備部計画・海業政策課計画官（防災漁村課付） 専門家事務局等

35 事務局 熊谷　徹 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会専務理事 専門家事務局等

36 事務局 岩橋好敏 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

37 事務局 河西伸治 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事務局参与 専門家事務局等

38 事務局 小迫智宏 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事業推進部調査役 専門家事務局等

　 ①会場参加者
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

1 北海道 田中進也 北海道新ひだか町水産林務課 行政

2 北海道 藤野将真 北海道新ひだか町水産林務課 行政

3 北海道 其田晃季 北海道宗谷総合振興局水産課 行政

4 北海道 中村めぐみ 北海道水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

5 北海道 田中大輔 北海道オホーツク総合振興局水産課 行政

6 北海道 久保田凌平 北海道オホーツク総合振興局水産課 行政

7 北海道 八神鉄彦 北海道後志総合振興局水産課 行政

8 北海道 竹嶋寿弥 北海道後志総合振興局水産課 行政

9 北海道 川崎　良 北海道後志総合振興局水産課 行政

10 北海道 菅原煌大 北海道後志総合振興局水産課 行政

11 北海道 西島圭亮 北海道十勝総合振興局水産課 行政

12 北海道 照井大登 北海道胆振総合振興局水産課 行政

13 北海道 藤本真凜 北海道渡島総合振興局水産課 行政

14 北海道 山口あゆ美 北海道日高振興局水産課 行政

15 北海道 大川　梓 北海道留萌振興局水産課 行政

16 北海道 春日猛夫 北海道檜山振興局水産課 行政

17 北海道 寺岡拓未 北海道檜山振興局水産課 行政

18 北海道 今村伸之 北海道成長産業課 行政

19 青森県 立田騎士 青森県水産振興課 行政

20 青森県 松坂　洋 青森県水産多面的機能発揮対策地域協議会 協議会

21 岩手県 長山翔汰 岩手県岩泉町農林水産課林業水産室 行政

22 岩手県 阿部美幸 岩手県陸前高田市農林水産部水産課 行政

23 福島県 小泉武司 福島県環境・生態系保全地域協議会 協議会

24 茨城県 佐藤健太 茨城県霞ケ浦北浦水産事務所 行政

25 千葉県 苅込宏明 千葉県南房総市農林水産課 行政

26 千葉県 今井健司 新木更津市漁業協同組合岩根支所 漁連・漁協

27 千葉県 田中美帆 千葉県漁業資源課 行政

28 三重県 金丸雄一 甲賀地区景観環境保全会 活動組織

29 三重県 渡辺誠一 三重県水産多面的機能発揮対策協議会 協議会

30 兵庫県 梶原英樹 姫路の海を守る会 活動組織

31 兵庫県 藤田竜士 西二見漁業協同組合 漁連・漁協

32 島根県 山根杏梨 島根県西部農林水産振興センター 行政

33 岡山県 草加耕司 岡山県水産課 行政

34 広島県 石山喜誉登 広島県福山市農林水産課 行政

35 広島県 松林あゆみ 広島県福山市農林水産課 行政

36 広島県 前田克明 広島県西部農林水産事務所呉農林事業所水産課 行政

37 山口県 永井英治 山口県下関市水産振興課 行政

38 山口県 野川顕秀 山口県水面活性化地域協議会 協議会

39 山口県 藤津智子 山口県水面活性化地域協議会 協議会

40 山口県 城　隆輔 山口県水面活性化地域協議会 協議会

②Ｗｅｂ参加者
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都道府県 氏名 所属（活動組織名等） 組織

41 香川県 藤原誠司 香川県観音寺市農林水産課水産係 行政

42 香川県 楠永　楓 香川県農政水産部水産課（香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会） 行政

43 香川県 秋山智彦 香川県農政水産部水産課（香川県水産多面的機能発揮対策地域協議会） 行政

44 福岡県 細原樹香 福岡県糸島市水産林務課 行政

45 佐賀県 永瀬りか 佐賀県水産課 行政

46 長崎県 木佐木盛善 長崎県島原市耕地水産課 行政

47 長崎県 岩本日花里 長崎県南島原市農林水産部水産課 行政

48 長崎県 才津真子 長崎県対馬振興局農林水産部対馬水産業普及指導センター 行政

49 長崎県 岡座輝雄 日本リーフ（株）九州営業所 その他

50 熊本県 佐藤　陽 熊本県水産振興課 行政

51 宮崎県 那須春香 宮崎県漁業管理課 行政

52 鹿児島県 上野貴治 鹿児島県水産振興課漁業監理係 行政

53 鹿児島県 濵元啓太 鹿児島県長島町水産景観課 行政

54 鹿児島県 高杉朋孝 鹿児島県水産技術開発センター漁場環境部 行政

55 鹿児島県 中島広樹 鹿児島県水産技術開発センター漁場環境部 行政

56 鹿児島県 吉満　敏 鹿児島県北薩地域振興局出水市駐在 行政

57 鹿児島県 宮田翔也 鹿児島県北薩地域振興局出水市駐在 行政

58 鹿児島県 塩屋喜輝 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

59 鹿児島県 川西仁美 鹿児島県水産多面的機能推進協議会 協議会

60 水産庁 百瀬善範 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班課長補佐　 専門家事務局等

61 水産庁 諸熊孝典 水産庁漁港漁場整備部防災漁村課企画班地域計画係長　 専門家事務局等

62 共同機関 片瀬亜妃 全国漁業協同組連合会 専門家事務局等

63 共同機関 野口友里菜 全国漁業協同組連合会 専門家事務局等

64 事務局 藤田智也 公益社団法人全国豊かな海づくり推進協会事業推進部次長 専門家事務局等
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年
-2

01
8年

分
）
を
用
い
て

•
海
域
別
に
年
ご
と
の
各
海
藻
（
コ
ン
ブ
類
、
カ
ジ
メ
・
ア
ラ
メ
類
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
、
ワ
カ
メ
、
小
型
藻
類
、

ス
ガ
モ
）
の
被
度
を
整
理

•
海
域
別
に
海
藻
（
コ
ン
ブ
類
、
カ
ジ
メ
・
ア
ラ
メ
類
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
、
ワ
カ
メ
）
の
被
度
変
化
を
磯
焼
け
対

策
区
と
対
照
区
（
磯
焼
け
対
策
を
し
な
い
区
）
で
比
較

北
海
道
太
平
洋

3
4
組
織

東
北
太
平
洋

1
0
組
織

日
本
海
北
部

5
 組
織

瀬
戸
内
海

6
組
織

太
平
洋
南
部

4
組
織

太
平
洋
中
部

1
8
組
織

東
シ
ナ
海

5
9
組
織

N
45

°
N

43
°

N
41

°

N
39

°

N
37

°

N
35

°
N

33
°

N
31

°

E1
35

°
E1

40
°

E1
30

°
E1

45
°

北
海
道
日
本
海

1
8
組
織

日
本
海
南
部

1
7
組
織

海
域
別
の
海
藻
の
被
度
変
化
の
検
証

日
本
沿
岸
の
海
域
区
分

カ
ジ
メ
ア
ラ
メ

コ
ン
ブ
類

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類

ワ
カ
メ

小
型
藻
類

ス
ガ
モ

（
海
草
） 6

5

研
究
の
目
的

全
国
の
藻
場
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
漁
業
者
に
よ
る
磯
焼
け
対
策

の
効
果
を
海
域
別
・
海
藻
種
別
に
明
ら
か
に
す
る

研
究
の
問
い

•
実
際
に
磯
焼
け
対
策
に
よ
り
藻
場
が
回
復
し
て
い
る
の
か
？

•
磯
焼
け
対
策
の
種
類
に
よ
り
効
果
の
違
い
が
あ
る
の
か
？

•
海
域
別
や
海
藻
種
で
磯
焼
け
対
策
の
効
果
に
違
い
が
あ
る
の
か
？

18



対
照
区
（

n=
 1

49
）

磯
焼
け
対
策
区
（

n=
 1

79
0） 磯
焼
け
対
策
：
東
シ
ナ
海
の
み
磯
焼
け
対
策
区
で
増
加

対
照
区
：
ど
の
海
域
も
変
化
な
し

ワ
カ
メ
の
年
間
被
度
変
化
（

20
16

-2
01

8年
）

12

被度の変化(％)

北海道太平洋

北海道日本海

東北太平洋

日本海北部

太平洋中部

日本海南部

瀬戸内海

太平洋南部

東シナ海

北海道太平洋

北海道日本海

東北太平洋

日本海北部

太平洋中部

日本海南部

瀬戸内海

太平洋南部

東シナ海

*2
年
以
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
地
点
で
被
度
変
化
が
算
出
で
き
る
デ
ー
タ
の
み
利
用

対
照
区
（

n=
14

9）
磯
焼
け
対
策
区
（

n=
17

90
） 磯
焼
け
対
策
区
：
瀬
戸
内
海
と
東
シ
ナ
海
で
増
加

対
照
区
：
瀬
戸
内
海
で
大
き
く
増
加

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
の
年
間
被
度
変
化
（

20
16

-2
01

8年
）

*2
年
以
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
地
点
で
被
度
変
化
が
算
出
で
き
る
デ
ー
タ
の
み
利
用

被度の変化(％)

北海道太平洋

北海道日本海

東北太平洋

日本海北部

太平洋中部

日本海南部

瀬戸内海

太平洋南部

東シナ海

被度の変化(％)

北海道太平洋

北海道日本海

東北太平洋

日本海北部

太平洋中部

日本海南部

瀬戸内海

太平洋南部

東シナ海

11

磯
焼
け
対
策
区
（

n=
 1

79
0）

磯
焼
け
対
策
区
：
太
平
洋
北
部
、
中
部
、
日
本
海
西
部
、
太
平
洋
南
部
、
東
シ
ナ
海
で
微
増

対
照
区
：
太
平
洋
南
部
で
増
加

対
照
区
（

n=
 1

49
）

カ
ジ
メ
・
ア
ラ
メ
類
の
年
間
被
度
変
化
（

20
16

-2
01

8年
）

*2
年
以
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
地
点
で
被
度
変
化
が
算
出
で
き
る
デ
ー
タ
の
み
利
用

分
布
し
な
い

被度の変化(％)

北海道太平洋

北海道日本海

東北太平洋

日本海北部

太平洋中部

日本海南部

瀬戸内海

太平洋南部

東シナ海

分
布
し
な
い

被度の変化(％)

北海道太平洋

北海道日本海

東北太平洋

日本海北部

太平洋中部

日本海南部

瀬戸内海

太平洋南部

東シナ海

カ
ジ
メ
ア
ラ
メ

10

対
照
区
（

n=
 1

49
 ）

コ
ン
ブ
類
の
年
間
被
度
変
化
（

20
16

-2
01

8年
）

磯
焼
け
対
策
区
（

n=
17

90
）

コ
ン
ブ
類
の
被
度
は

0

被度の変化(％)

北海道太平洋

北海道日本海

東北太平洋

日本海北部

太平洋中部

日本海南部

瀬戸内海

太平洋南部

東シナ海

被度の変化(％)

北海道太平洋

北海道日本海

東北太平洋

日本海北部

太平洋中部

日本海南部

瀬戸内海

太平洋南部

東シナ海

コ
ン
ブ
類
の
被
度
は

0

*2
年
以
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
地
点
で
被
度
変
化
が
算
出
で
き
る
デ
ー
タ
の
み
利
用

磯
焼
け
対
策
：
北
海
道
太
平
洋
と
北
海
道
日
本
海
で
増
加

対
照
区
：
北
海
道
太
平
洋
で
増
加

9
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カ
ジ
メ

-ア
ラ
メ
類
に
対
す
る
磯
焼
け
対
策
の
効
果
①

東
北
太
平
洋
（

n 
=

 1
36

）

東
北
太
平
洋
：
母
藻
・
種
苗
投
入
と
岩
盤
清
掃
で
増
加
の
傾
向

太
平
洋
中
部
：
母
藻
・
種
苗
投
入
、
ウ
ニ
駆
除
、
植
食
魚
駆
除
で
増
加

＊
2年

以
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
地
点
で
被
度
変
化
が
算
出
で
き
る
デ
ー
タ
の
み
利
用

被度の変化(％)

母藻・種苗投入

ウニ駆除

岩盤清掃

植林

対照区

太
平
洋
中
部
（

n=
 2

83
）

母藻・種苗投入

ウニ駆除

植食魚駆除

堆積物除去

対照区

岩盤清掃

保護網

北
海
道

太
平
洋

東
北
太
平
洋

日
本
海
北
部

瀬
戸
内
海

太
平
洋
南
部太
平
洋
中
部

東
シ
ナ
海

北
海
道

日
本
海

日
本
海
南
部

16

コ
ン
ブ
類
に
対
す
る
磯
焼
け
対
策
の
効
果

北
海
道
太
平
洋

(n
 =

 4
58

)

北
海
道
太
平
洋
：
岩
盤
清
掃
と
対
照
区
で
被
度
増
加

北
海
道
日
本
海
：
岩
盤
清
掃
で
被
度
増
加

被度の変化(％)

母藻・種苗投入

ウニ駆除

岩盤清掃

植林

堆積物除去

対照区

北
海
道
日
本
海

(n
 =

 5
42

)

母藻・種苗投入

ウニ駆除

栄養塩添加

岩盤清掃

対照区

北
海
道

太
平
洋

東
北
太
平
洋

日
本
海
北
部

瀬
戸
内
海

太
平
洋
南
部太
平
洋
中
部

東
シ
ナ
海

北
海
道

日
本
海

日
本
海
南
部

＊
2年

以
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
地
点
で
被
度
変
化
が
算
出
で
き
る
デ
ー
タ
の
み
利
用

15

磯
焼
け
対
策
手
法

写
真
は

Ku
w

ah
ar

a 
&

 S
at

o 
(2

01
9)

、
水
産
庁
「
第
３
版
磯
焼
け
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
、
ひ
と
う
み

.j
pよ

り

母
藻
・
種
苗
投
入

ウ
ニ
駆
除

植
食
魚
駆
除

岩
盤
清
掃

保
護
網
（
囲
い
網
）

栄
養
塩
添
加

堆
積
物
除
去

植
林

14

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
（

20
16

年
-2

01
8年

分
）
を
用
い
て

•
海
域
別
に
海
藻
（
コ
ン
ブ
類
、
カ
ジ
メ
・
ア
ラ
メ
類
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
）
の
被
度
変
化
を
磯
焼
け
対
策
別
（
母

藻
・
種
苗
の
投
入
、
ウ
ニ
駆
除
、
植
食
魚
駆
除
、
植
食
生
物
か
ら
の
保
護
、
岩
盤
清
掃
、
堆
積
物
除
去
、
栄
養

塩
添
加
、
植
林
）
に
比
較

→
各
地
域
で
ど
の
磯
焼
け
対
策
が
藻
場
回
復
に
効
果
が
あ
る
か
検
証

北
海
道
太
平
洋

3
4
組
織

東
北
太
平
洋

1
0
組
織

日
本
海
北
部

5
 組
織

瀬
戸
内
海

6
組
織

太
平
洋
南
部

4
組
織

太
平
洋
中
部

1
8
組
織

東
シ
ナ
海

5
9
組
織

N
45

°
N

43
°

N
41

°

N
39

°

N
37

°

N
35

°
N

33
°

N
31

°

E1
35

°
E1

40
°

E1
30

°
E1

45
°

北
海
道
日
本
海

1
8
組
織

日
本
海
南
部

1
7
組
織

日
本
沿
岸
の
海
域
区
分

カ
ジ
メ
ア
ラ
メ

コ
ン
ブ
類

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類

小
型
藻
類

ス
ガ
モ

（
海
草
）

漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
に
よ
る
磯
焼
け
対
策
の
効
果
の
検
証

13

ワ
カ
メ

岩
礁
性
の
海
藻
・
海
草
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ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
に
対
す
る
磯
焼
け
対
策
の
効
果
②

太
平
洋
中
部
（

n=
 2

83
）

東
北
太
平
洋
（

n 
=

 1
36

）

東
北
太
平
洋
：
母
藻
・
種
苗
投
入
（
た
だ
し
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
を
投
入
し
て
い
る
か
不
明
）
と
岩
盤
清
掃
で
増
加
、

植
林
で
大
き
く
減
少

太
平
洋
中
部
：
植
食
魚
駆
除
で
増
加

20

母藻・種苗投入

ウニ駆除

岩盤清掃

植林

対照区

被度の変化(％)

母藻・種苗投入

ウニ駆除

植食魚駆除

堆積物除去

対照区

岩盤清掃

保護網

北
海
道

太
平
洋

東
北
太
平
洋

日
本
海
北
部

瀬
戸
内
海

太
平
洋
南
部太
平
洋
中
部

東
シ
ナ
海

北
海
道

日
本
海

日
本
海
南
部

北
海
道
太
平
洋
：
母
藻
・
種
苗
投
入

(ホ
ン
ダ
ワ
ラ
を
投
入
し
て
い
る
か
不
明

)
、
堆
積
物
除
去

で
増
加

北
海
道
日
本
海
：
ど
の
対
策
で
も
被
度
変
化
は
な
し

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
に
対
す
る
磯
焼
け
対
策
の
効
果
①

北
海
道
日
本
海

(n
 =

 5
42

)
北
海
道
太
平
洋

(n
 =

 4
58

)

19

母藻・種苗投入

ウニ駆除

岩盤清掃

植林

堆積物除去

対照区

被度の変化(％)

母藻・種苗投入

ウニ駆除

栄養塩添加

岩盤清掃

対照区

北
海
道

太
平
洋

東
北
太
平
洋

日
本
海
北
部

瀬
戸
内
海

太
平
洋
南
部太
平
洋
中
部

東
シ
ナ
海

北
海
道

日
本
海

日
本
海
南
部

太
平
洋
南
部
（

n 
=

95
）

東
シ
ナ
海
（

n=
12

10
）

太
平
洋
南
部
：
ウ
ニ
駆
除
と
対
照
区
で
増
加
だ
が
、
植
食
魚
駆
除
で
減
少
（
植
食
魚
の
食
害
の
影
響
が
大
き
す
ぎ
る
？
）

東
シ
ナ
海
：
母
藻
・
種
苗
投
入
、
ウ
ニ
駆
除
、
植
食
魚
駆
除
、
保
護
網
、
岩
盤
清
掃
で
微
増

カ
ジ
メ

-ア
ラ
メ
類
に
対
す
る
磯
焼
け
対
策
の
効
果
③

被度の変化(％)

母藻・種苗投入

ウニ駆除

植食魚駆除

岩盤清掃

対照区

母藻・種苗投入

ウニ駆除

植食魚駆除

保護網

栄養塩添加

対照区

堆積物除去

岩盤清掃

植林

18

北
海
道

太
平
洋

東
北
太
平
洋

日
本
海
北
部

瀬
戸
内
海

太
平
洋
南
部太
平
洋
中
部

東
シ
ナ
海

北
海
道

日
本
海

日
本
海
南
部

日
本
海
南
部
（

n 
=

 2
47

）

日
本
海
南
部
：
母
藻
・
種
苗
投
入
と
ウ
ニ
駆
除
で
増
加

瀬
戸
内
海
：
母
藻
・
種
苗
投
入
と
植
林
で
増
加

カ
ジ
メ

-ア
ラ
メ
類
に
対
す
る
磯
焼
け
対
策
の
効
果
②

北
海
道

太
平
洋

東
北
太
平
洋

日
本
海
北
部

瀬
戸
内
海

太
平
洋
南
部太
平
洋
中
部

東
シ
ナ
海

北
海
道

日
本
海

日
本
海
南
部

被度の変化(％)

母藻・種苗投入

ウニ駆除

岩盤清掃

植林

堆積物除去

瀬
戸
内
海
（

n=
11

6）

母藻・種苗投入

ウニ駆除

岩盤清掃

保護網

堆積物除去

植林

栄養塩添加

対照区

＊
2年

以
上
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
地
点
で
被
度
変
化
が
算
出
で
き
る
デ
ー
タ
の
み
利
用

17
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北
海
道
太
平
洋
：
ど
の
対
策
で
も
変
化
な
し

北
海
道
日
本
海
：
母
藻
・
種
苗
投
入
（
ワ
カ
メ
を
投
入
し
て
い
る
か
不
明
）

、
ウ
ニ
駆
除
、
栄
養
塩
添
加
で
増
加
傾
向

ワ
カ
メ
に
対
す
る
磯
焼
け
対
策
の
効
果
①

北
海
道
日
本
海

(n
 =

 5
42

)
北
海
道
太
平
洋

(n
 =

 4
58

)

24

被度の変化(％)

母藻・種苗投入

ウニ駆除

岩盤清掃

植林

堆積物除去

対照区

母藻・種苗投入

ウニ駆除

栄養塩添加

岩盤清掃

対照区

北
海
道

太
平
洋

東
北
太
平
洋

日
本
海
北
部

瀬
戸
内
海

太
平
洋
南
部太
平
洋
中
部

東
シ
ナ
海

北
海
道

日
本
海

日
本
海
南
部

東
シ
ナ
海
：
母
藻
・
種
苗
投
入
、
ウ
ニ
駆
除
、
植
食
魚
駆
除
、
保
護
網
、
堆
積
物
除
去
で
増
加
、
対
照
区
で
も
増
加
傾
向

栄
養
塩
添
加
で
減
少

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
に
対
す
る
磯
焼
け
対
策
の
効
果
⑤

東
シ
ナ
海
（

n=
12

10
）

北
海
道

太
平
洋

東
北
太
平
洋

日
本
海
北
部

瀬
戸
内
海

太
平
洋
南
部太
平
洋
中
部

東
シ
ナ
海

北
海
道

日
本
海

日
本
海
南
部

23

母藻・種苗投入

ウニ駆除

植食魚駆除

保護網

栄養塩添加

対照区

堆積物除去

岩盤清掃

植林

被度の変化(％)

瀬
戸
内
海
：
ウ
ニ
駆
除
、
岩
盤
清
掃
、
堆
積
物
除
去
で
増
加
だ
が
、
対
照
区
で
も
増
加

太
平
洋
南
部
：
ど
の
対
策
で
も
変
化
は
な
し

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
に
対
す
る
磯
焼
け
対
策
の
効
果
④

北
海
道

太
平
洋

東
北
太
平
洋

日
本
海
北
部

瀬
戸
内
海

太
平
洋
南
部太
平
洋
中
部

東
シ
ナ
海

北
海
道

日
本
海

日
本
海
南
部

瀬
戸
内
海
（

n=
11

6）
太
平
洋
南
部
（

n 
=

95
）

22

被度の変化(％)

母藻・種苗投入

ウニ駆除

岩盤清掃

保護網

堆積物除去

植林

栄養塩添加

対照区

母藻・種苗投入

ウニ駆除

植食魚駆除

岩盤清掃

対照区

日
本
海
北
部
（

n=
13

5）

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
に
対
す
る
磯
焼
け
対
策
の
効
果
③

日
本
海
北
部
：
母
藻
・
種
苗
投
入
、
ウ
ニ
駆
除
、
海
藻
フ
ェ
ン
ス
、
堆
積
物
除
去
で
増
加
、
植
食
魚
駆
除
で
減
少

日
本
海
南
部
：
母
藻
・
種
苗
投
入
、
ウ
ニ
駆
除
で
増
加

日
本
海
南
部
（

n 
=

 2
47

）

北
海
道

太
平
洋

東
北
太
平
洋

日
本
海
北
部

瀬
戸
内
海

太
平
洋
南
部太
平
洋
中
部

東
シ
ナ
海

北
海
道

日
本
海

日
本
海
南
部

21

母藻・種苗投入

ウニ駆除

堆積物除去

岩盤清掃

保護網

植食魚駆除

被度の変化(％)

母藻・種苗投入

ウニ駆除

岩盤清掃

植林

堆積物除去

22



磯
焼
け
対
策
の
効
果
の
ま
と
め

28

•
コ
ン
ブ
類
：
岩
盤
清
掃
の
効
果
あ
り

•
カ
ジ
メ
・
ア
ラ
メ
類
：
多
く
の
海
域
で
母
藻
・
種
苗
投
入
、
ウ
ニ
駆
除
、
植
食
魚
駆

除
で
効
果
あ
り

•
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類

:多
く
の
海
域
で
母
藻
・
種
苗
投
入
、
ウ
ニ
駆
除
、
植
食
魚
駆
除
、
堆

積
物
除
去
、
保
護
網
の
効
果
あ
り

•
ワ
カ
メ
：
母
藻
・
種
苗
投
入
、
ウ
ニ
駆
除
は
効
果
あ
り

海
域
別
、
海
藻
の
種
類
別
で
効
果
の
あ
る
磯
焼
け
手
法
が
異
な
る
が
、

磯
焼
け
対
策
に
よ
り
海
藻
が
増
え
て
い
る

東
シ
ナ
海
：
母
藻
・
種
苗
投
入
（
ワ
カ
メ
を
投
入
し
て
い
る
か
は
不
明
）
、
ウ
ニ
駆
除
、
保
護
網
で
増
加

植
食
魚
駆
除
で
減
少
傾
向

ワ
カ
メ
に
対
す
る
磯
焼
け
対
策
の
効
果
④

北
海
道

太
平
洋

東
北
太
平
洋

日
本
海
北
部

瀬
戸
内
海

太
平
洋
南
部太
平
洋
中
部

東
シ
ナ
海

北
海
道

日
本
海

日
本
海
南
部

27

東
シ
ナ
海
（

n=
12

10
）

被度の変化(％)

母藻・種苗投入

ウニ駆除

植食魚駆除

保護網

栄養塩添加

対照区

堆積物除去

岩盤清掃

植林

ワ
カ
メ
に
対
す
る
磯
焼
け
対
策
の
効
果
③

瀬
戸
内
海
：
ど
の
対
策
で
も
変
化
な
し

日
本
海
南
部
：
ど
の
対
策
で
も
ほ
ぼ
変
化
な
し

日
本
海
南
部
（

n 
=

 2
47

）

北
海
道

太
平
洋

東
北
太
平
洋

日
本
海
北
部

瀬
戸
内
海

太
平
洋
南
部太
平
洋
中
部

東
シ
ナ
海

北
海
道

日
本
海

日
本
海
南
部

瀬
戸
内
海
（

n=
11

6）

26

母藻・種苗投入

ウニ駆除

岩盤清掃

保護網

堆積物除去

植林

栄養塩添加

対照区

被度の変化(％)

母藻・種苗投入

ウニ駆除

岩盤清掃

植林

堆積物除去

ワ
カ
メ
に
対
す
る
磯
焼
け
対
策
の
効
果
②

太
平
洋
中
部
（

n=
 2

83
）

東
北
太
平
洋
（

n 
=

 1
36

）

東
北
太
平
洋
：
ど
の
対
策
で
も
ほ
ぼ
変
化
な
し

太
平
洋
中
部
：
ど
の
対
策
で
も
変
化
な
し

25

被度の変化(％)

母藻・種苗投入

ウニ駆除

岩盤清掃

植林

対照区

母藻・種苗投入

ウニ駆除

植食魚駆除

堆積物除去

対照区

岩盤清掃

保護網

北
海
道

太
平
洋

東
北
太
平
洋

日
本
海
北
部

瀬
戸
内
海

太
平
洋
南
部太
平
洋
中
部

東
シ
ナ
海

北
海
道

日
本
海

日
本
海
南
部

23



地
域

磯
焼
け
対
策
の
効
果

北
海
道
太
平
洋
側

コ
ン
ブ
は
岩
盤
清
掃
で
増
加

↑、
対
照
区
で
も
増
加

↑．
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
は
母
藻
・
種
苗
投
入
（
た
だ
し
）
と
堆
積
物
除
去
で
増
加

↑．
北
海
道
日
本
海
側

コ
ン
ブ
は
岩
盤
清
掃
で
増
加

↑．
ワ
カ
メ
は
母
藻
・
種
苗
投
入
、
ウ
ニ
駆
除
、
堆
積
物
除
去
で
増
加

↑．
東
北
太
平
洋

カ
ジ
メ
・
ア
ラ
メ
類
と
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
が
母
藻
・
種
苗
投
入
と
岩
盤
清
掃
で
増
加

↑．
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
は
植
林
で
減
少

↓
日
本
海
北
部

ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
が
母
藻
・
種
苗
投
入
、
ウ
ニ
駆
除
、
海
藻
保
護
、
堆
積
物
除
去
で
増
加

↑．
（
カ
ジ
メ
・
ア
ラ
メ
類
は
被
度
０
な
た
め
省
略
）

太
平
洋
中
部

カ
ジ
メ
・
ア
ラ
メ
類
が
母
藻
・
種
苗
投
入
、
ウ
ニ
駆
除
、
植
食
魚
駆
除
で
増
加

↑．
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
が
植
食
魚
駆
除
で
増
加

↑．
瀬
戸
内
海

カ
ジ
メ
・
ア
ラ
メ
類
は
母
藻
・
種
苗
投
入
と
植
林
で
増
加

↑
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
は
ウ
ニ
駆
除
、
岩
盤
清
掃
、
堆
積
物
除
去
で
増
加

↑、
対
照
区
で
も
増
加

↑
日
本
海
南
部

カ
ジ
メ
・
ア
ラ
メ
類
と
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
が
母
藻
・
種
苗
投
入
と
ウ
ニ
駆
除
で
増
加

↑
太
平
洋
南
部

カ
ジ
メ
・
ア
ラ
メ
類
は
ウ
ニ
駆
除
で
増
加

↑だ
が
、
植
食
魚
駆
除
で
減
少

↓(
植
食
魚
の
食
害
の
影
響
が
大

き
い
た
め
？

)
東
シ
ナ
海

カ
ジ
メ
・
ア
ラ
メ
類
と
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
は
母
藻
・
種
苗
投
入
、
ウ
ニ
駆
除
、
植
食
魚
駆
除
、
保
護
網
で

増
加

↑、
ワ
カ
メ
は
母
藻
・
種
苗
投
入
、
ウ
ニ
駆
除
、
保
護
網
で
増
加

↑
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
は
栄
養
塩
供
給
で
減
少

↓、
ワ
カ
メ
は
植
食
魚
駆
除
で
減
少

↓

各
海
域
の
磯
焼
け
対
策
の
効
果

30

本
研
究
は
農
林
水
産
省
委
託
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
（

JP
J0

08
72

2）
「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

の
評
価
手
法
及
び
効
率
的
藻
場
形
成
・
拡
大
技
術
の
開
発
」
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
磯
焼
け
対
策
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
は
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対

策
の
活
動
組
織
の
も
の
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

謝
辞

29
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全
国
講
習
会
の
主
な
テ
ー
マ

～
20

23
年

 
20

24
年

   
   

 
20

25
年

9月

 ウ
ニ
・
魚
・
タ
ネ

  
連

携
   

   
 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
潮
目

）

今
日
お
話
す
る

①
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
基
本

②
新
し
い
手
引
き

③
対
策
の
効
果

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
（
第

2版
）
を

踏
ま
え
た
藻
場
保
全
に
つ
い
て

25
/0
９
/0
2
資
料
／
全
国
講
習
会

(大
阪

)

漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
支
援
委
託
事
業

サ
ポ
ー
ト
専
門
家

中
嶋
泰

　  ②モニタリングの手引き（第２版）を踏まえた藻場保全について

25



平
成

30
年

6月
(改
訂

)

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
（
旧
）

定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
記
載
は
２
頁
の
み

景
観
被
度

方 形 枠

今
年

3月
手
引
き
が

変
わ
り
ま
し
た

改
訂
に
あ
た
り

活
動
実
施
者
フ
ァ
ー
ス
ト

を
目
指
し
ま
し
た

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
と
は
何
で
す
か
？

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
の

大
切
な
の
は
？

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
す

令
和

7年
度

漁漁
場場
生生
産産
力力
・・
水水
産産
多多
面面
的的
機機
能能
強強
化化
対対
策策
支支
援援
事事
業業

（（
 第第
４４
期期
対対
策策
のの
スス
タタ
ーー
トト
））

気気
候候
変変
動動
・・環環
境境
変変
化化
へへ
のの
対対
応応
のの
たた
めめ

出
典
：
水
産
庁

H
P

交
付
金
の
概
要

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
る

実
効
性
の
確
保

令
和

6年
度

水水
産産
多多
面面
的的
機機
能能
強強
化化
対対
策策
支支
援援
事事
業業

( 第第
３３
期期
対対
策策
のの
４４
年年
目目

 )

26



被
度
の
記
録

定
点
に
お
い
て
潜
水
し
、
観
察
者
の

1視
野
内
の
植
生
を

「
大
型
海
藻
」
と
「小
型
海
藻
」
、
お
よ
び
「そ
の
他
」
の

3区
分
し

区
分
の
被
度
、
お
よ
び
「
主
な
海
藻
の
種
類
」
を
記
録
す
る
。

被
度

定
点
に
は
目
印
ブ
イ
を
設
置

目
印
ブ
イ

定
点
に
は
目
印
ブ
イ
を
設
置
し
、
毎
年
、
「同
じ
場
所
」
で

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
。

錘
り
に
は
土
嚢
な
ど
を
用
い
、
波
浪
等
で
動
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

錘
り
か
ら
小
さ
い
浮
子
を
立
ち
上
げ
て
お
く
と
、
見
つ
け
や
す
い
。

定
点
の
設
定

定
点

協
定
面
積
内
を
底
質
分
布
や
地
形
か
ら
地
先
分
け
し
て
、

「
地
先
ご
と
」
に
定
点
を
設
定
す
る
。

協
定
面
積
が

10
～

50
㏊
未
満
の
場
合
は

10
定
点
以
上
。

水
深
は
対
策
を
実
施
す
る
水
深
と
す
る
。

S
-
5

S
-
6

巣巣
喰喰
ノノ
浦浦
地地
先先

22
..00

hh
aa

S
-
7

小小
郡郡
地地
先先

00
..55

hh
aa

S
-
8
浄浄
土土
島島
地地
先先

00
..22

hh
aa

※※
畑畑
下下
地地
先先

00
..55

hh
aa

高高
地地
地地
先先

11
..22

hh
aa

S
-
9

S
-
1
0

定
点

目
印
ブ
イ

魚

写
真

ウ
ニ

経
年
変
化

野
帳

被
度

３
区
分

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
手
引
き
（
新
）

定
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
記
載
が
充
実

27



ウ
ニ
の
大
き
さ
と
食
害
状
況
の
判
定

ウ
ニ

稚
ウ
ニ
（
1歳
未
満
）
は
あ
ま
り
海
藻
を
食
べ
な
い
の
で
、

親
ウ
ニ
の
み
を
計
数
す
る
。

親
ウ
ニ
の
大
き
さ
（
殻
径
）
の
目
安
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ウ
ニ
が
多
い
と
こ
ろ
は
パ
ッ
チ
状
磯
焼
け
（
ハ
ゲ
地
）
に
な
る
。

こ
の
ハ
ゲ
地
は
放
置
す
る
と
、
丸
焼
け
の
磯
焼
け
に
な
る
。

ハ
ゲ
地
の
多
い
と
こ
ろ
か
ら
、
ウ
ニ
を
優
先
し
て
駆
除
す
る
。

写
真

写
真
撮
影

目
視
観
察
を
行
っ
た
後
、
藻
場
の
状
況
が
わ
か
る
写
真
を

必
ず
撮
影
す
る
。

ま
た
、
ビ
デ
オ
撮
影
し
て
お
く
こ
と
が
勧
め
ら
れ
る
。

．

「
大
型
」
と
「
小
型
」

以
外
を

「
そ
の
他
」
と
す
る

③
殻
状
海
藻

無
節
サ
ン
ゴ
モ
類

④
付
着
動
物

フ
ジ
ツ
ボ

二
枚
貝

⑤
裸
面
・
砂
地

３
区
分
の
被
度
の
合
計
は
１
０
０
％

３
区
分

被
度
を
観
察
す
る
の
は
目
印
ブ
イ
を
中
心
と
し
た
範
囲
（
2ｍ
四

方
で
あ
れ
ば
面
積

4㎡
）
と
す
る
。

「
大
型
海
藻
」
、
「
小
型
海
藻
」
お
よ
び
「
そ
の
他
」
の
被
度
の

合
計
は
必
ず
10

0％
で
す
。
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モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
整
理
表

旧
新

今
年
手
引
き
が

変
わ
り
ま
し
た

大
き
な
変
更
点
は

大
型
海
藻
と
小
型
海
藻

の
被
度
を
分
け
て

記
録
す
る
こ
と
で
す

経
年
変
化

経
年
変
化

大
型
海
藻
と
小
型
海
藻
の
被
度
は
「
経
年
変
化
図
」
を
作

成
す
る
こ
と
を
薦
め
る
。
こ
の
地
区
で
は
混
生
藻
場
が
維
持

さ
れ
て
い
た
が
、
令
和
元
年
の
秋
に
大
型
海
藻
が
激
減
し
、

小
型
海
藻
の
藻
場
に
変
化
し
た
。

こ
の
地
域
の
ウ
ニ
は
主
に
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
で
、
平
均

2個
／
㎡

前
後
で
安
定
し
て
い
る
。

植
食
性
魚
類

魚

食
痕
の
形
状
か
ら
魚
の
種
類
を
推
定
で
き
る
。

ウ
ミ
ウ
チ
ワ
は
日
本
各
地
で
普
通
に
み
ら
れ
る
海
藻
で
あ
り

魚
の
食
害
の
指
標
と
な
る
。
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①
ウ
ニ
対
策

磯
焼
け
対
策
の
３
つ
の
基
本
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

③
魚
対
策

②
タ
ネ
の
供
給

「
ひ
と
う
み

.jp
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

野
帳

記
録
漏
れ
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

藻
場
の
構
成
海
藻
の
変
遷

（
九
州
北
部
の
Ａ
地
区
）
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パ
ッ
チ
状
磯
焼
け

（
ハ
ゲ
地
）

ウ
ニ
の
食
害
の
判
断

ウ
ニ
は
い
つ
ま
で
獲
り
続
け
る
の
か
？

0.
0

1.
0

2.
0

3.
0

4.
0

01020304050607080

2
0
1
1
年

2
0
1
2
年

2
0
1
3
年

2
0
1
4
年

2
0
1
5
年

ウ ニ 密 度 （ 個 ／ ㎡ ）

平 均 被 度 （ ％ ）

Ｌ
-２

（
青
磯
）

小
型
海
藻

大
型
海
藻

ウ
ニ
密
度

ウウ
ニニ
除
去

目
標
は
００
個個
／／
㎡㎡

藻
場
が
も
ど
ら
な
け
れ
ば
、
翌
年
も
除
去
す
る

「
き
ち
ん
と
」
除
去
す
る

藻
場
と
ウ
ニ
焼
け
を
対
極
的
安
定
状
態
と
す
る
不不
連連
続続
フフ
ェェ
ーー
ズズ
シシ
フフ
トト
（

と
は
閾
値
）

ウ
ニ
が
増
加
し

を
上
回
る
と
ウ
ニ
焼
け
に
な
り
、

ウ
ニ
が
減
少
し

を
下
回
る
と
藻
場
が
回
復
。

改
訂
磯
焼
け
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

藻
場
は
急
に
戻
る

Ｂ
Ａ

藻 場

ウ
ニ

磯
焼
け
の
ま
ま
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サ
カ
ナ
対
策
の
基
本

・
親
を
減
ら
す

・
秋
ま
で
に
獲
る

・
避
け
る
・
守
る

オ
ー
プ
ン
ス
ポ
ア
バ
ッ
グ

タ
ネ
ま
き
の
方
法

第
3版
磯
焼
け
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(2
02

1)

32



ア
イ
ゴ
の
対
策

秋
ま
で
に
獲
る

・
産
卵
後
～
秋

（
食
欲
大
）

・
朝
投
網

（
イ
セ
エ
ビ
混
獲
少
な
い
）

・
一
枚
網
が
望
ま
し
い

（
混
獲
少
・
楽
）

「
久
保
伊
津
男
(1
96
2)
：
イ
セ
エ
ビ
の
漁
獲
の
時
間
的
変
化
に
み
ら
れ
る
双
峯
性
に
つ
い
て
」
よ
り
作
成

0
 尾

1
0
 尾

2
0
 尾

3
0
 尾

6時
～

8時
～

10
時
～

12
時
～

14
時
～

16
時
～

18
時
～

20
時
～

22
時
～

24
時
～

2時
～

4時
～

イ セ エ ビ 漁 獲 数 （ 尾 ）

投
網
時
刻

昼 3
%

夜 9
7
%

☀
☀

イ
セ
エ
ビ
の
時
刻
別
漁
獲
量

７７
月月

７７
月月

８８
月月

11
22
月月

時時
刻刻

夜夜
昼昼

夜夜

本本
多多
直直
人人
ほほ
かか
（（
22
00
11
00
))：：
音音
響響
カカ
メメ
ララ

DD
IIDD

SS
OO

NN
にに
よよ
るる
水水
槽槽
内内
でで
のの
アア
イイ
ゴゴ
のの
日日
周周
行行
動動
のの
観観
察察
、、

水水
産産
工工
学学
、、

44
77
((11

))、、
4477

--
55
11

21
年
７
月

10
時

大
分
県

16
年

6月
12
時

長
崎
県

ア
イ
ゴ

ア
イ
ゴ

昼
動
く

夜
動
く

ア
イ
ゴ
の
習
性

大
分
県

ア
イ
ゴ
の
対
策

方
法

場
所

時
期

利
点

欠
点

留
意
事
項

実
施
例

初
夏

産
卵
親
魚

を
除
去

イ
セ
エ
ビ
の
混
獲

が
あ
る

特
別
採
捕
許
可
申
請

秋
イ
セ
エ
ビ
の
混
獲

が
な
い

他
の
漁
業
者

と
の
調
整

定
置
網

初
夏

産
卵
親
魚

の
大
量
除
去

設
置
場
所
が

制
限
さ
れ
る

佐
賀
県

長
崎
県

徳
島
県
他

神
奈
川
県

長
崎
県

和
歌
山
県

岩
礁

礫
場

刺
網

唐
津
港
／
ア
イ
ゴ
の
水
揚
げ
量

主
に
定
置
網

大
型
籠
（
愛
媛
県
愛
南
町
）

ア
イ
ゴ

（
バ
リ
・
ア
イ
・
ヤ
ノ
イ
オ
）

ブ
ダ
イ

(モ
ハ
ミ
・
イ
ガ
メ
)

イ
ス
ズ
ミ

(サ
サ
ヨ
・
ヒ
チ
ク
レ
)

海
藻
を
食
べ
る

三
大
害
魚

)
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イ
ス
ズ
ミ

最
高
齢
：
46
歳

産
卵
開
始（
出
所
：
水
産
研
究
・
教
育
機
構
）

ブ
ダ
イ
対
策

餌
は
生
ヒ
ジ
キ
が
ベ
ス
ト

刺
網
に
比
べ
て
楽

和
歌
山
県
串
本

鯛
鈎

ブ
ダ
イ
対
策

方
法

場
所

時
期

利
点

欠
点

留
意
事
項

実
施
例

延
縄

岩
礁

礫
場

冬 ～ 春

大
型
魚
が
獲
れ
る

混
獲
が
な
い

作
業
負
担
が
少
な
い
餌
の
確
保
が
難
し
い

カ
エ
シ
と
ネ
ム
リ
が

入
っ
た
鯛
鈎
を
用
る

新
鮮
な
ヒ
ジ
キ
な
ど

を
餌
に
す
る

和
歌
山
県

大
分
県

刺
網

同
上

夏 ～ 秋

中
型
魚
が
よ
く
獲
れ

る
混
獲
が
多
い

長
時
間
作
業

イ
セ
エ
ビ
漁
業
者
と

の
調
整
が
必
要

各
地

串
本
市
場
に
お
け
る
漁
業
種
類
別
植
食
性
魚
類
の
漁
獲
量
（
20

08
年
４
月
～
１
２
月
）

㎏
／

時
間

ブ
ダ
イ
の
対
策 最
高
齢
：
8歳

産
卵
開
始

（
出
所
：
水
産
研
究
・
教
育
機
構
）
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守
る
・
避
け
る

五
島
市
崎
山
地
区
の
仕
切
り
網
（
大
規
模
）

対
馬
市
豊
地
区
の
仕
切
り
網
（
小
規
模
）

丸
徳
水
産

(2
02

3)
：磯
焼
け
の
食
害
魚
の
資
源
化
に
向
け
た
島
内
流
通
お
よ
び
加
工
、
販
売
等

壱
岐
市
は

20
19
年
か
ら
植
食
性
魚
類
の
駆
除
に
取
り
組
み
、

4年
間
で

2.
7万
尾
の
イ
ス
ズ
ミ
を
駆
除
し
た
。

そ
の
結
果
、
広
大
な
ガ
ラ
モ
場
が
回
復
し
た
。

資
料
：
磯
焼
け
対
策
全
国
協
議
会

R
5（

20
24

.1
）
、
壱
岐
市
水
産
課

 長
尾
康
隆

壱
岐
市
郷
ノ
浦
｜

20
25
年

6月
｜
撮
影

 ㈱
ベ
ン
ト
ス

 南
里
海
児

買
取
り
価
格
／
尾
｜
定
置
網

15
0円
・
刺
網
ほ
か

20
0円

イ
ス
ズ
ミ
の
対
策

方
法

場
所

時
期

利
点

欠
点

留
意
事
項

実
施
例

刺
網

構
造
物

周
辺
他

冬 ～ 春

大
量
捕
獲
が
で
き
る

こ
と
が
あ
る

混
獲
が
少
な
い

周
辺
の
植
生
の
影
響

を
受
け
に
く
い

蝟
集
個
体
を
全
て

捕
獲
す
る
こ
と

が
難
し
い

蝟
集
規
模
が
小
さ
い

と
捕
獲
が
難
し
い

長
崎
県

ト
ラ
ッ
プ

構
造
物

周
辺
他

冬 ～ 春

作
業
負
担
が
少
な
い

い
つ
で
も
水
揚
げ
可

混
獲
魚
を
放
流
可

餌
の
確
保
が
難
し
い

設
置
場
所
が

制
限
さ
れ
る

長
崎
県

定
置
網

通
年

大
量
に
漁
獲
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る

設
置
場
所
が

制
限
さ
れ
る

長
崎
県

平
戸
市
の
イ
ス
ズ
ミ
水
揚
げ
量
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ア
ン
ト
ク
メ
｜
五
島
市
崎
山

避
け
る

キ
レ
バ
モ
ク
｜
長
崎
市
深
堀

ク
ロ
メ
｜
佐
伯
市
名
護
屋

ア
カ
モ
ク
｜
長
崎
市
深
堀

→
１
年
後

新
芽

守
る

糸
島
市
｜

25
年

6月
｜
撮
影

 南
里
海
児

→
１
年
後

新
芽

守
る

四
季
藻
場
と
は

吉
村
・
中
嶋
（2

01
0)
：
春
藻
場
・
四
季
藻
場
と
は
｜
図

1 
四
季
藻
場
と
春
藻
場
が
形
成
さ
れ
る
仕
組
み

春 藻 場四 季 藻 場

魚
の
食
害
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今
日
お
話
し
し
た
こ
と

①
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
基
本

②
新
し
い
手
引
き

③
対
策
の
効
果

神
奈
川
県
江
ノ
島
｜
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

宮
崎
県
平
岩
｜
高
校
生

長
崎
県
伊
王
島
｜
大
学
生

多
様
な
主
体
と
の
連
携

大
分
県
名
護
屋
｜
小
学
生
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個
別
サ
ポ
ー
ト
で
で
き
る
こ
と
②

・
海
藻
や
海
草
の
播
種
方
法
を
教
え
て
ほ
し
い

・
効
果
的
な
被
覆
網
の
設
置
方
法
を
知
り
た
い

・
小
学
生
と
サ
ン
ゴ
種
苗
の
育
成
を
や
っ
て
み
た
い

・
景
観
被
度
の
測
り
方
を
習
得
し
た
い

・
次
年
度
の
計
画
を
一
緒
に
考
え
て
ほ
し
い

・
学
生
や
一
般
の
方
へ
の
伝
え
方
を
教
え
て
ほ
し
い

・
地
域
の
学
校
や
企
業
と
つ
な
い
で
ほ
し
い

な
ど

活
動
組
織
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
寄
り
添
い
、
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

こ
ん
な
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

個
別
サ
ポ
ー
ト
で
で
き
る
こ
と
①

毎
年
同
じ
計
画
を
出
し
て

い
る
が
、
正
し
い
の
か
ど

う
か
分
か
ら
な
い
。

課
題
は
何
と
な
く
把
握
し

て
い
る
が
、
何
を
改
善
す

べ
き
か
分
か
ら
な
い
。

毎
年
同
じ
方
法
で
作
業
を

を
し
て
い
る
が
、
本
当
に

効
果
が
あ
る
の
か
疑
問
。

自
然
を
相
手
に
し
た
保
全
活
動
に
お
い
て
は
、
挑
戦
も
失
敗
も
大
事
な
要
素
で
す
が
、
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
の
知
見
、
経
験
を
通
じ

て
、
失
敗
の
確
率
を
下
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
（
＝
効
率
的
な
活
動
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
結
果
を

ど
う
評
価
し
た
ら
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
。

藻
場
、
干
潟
な
ど
の
保
全
活
動
を
効
果
的
、
効
率
的
に
進
め
る
た
め
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

（
※
以
下
個
別
サ
ポ
ー
ト
と
い
う
）

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
派
遣
制
度
※
の
目
的 そ

の
保
全
活
動
の
内
容

と
作
業
量
は
適
切
で
す
か
？

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
方
法

は
適
切
で
す
か
？

次
年
度
の
計
画
に

反
映
で
き
ま
し
た
か
？

適
切
な
保
全
活
動
項
目

を
設
定
し
ま
し
た
か
？

課
題
と
改
善
点
を
把
握

で
き
ま
し
た
か
？

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
の
活
用
に
あ
た
っ
て
の
利
便
性
の

向
上
と
ひ
と
う
み

ｊ
ｐ
取
組
情
報
の
充
実
に
つ
い
て

令
和
７
年
９
月

全
漁
連

③サポート専門家の活用にあたっての利便性の向上と
　ひとうみ.jp取組情報の充実について
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現
在
の
悩
み
や
解
決
し
た
い
問

題
を
記
入

例
：
母
藻
の
設
置
を
適
切
に

で
き
て
い
る
か
不
安
が
あ
る
。

例
：
効
率
の
良
い
耕
う
ん
方

法
を
知
り
た
い

個
別
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
で

習
得
し
た
い
こ
と
を
記
入

例
：
指
導
を
受
け
て
、
よ
り
効
率

的
に
潜
水
作
業
を
進
め
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
い

例
：
適
切
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
地
点

や
時
期
に
つ
い
て
習
得
し
た
い
。

個
別
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
活
動

組
織
や
日
程
調
整
等
を
担
当
さ

れ
る
方
の
情
報
を
記
入

個
別
サ
ポ
ー
ト
申
込
書
の
作
成

個
別
サ
ポ
ー
ト
実
施
ま
で
の
流
れ

全
漁
連
へ
サ
ポ
ー
ト

申
込
書
を
送
付

担
当
専
門
家
の
決
定

実
施
日
の
調
整

サ
ポ
ー
ト
の
実
施

個
別
サ
ポ
ー
ト
の
例
②

干
潟
の
サ
ポ
ー
ト
の
例
（
抜
粋
）

・
被
覆
網
の
設
置
方
法
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
が
ほ
し
い
。

・
袋
網
に
よ
る
稚
貝
の
沈
着
促
進
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
ほ
し
い

・
潮
干
狩
り
場
を
復
活
さ
せ
た
い
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
。

個
別
サ
ポ
ー
ト
の
例
①

藻
場
の
サ
ポ
ー
ト
の
例
（
抜
粋
）

・
専
門
家
の
目
か
ら
見
た
藻
場
の
現
状
を
知
り
た
い
。

・
今
後
の
保
全
対
策
の
進
め
方
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
が

ほ
し
い
。
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担
当

：
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

漁
政
部

野
口
・
片
瀬
・
関
根

電
話

：
０
３
－
６
２
２
２
－
１
３
１
５

：

個
別
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
下
記
ま
で
お
気
軽
に

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

全
国
の
取
組
情
報
②

最
終
更
新
日
が
表
示
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
に
１
回
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
必
要
に

応
じ
て
内
容
を
更
新
し
て
く
だ
さ
い

全
国
の
取
組
情
報
①

「
全
国
の
取
組
情
報
」
を
公
開
す
る
目
的

・
効
果
的
な
保
全
技
術
と
保
全
活
動
の
情
報
を
活
動
組
織
間
で
共
有

す
る
こ
と
（
横
展
開
）

※
失
敗
を
含
め
、
ど
ん
な
経
緯
で
今
の
活
動
内
容
に
至
っ
た
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い

。
成
功
に
至
っ
た
場
合
は
、
そ
の
要
因
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

・
こ
の
取
組
の
大
切
さ
を
広
く
国
民
に
PR
す
る
こ
と
（
情
報
公
開
）

※
「
全
国
の
取
組
情
報
」
の
ペ
ー
ジ
は
「
ひ
と
う
み
.jp
」
の
サ
イ
ト
の
中
で
も
閲
覧

数
が
常
に
上
位
に
あ
り
ま
す
。
情
報
公
開
の
た
め
の
ペ
ー
ジ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

国
民
の
皆
様
や
企
業
等
へ
の
PR
の
場
と
し
て
積
極
的
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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■取組情報入力簡易マニュアル� Ver. 1.2
○ログイン

https://hitoumi.jp/torikumi/wp/wp-admin

「全国の取組情報」のリンクバナーをクリックすることで、ログイン画面へ移動できます。
最初だけアクセス制限ダイアログが出るので、下記を入力します。
・ユーザー名、パスワード　ともに　hitoumi

ログイン画面になるので、支給したユーザー名とパスワードを入力します。

プロフィールにメールアドレス設定がされている場合は、パスワードのリセッ
トができます。（初期状態では設定されていません）

メールアドレス設定がされていない組織でパスワードをお忘れになった場合
は、後に示す「ヘルプデスク」にご連絡ください。

アクセス制限ダイアログが何度も表示されることがありますので、
お手数ですが繰り返しユーザー名とパスワードをご入力ください

④
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2

○取組情報入力

ログインするとプロフィール画面が表示されます。
左メニューの「取組情報」をクリックして、「取組情報一覧」を表示させます。

既存の情報を修正するにはタイトルをクリックします。
新規に登録したい場合は「新規追加」をクリックします。

1. 取組情報のタイトル・市町村（必須）
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2. 活動項目と組織の構成（未記入の項目は非表示になります）
（必須項目）活動項目・組織の構成

3. 関連サイト（未記入の項目は項目ごと非表示になります）
「追加」ボタンをクリックすると入力フィールドが表示されます。
最大10件までリンクの登録が可能です。
リンクを登録すると、ひとうみ .jp内の活動紹介シートに「関連サイト」の欄が表示されます。
※「関連サイト」の文字をクリックすると、入力フィールドが開閉します。

3.1. URL：関連サイトのURLを記入してください。
3.2. リンクテキスト：関連サイトのサイト名を記入してください。
3.3. リンク先：None のままにしてください。（変更しても表示に影響はありません）
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4. 地域の現状と課題・活動の内容・活動の効果
本文は「箇条書き」でご記入ください

箇条書き
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5. 画像とキャプション
新規の状態では入力項目がありませんので、「追加」ボタンをクリックしてください。

「ファイルを追加」ボタンと、画像キャプションの入力フィールドが現れます。
※「画像とキャプション」の文字をクリックすると、入力フィールドが開閉します。

5.1. 「ファイルを追加」ボタンをクリックし、ファイルを追加します。
ウィンドウ内に画像ファイルをドロップするか、ファイルを選択ボタンからファイルを選択します。

画像ファイルの仕様は下記のとおりです。
5.1.1. 画像形式：JPEGまたはPNG
5.1.2. カラーモード：RGB
5.1.3. サイズ：幅340px以上、縦なりゆき

（自動縮小されるので、大きい画像でもそのままアップして構いません）

5.2. メディアライブラリに表示されるので、「添付ファイルの
詳細」を見て確認します。

5.3. 必要なら代替テキストとタイトルを記入しておきます。

5.4. 添付ファイルのサイズは「フルサイズ」を選択します。

5.5. 「投稿に挿入」をクリックします。

5.6. さらに「追加」をクリックすると、画像が追加できます。
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6. カテゴリーを設定（必須）
情報を入力したら右サイドバーで、「活動内容」を設定します。

「活動内容」は、該当するものを選択します。
（※一つだけ選択するようにしてください）
「活動内容」が設定されていないと、ページの色が正しく設定されません。
（ページは活動内容ごとに色がつけられます）

7. 「プレビュー」で実際の表示を確認できます。

8. カテゴリー設定ができたら、公開を依頼します。
「レビュー待ちとして送信」をクリックし、公開権限を持つユーザー
（協議会など）に公開を依頼してください。

途中で編集を中断する場合は「下書きとして保存」をクリックします。

プレビュー（ログイン中は下にヘルプデスクへのリンクがあります）
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○メールアドレス設定とパスワードリセット

プロフィール画面で、メールアドレスを設定できます。
その他の項目は、特に理由が無ければ修正しないようにしてください。

セキュリティ保護のため、設定されているパスワードは確認できないようになっています。
パスワードを忘れた場合は、トップページの「パスワードをお忘れですか？」リンクから再設定してください。
なお、弱いパスワードは設定できないようになっています。

パスワード再設定の際は、プロフィールに登録されているメールアドレスに再設定用ページのURLが送信されます。
初期状態では、プロフィールにはダミーのメールアドレスが設定されていますので、

先にメールアドレスを受信可能なものに変更を済ませ、その後で、パスワードを再設定してください。
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○ヘルプデスク

入力方法がわからない場合、不具合がある場合などは、ヘルプデスクへご連絡ください。

（担当）JF全漁連　漁政部　野口・片瀬・関根

・問い合わせフォーム：https://torikumi/wp/helpdesk
　※プレビュー画面下部に、リンクがあります

・メール：help@hitoumi.jp

・電話：03-6222-1315 
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■取組情報入力簡易マニュアル（管理団体用）� Ver.1.2
○ログイン

https://hitoumi.jp/torikumi/wp/wp-admin

「全国の取組情報」のリンクバナーをクリックすることで、ログイン画面へ移動できます。
最初だけアクセス制限ダイアログが出るので、下記を入力します。
・ユーザー名、パスワード　ともに　hitoumi

ログイン画面になるので、支給したユーザー名とパスワードを入力します。

プロフィールにメールアドレス設定がされている場合は、パスワードのリセッ
トができます。（初期状態では設定されていません）

メールアドレス設定がされていない組織でパスワードをお忘れになった場合
は、後に示す「ヘルプデスク」にご連絡ください。

アクセス制限ダイアログが何度も表示されることがありますので、
お手数ですが繰り返しユーザー名とパスワードをご入力ください

⑤
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○取組情報の公開

ログインするとプロフィール画面が表示されます。
左メニューの「取組情報」をクリックして、「取組情報一覧」を表示させます。
他県の取組情報は表示されません。
「保留中」をクリックすると、未公開の投稿のみ表示させることができます。

タイトルにマウスオーバーすると、下にサブメニューが出ます。
公開作業するだけであれば「クイック編集」を開きます。

ステータスのドロップダウンメニューを「レビュー待ち」から「公開済み」に切り替えて「更新」すると、投稿
が公開されます。
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○取組情報入力

ログインするとプロフィール画面が表示されます。
左メニューの「取組情報」をクリックして、「取組情報一覧」を表示させます。

既存の情報を修正するにはタイトルをクリックします。
新規に登録したい場合は「新規追加」をクリックします。

1. 取組情報のタイトル・市町村（必須）

51



43

2. 活動項目と組織の構成（未記入の項目は非表示になります）
（必須項目）活動項目・組織の構成

3. 関連サイト（未記入の項目は項目ごと非表示になります）
「追加」ボタンをクリックすると入力フィールドが表示されます。
最大10件までリンクの登録が可能です。
リンクを登録すると、ひとうみ .jp内の活動紹介シートに「関連サイト」の欄が表示されます。
※「関連サイト」の文字をクリックすると、入力フィールドが開閉します。

3.1. URL：関連サイトのURLを記入してください。
3.2. リンクテキスト：関連サイトのサイト名を記入してください。
3.3. リンク先：None のままにしてください。（変更しても表示に影響はありません）
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4. 地域の現状と課題・活動の内容・活動の効果
本文は「箇条書き」でご記入ください

箇条書き
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5. 画像とキャプション
新規の状態では入力項目がありませんので、「追加」ボタンをクリックしてください。

「ファイルを追加」ボタンと、画像キャプションの入力フィールドが現れます。
※「画像とキャプション」の文字をクリックすると、入力フィールドが開閉します。

5.1. 「ファイルを追加」ボタンをクリックし、ファイルを追加します。
ウィンドウ内に画像ファイルをドロップするか、ファイルを選択ボタンからファイルを選択します。

画像ファイルの仕様は下記のとおりです。
5.1.1. 画像形式：JPEGまたはPNG
5.1.2. カラーモード：RGB
5.1.3. サイズ：幅340px以上、縦なりゆき

（自動縮小されるので、大きい画像でもそのままアップして構いません）

5.2. メディアライブラリに表示されるので、「添付ファイルの
詳細」を見て確認します。

5.3. 必要なら代替テキストとタイトルを記入しておきます。

5.4. 添付ファイルのサイズは「フルサイズ」を選択します。

5.5. 「投稿に挿入」をクリックします。

5.6. さらに「追加」をクリックすると、画像が追加できます。

54



76

6. カテゴリーを設定（必須）
情報を入力したら右サイドバーで、「活動内容」を設定します。

「活動内容」は、該当するものを選択します。
（※一つだけ選択するようにしてください）
「活動内容」が設定されていないと、ページの色が正しく設定されません。
（ページは活動内容ごとに色がつけられます）

7. 「プレビュー」で実際の表示を確認できます。

8. カテゴリー設定ができたら、公開を依頼します。
「レビュー待ちとして送信」をクリックし、公開権限を持つユーザー
（協議会など）に公開を依頼してください。

途中で編集を中断する場合は「下書きとして保存」をクリックします。

プレビュー（ログイン中は下にヘルプデスクへのリンクがあります）
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○メールアドレス設定とパスワードリセット

プロフィール画面で、メールアドレスを設定できます。
その他の項目は、特に理由が無ければ修正しないようにしてください。

セキュリティ保護のため、設定されているパスワードは確認できないようになっています。
パスワードを忘れた場合は、トップページの「パスワードをお忘れですか？」リンクから再設定してください。
なお、弱いパスワードは設定できないようになっています。

パスワード再設定の際は、プロフィールに登録されているメールアドレスに再設定用ページのURLが送信されます。
初期状態では、プロフィールにはダミーのメールアドレスが設定されていますので、

先にメールアドレスを受信可能なものに変更を済ませ、その後で、パスワードを再設定してください。
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○

入力方法がわからない場合、不具合がある場合などは、ヘルプデスクへご連絡ください。

（担当）JF全漁連　漁政部　野口・片瀬・関根

・問い合わせフォーム：https://torikumi/wp/helpdesk
　※プレビュー画面下部に、リンクがあります

・メール：

・電話：03- 6222-1315
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A
B

?
A

ア
カ
モ
ク

1
0

1
才
未
満
(本
／
㎡
)

(4
6
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

A

ノ
コ
ギ
リ
モ
ク

1
0

1
5

1
才
以
上
(本
／
㎡
)

(8
)

(5
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

B
魚
?

A
B

?

1
才
未
満
(本
／
㎡
)

(7
)

(1
2
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

A
B

?
A

B
?

エ
ン
ド
ウ
モ
ク

※

1
才
以
上
(本
／
㎡
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

1
才
未
満
(本
／
㎡
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

比
　
高
（
ｍ
）

漂
砂
厚
（
㎜
）

景
観
被
度

％

底
質
被
度

％

枠
番
号

調
査
地
点
(前
)

観
察
時
刻

測
定
水
深
（
ｍ
）

水
　
深
（
ｍ
）

S
t.

2

大
型
海
藻

被
度 ％

(個
体
数
)

浮
泥
厚
（
㎜
）

調
　
査
　
地
　
点

枠
番
号
（
中
心
位
置
）

中
心
位
置
の
水
深
（
m
）

種
　
名

個
体
数

最
小
～
最
大
，

(平
均
的
な
大
き
さ
)

個
体
数

最
小
～
最
大
，

(平
均
的
な
大
き
さ
)

ガ
ン
ガ
ゼ
類

ア
カ
ウ
ニ

1
6
0

ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ

4
1

3
8
～
5
4
，
(4
5
)

9
9

1
6
～
5
1
，
(3
9
)

除
去
対
象
種
の

生
息
密
度
（
個
体
/
m

2
）

S
t.

2

N
o
.2

4
.0

9
.9

N
o
.1

2
.0

4
.1

調
　
査
　
地
　
点

枠
番
号
（
中
心
位
置
）

中
心
位
置
の
水
深
（
m
）

種
　
名

個
体
数

最
小
～
最
大
，

(平
均
的
な
大
き
さ
)

個
体
数

最
小
～
最
大
，

(平
均
的
な
大
き
さ
)

ク
ロ
ア
ワ
ビ

2
7
7
，
8
6

サ
ザ
エ

2
7

3
4
～
8
7
，
(6
3
)

2
2

5
9
～
6
8
，
(6
3
)

ア
ワ
ビ
類

生
息
密
度
（
個
体
/
m

2
）

サ
ザ
エ

生
息
密
度
（
個
体
/
m

2
）

S
t.

2

N
o
.1

N
o
.2

0
.0

0
.2

2
.0

4
.0

2
.2

2
.7

脇
の
浦

N
o
.1

N
o
.2

1
5
:0

8
1
5
:0

3

1
.4

3
.8

1
.0

3
.4

2
.0

<
2
.0

<

コ
ン
ク
リ
ー
ト

1
0
0

岩
盤

転
石
(等
身
大
≦
)

巨
礫
(大
人
頭
≦
)

1
0
0

大
礫
(拳
大
≦
)

小
礫
(米
粒
大
≦
)

砂
(粒
子
確
認
)

泥
(粒
子
未
確
認
)

0
0

0
0

大
型
海
藻

1
5

+

小
型
海
藻

1
5

+

殻
状
海
藻

3
5

4
0

固
着
動
物
等

3
5

5
0

裸
面
・
砂
地

+
1
0

ア
カ
モ
ク

1
5

+

1
才
未
満
(本
／
㎡
)

(2
1
4
)

(3
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

A
A

エ
ン
ド
ウ
モ
ク

※

1
才
以
上
(本
／
㎡
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

1
才
未
満
(本
／
㎡
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

比
　
高
（
ｍ
）

漂
砂
厚
（
㎜
）

景
観
被
度

％

底
質
被
度

％

枠
番
号

調
査
地
点
(前
)

観
察
時
刻

測
定
水
深
（
ｍ
）

水
　
深
（
ｍ
）

S
t.

1

大
型
海
藻

被
度 ％

(個
体
数
)

浮
泥
厚
（
㎜
）

調
　
査
　
地
　
点

枠
番
号
（
中
心
位
置
）

中
心
位
置
の
水
深
（
m
）

種
　
名

個
体
数

最
小
～
最
大
，

(平
均
的
な
大
き
さ
)

個
体
数

最
小
～
最
大
，

(平
均
的
な
大
き
さ
)

ガ
ン
ガ
ゼ
類

1
7

3
9
～
4
8
，
(4
4
)

ア
カ
ウ
ニ

ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ

1
7
2

3
4
～
5
1
，
(4
4
)

3
5

2
4
～
5
1
，
(3
9
)

除
去
対
象
種
の

生
息
密
度
（
個
体
/
m

2
）

S
t.

1

N
o
.1

N
o
.2

1
.0

3
.4

5
.2

1
7
.2

調
　
査
　
地
　
点

枠
番
号
（
中
心
位
置
）

中
心
位
置
の
水
深
（
m
）

種
　
名

個
体
数

最
小
～
最
大
，

(平
均
的
な
大
き
さ
)

個
体
数

最
小
～
最
大
，

(平
均
的
な
大
き
さ
)

ク
ロ
ア
ワ
ビ

サ
ザ
エ

2
4

5
7
～
9
3
，
(7
6
)

7
5
1
～
7
6
，
(6
4
)

ア
ワ
ビ
類

生
息
密
度
（
個
体
/
m

2
）

サ
ザ
エ

生
息
密
度
（
個
体
/
m

2
）

S
t.

1

N
o
.1

0
.0

0
.0

1
.0

3
.4

N
o
.2

2
.4

0
.7

脇
の
浦

調
査
年
月
日
：
令
和
6
年
7
月
1
9
日

N
o
.1

N
o
.2

N
o
.3

1
0
:3

0
1
0
:1

2
9
:5

7

4
.6

7
.6

9
.2

3
.5

6
.4

8
.0

2
.0

<
2
.0

<
2
.0

<

コ
ン
ク
リ
ー
ト

岩
盤

転
石
(等
身
大
≦
)

巨
礫
(大
人
頭
≦
)

6
0

6
0

9
0

大
礫
(拳
大
≦
)

3
0

4
0

1
0

小
礫
(米
粒
大
≦
)

1
0

砂
(粒
子
確
認
)

+
+

+

泥
(粒
子
未
確
認
)

0
<
1

<
1

0
0

0

大
型
海
藻

7
0

4
5

4
0

小
型
海
藻

+
2
0

4
0

殻
状
海
藻

1
5

2
0

5

固
着
動
物
等

5
5

5

裸
面
・
砂
地

1
0

1
0

1
0

ツ
ル
ア
ラ
メ

2
0

2
5

1
5

1
才
以
上
(本
／
㎡
)

(1
8
)

(3
5
)

(9
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

A
B

?
A

B
?

A
B

?

1
才
未
満
(本
／
㎡
)

(2
2
)

(4
4
)

(1
9
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

A
B

?
A

B
?

A
B

?

ア
ラ
メ

※

1
才
以
上
(本
／
㎡
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

1
才
未
満
(本
／
㎡
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

ジ
ョ
ロ
モ
ク

+

1
才
以
上
(本
／
㎡
)

(1
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

B
魚
?

1
才
未
満
(本
／
㎡
)

(0
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

-

ノ
コ
ギ
リ
モ
ク

3
0

2
0

2
5

1
才
以
上
(本
／
㎡
)

(1
0
)

(1
8
)

(1
5
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

A
B

?
B

?
A

B
?

1
才
未
満
(本
／
㎡
)

(1
8
)

(2
9
)

(2
4
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

A
B

?
A

B
?

A
B

?

マ
メ
タ
ワ
ラ

2
5

+
+

1
才
以
上
(本
／
㎡
)

(3
3
)

(1
)

(1
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

A
B

?
B
魚
?

A

1
才
未
満
(本
／
㎡
)

(3
)

(0
)

(0
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

A
B

?
-

-

ウ
ス
バ
ノ
コ
ギ
リ
モ
ク

+

1
才
以
上
(本
／
㎡
)

(2
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

A

1
才
未
満
(本
／
㎡
)

(2
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

A

比
　
高
（
ｍ
）

漂
砂
厚
（
㎜
）

景
観
被
度

％

S
t.

4

底
質
被
度

％

枠
番
号

調
査
地
点
(前
)

観
察
時
刻

測
定
水
深
（
ｍ
）

水
　
深
（
ｍ
）

大
型
海
藻

被
度
％

(個
体
数
)

浮
泥
厚
（
㎜
）

→

令
和

年
度
よ
り
、
新
た
に
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
が
多
い
沿
岸

を
活
動
場
所
と
し
た
。
た
だ
し
、
継
続
し
た
経
過
を
把
握

す
る
た
め
、

の
地
点
は
残
し
た
。

で
は
、
白
島
の
女
島
周
辺
で
ガ
ン
ガ
ゼ
類

を
主
体
と
し
た
ウ
ニ
除
去
を
行
っ
て
い
た
。

そ
の
前
は
、
男
島
周
辺
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②
活
用
の
実
例

2）
外
海
地
区
活
動
組
織

脇
の
浦
の
ま
と
め

・
潜
水
器
を
使
え
る
た
め
、
機
動
力
が
非
常
に
高
い
。

・
植
食
性
魚
類
の
食
害
も
あ
る
も
の
の
、
ウ
ニ
密
度
を
下
げ
る
と
海
藻
は

生
え
る
環
境
。
そ
の
た
め
、
と
に
か
く
ウ
ニ
除
去

・
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ
エ
の
デ
ー
タ
も
報
告
す
る
と
、
大
変
興
味
を
持
っ
て

話
を
聞
い
て
も
ら
え
る
。

・
リ
ー
ダ
に
ま
と
め
る
力
が
あ
る
と
、
全
体
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
で

活
動
が
上
手
く
い
き
や
す
い
。

大
型
海
藻
の
景
観
被
度
の
推
移

ウ
ニ
類
の
生
息
密
度
の
推
移

大
型
海
藻
の
出
現
種
数
の
推
移

脇
の
浦

S
t.

3

N
o
.1

1
2
:2

5

2
.7

2
.0

2
.0

<

コ
ン
ク
リ
ー
ト

1
0
0

岩
盤

転
石
(等
身
大
≦
)

巨
礫
(大
人
頭
≦
)

大
礫
(拳
大
≦
)

小
礫
(米
粒
大
≦
)

砂
(粒
子
確
認
)

泥
(粒
子
未
確
認
)

0 0

大
型
海
藻

2
0

小
型
海
藻

6
0

殻
状
海
藻

1
5

固
着
動
物
等

5

裸
面
・
砂
地

+

ワ
カ
メ

+

1
才
未
満
(本
／
㎡
)

(2
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

B
*
?

ア
ラ
メ

5

1
才
以
上
(本
／
㎡
)

(1
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

B
魚
?

1
才
未
満
(本
／
㎡
)

(0
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

-

イ
ソ
モ
ク

+

1
才
以
上
(本
／
㎡
)

(0
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

-

1
才
未
満
(本
／
㎡
)

(4
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

A

ノ
コ
ギ
リ
モ
ク

5

1
才
以
上
(本
／
㎡
)

(2
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

B
魚
?

1
才
未
満
(本
／
㎡
)

(4
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

A
B

?

マ
メ
タ
ワ
ラ

5

1
才
以
上
(本
／
㎡
)

(2
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

B
魚
?

1
才
未
満
(本
／
㎡
)

(1
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

A

エ
ン
ド
ウ
モ
ク

1
0

1
才
以
上
(本
／
㎡
)

(4
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

B
魚
?

1
才
未
満
(本
／
㎡
)

(5
)

食
害
（
原
因
種
と
状
態
）

A
B

?

比
　
高
（
ｍ
）

漂
砂
厚
（
㎜
）

景
観
被
度

％

底
質
被
度

％

枠
番
号

調
査
地
点
(前
)

観
察
時
刻

測
定
水
深
（
ｍ
）

水
　
深
（
ｍ
）

大
型
海
藻

被
度
％

(個
体
数
)

浮
泥
厚
（
㎜
）

調
　
査
　
地
　
点

枠
番
号
（
中
心
位
置
）

調
査
番
号

中
心
位
置
の
水
深
（
m
）

種
　
名

個
体
数

最
小
～
最
大
，

(平
均
的
な
大
き
さ
)

ガ
ン
ガ
ゼ
類

ラ
ッ
パ
ウ
ニ

ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ

4
4

1
4
～
5
3
，
(3
7
)

除
去
対
象
種
の

生
息
密
度
（
個
体
/
m

2
）

N
o
.1

4
.4

2
.0

S
t.

3

N
o
.3

調
　
査
　
地
　
点

枠
番
号
（
中
心
位
置
）

中
心
位
置
の
水
深
（
m
）

種
　
名

個
体
数

最
小
～
最
大
，

ク
ロ
ア
ワ
ビ

サ
ザ
エ

1
4

5
8
～
8
6
，
(6
3
)

ア
ワ
ビ
類

生
息
密
度
（
個
体
/
m

2
）

サ
ザ
エ

生
息
密
度
（
個
体
/
m

2
）

S
t.

3

0
.0

2
.0

N
o
.1

1
.4
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・
ワ
カ
メ
の
養
殖
業
者
か
ら
、
ワ
カ
メ
ロ
ー
プ
を
購
入
し
、

ウ
ニ
ハ
ー
ド
ル
内
に
設
置
。

②
母
藻
設
置
と
種
苗
設
置

→
→

①
ウ
ニ
ハ
ー
ド
ル
設
置
と
ウ
ニ
除
去

・
高
齢
の
漁
業
者
だ
け
で
は
、
思
う
よ
う
に
ウ
ニ
除
去
が
で
き
な
い
。

・
浅
所
は
漁
業
者
で
ウ
ニ
除
去
を
行
い
、
深
所
は
長
崎
大
学
ダ
イ
ビ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
に

ウ
ニ
除
去
を
依
頼
。

内
外

①
ウ
ニ
ハ
ー
ド
ル
を
設
置
し
、
ウ
ニ
ハ
ー
ド
ル
内
の
ウ
ニ
除
去
を
行
っ
て
き
た
。

②
春
季
に
は
、
ウ
ニ
ハ
ー
ド
ル
内
に
ワ
カ
メ
を
主
体
と
し
た
大
型
海
藻
の
母
藻

の
設
置
を
行
っ
て
き
た
。

③
流
れ
藻
ス
ト
ッ
カ
ー
を
設
置
し
、
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
の
タ
ネ
の
供
給
を
行
っ
た
。

④
植
食
性
魚
類
の
駆
除
作
業
を
行
っ
た
。

長
崎
市
外
海
地
区
で
の
活
動
の
概
要

P
la

n
◎
海
藻
を
増
や
し
、
磯
根
資
源
を
回
復
さ
せ
る

問
題
点
を
抽
出

1
.食
害
生
物
（
ウ
ニ
類
が
多
い
）

2
.ウ
ニ
除
去
す
る

3
.浅
場
は
除
去
で
き
る
が
、
深
所
が
で
き
な
い

D
o
対
応
策
、
実
際
の
作
業

・
浅
所
は
漁
業
者
、
深
所
は
大
学
の
ダ
イ
ビ
ン
グ

サ
ー
ク
ル
に
依
頼

C
h
e
c
k
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

・
ウ
ニ
は
減
っ
た
が
海
藻
が
生
え
な
い

A
c
ti
o
n
改
善
し
て
行
動
し
て
み
る

・
タ
ネ
播
き
も
併
せ
て
行
っ
て
み
る
、
魚
対
策
も

P
la

n
1
.ど
の
種
の
タ
ネ
播
き
す
る
か
、
時
期
は
？

2
.学
生
の
調
整
。
植
食
性
魚
類
は
い
つ
除
去
？

3
.環
境
学
習
実
施
。
何
を
テ
ー
マ
に
す
る
。
な
ど

毎毎
年年
ここ
のの
循循
環環
はは
繰繰
りり
返返
ささ
れれ
、、
ブブ
ララ
ッッ
シシ
ュュ
アア
ッッ
ププ
ささ
れれ
るる

64



位
置

北
東

北
西

南
東

南
西

旧
流

れ
藻

ス
ト

ッ
カ

ー
新

流
れ

藻
ス

ト
ッ

カ
ー

北
西

角
北

東
角

南
東

角
南

西
角

ウ
ニ

フ
ェ

ン
ス

の
設

置
場

所
旧

流
れ

藻
ス

ト
ッ

カ
ー

新
流

れ
藻

ス
ト

ッ
カ

ー
母

藻
防

護
ネ

ッ
ト

ウ
ニ

フ
ェ

ン
ス

等
の

G
P
S
値

位
置

緯
度

経
度

北
東

N
: 
3
2
°

5
2
.9

6
9
′

E
:1

2
9
°

4
0
.6

4
4
′

北
西

N
: 
3
2
°

5
2
.9

6
1
′

E
:1

2
9
°

4
0
.6

1
4
′

南
東

N
: 
3
2
°

5
2
.9

3
4
′

E
:1

2
9
°

4
0
.6

4
3
′

南
西

N
: 
3
2
°

5
2
.9

3
0
′

E
:1

2
9
°

4
0
.6

2
7
′

旧
流

れ
藻

ス
ト

ッ
カ

ー
N

: 
3
2
°

5
2
.9

4
7
′

E
:1

2
9
°

4
0
.5

9
3
′

新
流

れ
藻

ス
ト

ッ
カ

ー
N

: 
3
2
°

5
2
.9

4
1
′

E
:1

2
9
°

4
0
.6

0
6
′

（W
G

S
84

）

楽
し
む
ダ
イ

ビ
ン
グ
だ
け

で
な
く
、
役

に
立
つ
ダ
イ

ビ
ン
グ
が
出

来
て
良
か
っ

た
！

流
れ
藻
の
利
用
：
流
れ
藻
ス
ト
ッ
カ
ー

外
海
で
は
、
外
防
波
堤
内
で
藻
場
造
成
を
し
た
た
め
、
流
れ
藻
が
入
っ
て
き
に
く
い
。
そ
の
為
、

流
れ
藻
ス
ト
ッ
カ
ー
方
式
と
し
た
。

漁
業
者
が
漁
の
帰
り
に
流
れ
藻
を
発
見
し
た
ら
回
収
し
、
い
け
す
内
に
入
れ
て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム

な
お
、
ス
ト
ッ
カ
ー
の
底
網
は
無
く
て
良
い

春
季
か
ら
夏
ま
で
設
置
し
、
流
れ
藻
が
流
れ
な
く
な
っ
た
ら
回
収
し
、
水
洗
い
し
て
日
陰
で
保
管
。

来
年
も
ま
た
使
え
る
。

再
度

→
→

網
地
の
目
合
い
6c
m

チ
ェ
ー
ン

チ
ェ
ー
ン

30
m

2m

長
さ
8.
4m
を
、
弛
ま
せ
て
幅
6m
程
で
設
置

週
間
後

週
間
後

ヶ
月
後

ヶ
月
後

再
度

→
→
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②
活
用
の
実
例

3）
相
島
藻
場
保
全
活
動
組
織

外
海
の
ま
と
め

・
あ
る
程
度
、
良
い
感
じ
で
藻
場
は
増
え
て
き
て
い
る
。

・
学
生
と
の
協
働
で
の
活
動
は
、
漁
業
者
、
学
生
共
に
刺
激
さ
れ
、

両
方
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
、
良
い
成
果
が
出
て
い
る
。

・
現
在
は
、
春
藻
場
主
体
の
藻
場
で
あ
る
が
、
流
れ
藻
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
多
種
の
播
種
を
し
、
強
い
藻
場
を
作
り
た
い
。

・
き
ち
ん
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
、
次
回
ど
う
い
っ
た
活
動
を

す
れ
ば
よ
い
の
か
明
確
に
な
る
。

夏
井

神
浦 大

野
浜

黒
崎

調
査

位
置

の
G

P
S
値

位
置

緯
度

経
度

備
考

神
浦

神
浦

N
o.

1～
5は

図
2参

照
夏

井
N

: 3
2°

52
′

33
.3

″
E:

12
9°

40
′

40
.2

″
　

-
大

野
浜

N
: 3

2°
52

′
55

.6
″

E:
12

9°
40

′
44

.1
″

R
3年

度
か

ら
実

施
黒

崎
N

: 3
2°

50
′

01
.5

″
E:

12
9°

42
′

46
.2

″
　

-
（W

G
S
84

）

神
浦

の
G

P
S
値

は
図

2に
示

す

R
3
.7

R
4
.6

R
5
.6

R
6
.6

R
7
.5

大
型

海
藻

0
3

1
5

3
0

4
5

小
型

海
藻

2
0

2
5

5
0

4
0

2
5

ウ
ニ

類
4
.1

7
.9

6
.4

4
.7

3
.0

大
野

浜

夏
井

神
浦 大

野
浜

黒
崎

調
査

位
置

の
G

P
S
値

位
置

緯
度

経
度

備
考

神
浦

神
浦

N
o.

1～
5は

図
2参

照
夏

井
N

: 3
2°

52
′

33
.3

″
E:

12
9°

40
′

40
.2

″
　

-
大

野
浜

N
: 3

2°
52

′
55

.6
″

E:
12

9°
40

′
44

.1
″

R
3年

度
か

ら
実

施
黒

崎
N

: 3
2°

50
′

01
.5

″
E:

12
9°

42
′

46
.2

″
　

-
（W

G
S
84

）

神
浦

の
G

P
S
値

は
図

2に
示

す

R
3
.7

R
4
.6

R
5
.6

R
6
.6

R
7
.5

大
型

海
藻

0
3

1
0

3
0

4
5

小
型

海
藻

2
5

3
0

4
0

4
0

2
5

ウ
ニ

類
1
1
.6

6
.9

8
.6

3
.9

9
.7

夏
井

R
3
.7

R
4
.6

R
5
.6

R
6
.6

R
7
.5

大
型

海
藻

3
1
0

3
0

4
0

4
0

小
型

海
藻

3
5

4
0

5
0

4
0

4
0

ウ
ニ

類
4
.9

5
.0

3
.0

3
.0

4
.9

黒
崎
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ア
カ
モ
ク
の
幼
体
が
着
生
し
た
礫
の
移
設
、
ア
カ
モ
ク
、
イ
ソ
モ
ク
、
マ

メ
タ
ワ
ラ
の
オ
ー
プ
ン
ス
ポ
ア
バ
ッ
グ
に
よ
る
母
藻
投
入

◇
に
は
ノ
コ
ギ
リ
モ
ク
、
マ
メ
タ
ワ
ラ
、
エ
ン
ド
ウ
モ
ク

を
用
い
、
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
プ
ン
ス
ポ
ア
バ
ッ
グ
（
計

袋
）
や
、

中
層
網
方
式
で
の
母
藻
移
植
を
行
っ
た
。

◇
に
は
、
ア
カ
モ
ク
が
繁
茂
す
る
東
側
水
域
の
礫
を
約

個
回
収
し
、
そ
れ
ら
を
船
上
か
ら
活
動
区
へ
投
入
。

◇
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
、
活
動
範
囲
よ
り
東
側
に
ノ
コ
ギ
リ
モ
ク

と
ア
カ
モ
ク
等
の
繁
茂
を
確
認
。

幼
体
の
ア
カ
モ
ク
が
着
生
す
る
礫

平
成

年
度
ま
で
は
、
島
の
東
端
側
で
保
護
区
を
設
定
し
、
そ
の

中
で
ウ
ニ
除
去
を
実
施

年
度
ま
で
の
活
動
状
況
（
第

期
対
策
）

H
25

活
動
実
施
エ
リ
ア

ｳﾆ
ﾌｪ

ﾝｽ

H
26

-2
7

活
動
実
施
エ
リ
ア

→
な
か
な
か
成
果
が
出
な
か
っ
た

P
la

n
◎
海
藻
を
増
や
し
、
磯
根
資
源
を
回
復
さ
せ
る

問
題
点
を
抽
出

1
.食
害
生
物
（
ウ
ニ
類
が
多
い
）

2
.ガ
ン
ガ
ゼ
を
中
心
に
潰
す

3
.浅
場
は
除
去
で
き
る
が
、
深
所
が
で
き
な
い

D
o
対
応
策
、
実
際
の
作
業

・
浅
所
は
漁
業
者
、
深
所
は
の
ダ
イ
ビ
ン
グ

シ
ョ
ッ
プ
に
依
頼

C
h
e
c
k
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

・
ウ
ニ
は
な
か
な
か
減
ら
な
い

A
c
ti
o
n
改
善
し
て
行
動
し
て
み
る

・
潮
流
を
利
用
し
て
藻
場
造
成
す
る

・
自
分
た
ち
も
潜
水
で
駆
除
が
で
き
た
ら
・
・
・

P
la

n
1
.初
夏
に
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
の
播
種
を
す
る

2
.ウ
ニ
除
去
の
み
利
用
の
潜
水
訓
練
を
受
け
る

毎毎
年年
ここ
のの
循循
環環
はは
繰繰
りり
返返
ささ
れれ
、、
ブブ
ララ
ッッ
シシ
ュュ
アア
ッッ
ププ
ささ
れれ
るる

相
島
藻
場
保
全
活
動
組
織
の
活
動
事
例

活
動
は
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
の
平
成

年
か
ら
開
始

南
側
で
は
、
大
型
海
藻
が
減
少
し
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
が
減
少

食
害
生
物
の
除
去
、
母
藻
投
入
な
ど
を
実
施

ウ
ニ
は
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
も
ガ
ン
ガ
ゼ
も
い
る
。
最
近
は
植
食
性
魚
類
も
い
る
。

ミ
キ
モ
ト
に
よ
る

真
珠
養
殖
が
盛
ん

相
島
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（
浅
所
：
水
深

）

に
お
け
る
ウ
ニ
と
大
型
海
藻
の
被
度
の
推
移

年
度

年
度

周
辺

年
度

（
深
所
：
水
深

）

母
藻
投
入
後
に
確
認
さ
れ
た

ノ
コ
ギ
リ
モ
ク
の
幼
体

育
っ
た
海
藻
に
は
魚
が
集
ま
っ
て
い
た

マ
メ
タ
ワ
ラ
に
産
着
さ
れ
た

ア
オ
リ
イ
カ
の
卵
嚢
塊

令
和

年
度
の

月
日
に
は
ウ
ニ
除
去
を
目
的
と
し
た
潜
水
講
習
を
行
い
、

ウ
ニ
除
去
を
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、

月
日
に
は
ウ
ニ
バ
ス
タ
ー
を
用
い
た
ウ
ニ
除
去
も
行
な
っ
た
。

こ
の

回
で
約

個
体
の
ガ
ン
ガ
ゼ
類
が
駆
除
さ
れ
た
。

使
用
器
材
の
機
能
や
使
い
方
講
習

ウ
ニ
除
去
の
講
習

潜
水
の
講
習

潜
水
の
講
習

潜
水
器
材
を
付
け
て
ウ
ニ
除
去

海
中
で
潰
し
た
ガ
ン
ガ
ゼ
類

ウ
ニ
バ
ス
タ
ー
も
使
用
し
て
み
た

ウ
ニ
バ
ス
タ
ー
に
よ
る
ウ
ニ
除
去

集
合
写
真

ウ
ニ
除
去

ウ
ニ
除
去
と
母
藻
投
入

ウ
ニ
除
去
活
動

母
藻
投
入
（

月
）

石
の
隙
間
に
潜
む
ガ
ン
ガ
ゼ
を
、

ウ
ニ
鉤
を
使
っ
て
引
き
ず
り
出
し
て
潰
し
ま
す

目
的
の
場
所
で
ブ
イ
を
投
入
し
、
船
上
か
ら
ブ
イ

を
中
心
に
集
中
し
て
投
入
し
ま
す

ノ
コ
ギ
リ
モ
ク
の
生
殖
器
床

ガ
ン
ガ
ゼ
類
は
、
再
生
し
な
い
よ
う
に

確
実
に
叩
き
割
り
ま
す

ひ
と
つ
の
ア
サ
リ
ネ
ッ
ト
に
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
類
を

株
ず
つ
結
束
バ
ン
ド
で
取
り
付
け
ま
す

母
藻
の
投
入
状
況

ブ
イ

母
藻
の
設
置
状
況

周
辺
環
境
と
協
定
範
囲
と
の
関
係
を
考
慮
し
て
、
活
動
の

開
始
場
所
を
西
側
に
設
定
す
る
こ
と
と
し
た

年
度
か
ら
の
活
動
計
画
（
第

期
対
策
）

潮
の
流
れ

天
然
藻

場

協協
定定
面面
積積

天
然
藻
場

周
辺
環
境
と
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近
年
は
、
ア
イ
ゴ
等
の
植
食
性
魚
類
の
食
害
対
策
も
し
た
方
が
良
い
と
い
う
意
識
も
高
ま
り
、

上
記
の
よ
う
な
、
母
藻
防
護
ネ
ッ
ト
を
紹
介
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
ウ
ニ
も
入
ら
ず
、
植
食
性
魚
類
か
ら
海
藻
へ
の
食
害
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
た
め
、
有
効
で

あ
る
と
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
自
分
た
ち
で
作
る
と
い
う
事
に
な
り
、
今
後
設
置
す
る
つ
も
り
で
す
。

ネ
ッ
ト
内
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
強
く
食
害
か
ら
守
ら
れ
、
核
藻
場
と
な
り
タ
ネ
を
供
給
し
ま
す
。

母
藻
防
護
ネ
ッ
ト
：
縦

×
横

×
高
さ

下
辺
は
φ
1
2
m
m
の
ド
ブ
メ
ッ
キ
チ
ェ
ー
ン

地
点

年
度

N
o
.1

N
o
.2

N
o
.1

N
o
.2

N
o
.1

N
o
.2

令
和
3
年
度

1
.9

5
.1

5
.4

1
2
.3

5
.0

1
1
.9

令
和
4
年
度

2
.7

5
.8

4
.3

1
1
.3

6
.9

1
2
.4

令
和
5
年
度

1
.0

4
.6

0
.9

2
.7

1
.0

4
.2

令
和
6
年
度

0
.9

5
.0

1
.5

5
.8

1
.3

2
.5

S
t.
1

S
t.
3

S
t.
4
（
旧
S
t.
1
）

地
点

年
度

N
o
.1

N
o
.2

N
o
.1

N
o
.2

N
o
.1

N
o
.2

令
和
3
年
度

3
3

0
0

0
0

令
和
4
年
度

2
5

3
0

5
3

3
0

令
和
5
年
度

3
5

3
5

0
1
0

0
0

令
和
6
年
度

4
5

3
5

5
1
5

5
1
0

S
t.
1

S
t.
3

S
t.
4
（
旧
S
t.
1
）

各
地
点
に
お
け
る
大
型
海
藻
の
被
度
の
推
移

各
地
点
に
お
け
る
ウ
ニ
類
の
生
息
密
度
の
推
移

年
度

年
度

周
辺

度

（
浅
所
：
水
深

）

（
深
所
：
水
深

）

に
お
け
る
ウ
ニ
と
の
大
型
海
藻
の
被
度
の
推
移

年
度

年
度

年
度

年
度

周
辺

度

（
浅
所
：
水
深

）

（
深
所
：
水
深

）

に
お
け
る
ウ
ニ
と
の
大
型
海
藻
の
被
度
の
推
移

年
度

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
状
況

真
珠
養
殖
ロ
ー
プ
に
流
れ
藻
が
掛
か
っ
た

状
態
。
ウ
ニ
に
摂
食
さ
れ
な
い
た
め
、

良
く
育
つ
。
播
種
が
期
待
さ
れ
る
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ひ
と
う
み

.jp
 取
組
情
報
の
充
実
に
つ
い
て

報
告
会
で
の
情
報
共
有

桟
橋

 
公
民
館

会
議
室

個
別
サ
ポ
ー
ト
時

構
成
員

個
別
サ
ポ
ー
ト
時

構
成
員
・
住
民

年
末
・
年
初

構
成
員
・
市
町
村

水
産
普
及
員
等

②
活
用
の
実
例

4）
深
堀
地
区
活
動
組
織

春
藻
場
を
四
季
藻
場
に
す
る
活
動
と

サ
ポ
ー
タ
の
役
割
に
つ
い
て
紹
介
す
る

相
島
の
ま
と
め

・
潮
流
を
利
用
し
た
藻
場
造
成
は
、
近
年
順
調
に
前
進
し
て
い
る
。

・
海
藻
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
も
ら
え
て
い
る
の
で
、

や
る
気
が
感
じ
ら
れ
る
。

・
ガ
ン
ガ
ゼ
類
の
密
度
は
低
く
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ

も
除
去
を
し
て
い
き
た
い
。

・
き
ち
ん
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
、
次
回
ど
う
い
っ
た
活
動
を

す
れ
ば
よ
い
の
か
明
確
に
な
る
。

・
今
年
度
か
ら
は
植
食
性
魚
類
か
ら
防
御
す
る
対
策
に
期
待
さ
れ
る
。
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水
産
庁

(2
02

2)
：
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
に
お
け
る
多
様
な
連
携
の
手
引
き

情
報
を
共
有
す
る
多
様
な
組
織

実
効
性
・
必
要
性
の
ア
ピ
ー
ル

実
効
性
・
必
要
性
が
見
え
に
く
い

ひ
と
う
み

.jp
 で
の
情
報
発
信
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今
後
の
課
題

・
高
齢
者
に
や
さ
し
い
対
策

・
情
報
の
共
有
化

・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
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１）由良藻場保全会（山形県 鶴岡市） 
 
【活動における課題】 

由良地先では近年ウニが急増し、一部で磯焼け状態となっている。由良地先における

藻場の復活を目指して、令和７年度から藻場保全活動を開始した。 

ウニが非常に多い状況であるため、タモ等で掬い上げる方法と海中で潰して駆除する

方法を組み合わせて実施している。一方で、産卵期にウニを海中で潰すと逆に産卵を助

長してしまう恐れがあるため、産卵期を避けて駆除する必要がある。 

現状では当該海域におけるウニの産卵盛期が不明であるため、今年度は年間を通して

ウニの生殖腺をモニタリングし、産卵盛期を把握した上で、次年度以降、より最適な駆

除時期を検討していく。 

 

【活動の目標】 

令和７年度：初年度ということもあり、まずは年間を通してスケジュールに沿って計画

どおり活動を実施することを目標にしている。 

 

【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 母藻の設置 

食害生物の除去（ウニ類） 

モニタリング 

令和７年度から活動

を開始 

食害生物除去の実

施時期については、

当該海域における

ウニの産卵盛期を

把握した上で検討

する必要がある。 

 

【活動状況の写真】 

説明： 母海藻設置（アカモ

ク） 

説明：増加したウニ 説明：教育活動 

 

③参加活動組織実績資料 
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２）甲賀地区景観環境保全会（三重県 志摩市） 
 
【活動における課題】 

先行する志摩市波切地区・船越地区をお手本に、平成 30 年度より活動を始めたものの、

当初はアマ（海女・海士）をはじめとする漁民の海洋環境の保全意識は低かった。たとえば、

分解可能な自然由来の物ではない石油化学製品（プラスチックなど）を普段平気で浜裾に捨

てるような輩が散見された。浜掃除もあくまでも年中行事としてルーティーンでいやいや参

加という按排であった（魂ここに在らず）。 

しかし、活動年数の上積みとともに、メンバーの意識一つからの改善は進んだ。職場たる

海洋環境の保全と多様な生態系の持続をさせることが、漁民みずからの生計の基盤のうえで

欠かせぬ喫緊の課題であることを、成員皆が意識しだした。海藻の種苗投入に先んじて、「意

識の種つけ」こそ本事業を支える精神的根幹となるゆえ、当組織はシンポジウム開催などに

も着手しその＜主体的な意識＞の醸成に務めている。 
 
【活動の目標】 

平成30年度：活動１年目 … 組織の成員の環境保全意識の向上と実践。 

令和元年度：活動２年目 … 前年の流れでの環境保全活動の円滑な実践。 

令和２年度：活動３年目 … 当初の協定上の活動最終年であり、その総括。 

令和３年度：活動４年目 … 培った海洋環境の保全意識の総括とさらなる持続。 

令和４年度：活動５年目 … さらなる保全活動の進展と、地域間の連携・協力。 

令和５年度：活動６年目 … 環境変動を乗り越え、それに＜克つ（克服する）漁民の知恵＞の創出。

令和６年度：活動７年目 … ＜磯焼けに克つ知恵＞を対策先進地からますます学び漁場回復

に挑戦。 
 
【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

【漂流漂着物、 

堆積物の 

処理】 

＜モニタリング＞ 東京海洋
大学・山川紘博士と藤本准教
授の指導のもとヒジキ・フノ
リなど潮間帯の植生を分析
してきた。パンデミック後は
その知見で自組織で活動。 
＜海浜清掃＞ 活動開始後に
大型台風が二年連続襲来し、
その膨大なゴミ処理を女性
と地域住民も動員し無事完
遂。その後、活動は定着した
（高齢者の参加率高し）。 

春１回が基本で、
年２回の調査を岸
（磯場）より行う
年もある。 
----------------
海浜清掃は、大々
的には例年ほぼ３
－４回おこない、
小規模活動も時化
ごとに不定期に行
っている（台風一
過後などに随時）。

通年かつ年度を跨いでのモ
ニタリング成果の比較を目
指す。一方で一年藻の植生
の変遷が激しく、戸惑いも
ある。 
-----------------------
イセエビ漁の繁忙期１０月
には、男手の動員が困難と
なる。高齢者の参加が習慣
づけられたのは好ましい
が、予算枠を超え、財政的に
極めて厳しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【藻場の保全】

 

＜モニタリング＞ もともと
対象区域の半分をコドラー
ド法、もう半分を景観被度に
より調査してきた。しかし、
海洋環境の特性（アラメ場に
アカモクも繁茂）に鑑み、令
和２年度から景観被度のみ
に切り替えた。 
＜海藻の種苗投入＞ 当初は
成熟したアラメ子葉より採
取した遊走子をもちい着底
を試み、それを海底に設置し
た。 
＜母藻の設置＞ スポアバッ
グ法による種付を成員によ
り行っていたが、刺網ゴミの
有効活用に切り替えた（右記
参照）。 

＜平成30年度＞ モ
ニ5/28，12/10／ 母
藻11/27／ 種苗
12/14-15／ 除去
7/24 
＜令和元年度＞ モニ
11/16／ 母藻11/15-
16／ 種苗12/14-15
／ 除去6/1,7/23,30
＜令和２年度＞ モ
ニ8/29,2/4／ 母藻
11/28／ 種苗11/17
／ 除去
6/6,24,7/22, 8/29
＜令和３年度＞ モニ
2/17／ 母藻・種苗
12/3／ 除去5/30-
31,8/22,1/28 

活動開始の直後から、活動
歴の上積みとともに、それぞ
れの手法をさまざまな要因
により切り替えてきた。モニ
タリングの時期はようやく
春先に落ち着いた。アラメ母
藻は刺網漁でかかってきた
もの（遊走子が死滅流出する
前の鮮度あるもの）をすぐに
回収し、それを設置するよう
になった。 磯焼けの進行の
さなか、わざわざ生きた個
体を採取するわけにはいか
ない。これからも新たに工
夫せねばならぬ。 ウニ除去
は、志摩市水産課の事業予
算での活動（単独事業）と連
動させ、効果を図っている。
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＜食害生物除去＞ 対象区域
の黒ウニ（ムラサキウニ）が
磯焼けの進行に歩調を合わ
せ増大しているため、除去活
動の頻度を上げている。さら
に先進地の阿久根活動組織
（鹿児島県）を招聘し＜廃棄
物の利活用＞(令和５年度よ
り着手）の観点から漁民シン
ポジウム「磯焼けに克つ知
恵」を開き(2023 年 1 月)、本
年は２日間にわたり開催し
た。 

＜令和４年度＞ モ
ニ 3/20／ 母藻・種
苗 10-11 月にエビ
刺網時に随時 ／ 
除去 6/27,  3/10 
＜令和５年度＞  
除去７/１３,２５ 
／種苗 1１/17, 23
－24，30 ほか 
＜令和６年度＞  
＊モニタリング
は、来春３月を予
定。 ＊母藻の設
置／種苗の投入
は、晩秋予定。 

このサポートは資金難の当
組織の運営の助け舟であり、
志摩市に感謝している。 漁
民シンポジウム「磯焼けに克
つ知恵」では、三重県水産振
興事業団を通じ全漁連に運
営面で力添えを賜り深謝し
ている。 

 

 

【活動状況の写真】 

   

説明：県研究所員レクチャー 説明：成熟アラメ子葉の解説 説明：アラメ母藻採取１ 

説明： アラメ母藻採取２ 説明：スポアバッグ作成 説明：海中のスポアバッグ 

説明：東京海洋大学のご指導 説明：海洋大・山川博士の説明 説明： アラメ遊走子の確認
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説明：ウニ除去をする海女 説明：ウニ除去作業メンバー 説明：ウニ除去の成果  

（＊高齢海女さん中心の汀から
の別働隊あり） 

 

 

 

説明：漁民シンポジウム「磯

焼けに克つ知恵」2023 のポ

スター画像 

説明：シンポジウム「磯焼け

に克つ知恵」の地元反響（中

日新聞記事） 

説明：ISO-KATSU2024「磯焼

けに克つ知恵」のポスター

画像 
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３）中土佐町磯焼け対策協議会（高知県中土佐町） 
 
【活動における課題】 

食害生物（主にウニ）により、減少している藻場（ホンダワラ）の回復・再生。 

ウニを駆除することによって食害が減り、母藻の投入により藻場の回復範囲が拡大し

ているため継続的な活動が必要。 

ただ温暖化の影響か藻場はかつてのホンダワラに代わり、南方系のホンダワラ類が広

がるようになってきた。 

環境に合わせた母藻の投入など活動内容の見直しが必要である。 

また構成員の高齢化が進み、活動時間の減少や人員確保などが課題となっている。 

 

【活動の目標】 

平成 28 年度：食害生物（ウニ）の駆除をメインに、母藻（ホンダワラ）の設置、海ごみ

の清掃などで藻場の回復、再生を図る。 

平成 29 年度：上記の活動を継続。 

平成 30 年度：上記の活動を継続。 

令和元年度：集中的に駆除を行ってきた場所のウニが減少傾向に。駆除活動を継続し

つつ、別の場所での駆除活動も開始。ウニが減少傾向にある場所は母藻

設置と海ごみや岩盤の清掃を行い、藻場の回復、再生を図る。 

令和２年度：ウニが減少傾向にあった場所での駆除活動を休止。母藻設置と清掃活動の

みとする。前年度に駆除を開始した場所に活動を集中させる。 

令和３年度：上記の活動を継続。 

令和４年度：上記の活動を継続。 

令和５年度：集中的に駆除を行ってきた場所のウニが減少傾向に。場所の移動を検討す

る。母藻の設置場所は温暖化の影響かホンダワラが芽吹かず、タマハハキ

モク、フタエモク、キレバモクなどの藻が増えている。母藻として使う藻

の種類を変更すべきか検討する。 

令和６年度：ウニが減少傾向にあった場所での駆除を休止し、他の場所での駆除を開始

する。また休止した場所には母藻を投入する。母藻には南方系の藻を使用

するか検討していたが、年度初めのモニタリングでホンダワラが増加傾向

にあると判明したため、今年の母藻は引き続きホンダワラを使用。ウニが

多い場所での駆除活動と、ウニが減少した場所への母藻投入を継続。 

令和７年度：年度初めのモニタリングで、活動海域内全体にホンダワラとタマハハキモ

クが増加しているのを確認。特に令和２年度にウニ駆除を休止して以来、

母藻の投入を続けてきた場所で著しく増加している。今後のモニタリング

次第ではこの場所への母藻の投入を休止して、令和６年度にウニが減少し

て駆除を休止した場所に、集中的に母藻を投入することを検討している。

今年度より清掃活動を休止して駆除活動に集中。前年度に駆除を開始した

場所での活動、駆除を休止した場所への母藻の投入を続けていく。 
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【活動実績等について】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場保全・

モニタリン

グ 

藻の被度をダイバーと船上

からの目視により調査 

ホンダワラの藻場が

ほとんど消え、ウニ

が大量発生していた

が、活動を継続して

いく中で、ホンダワ

ラが再生する場所が

出てきた 

 

ホンダワラ藻場の

再生のため、母藻の

設置と、食害生物の

除去を同時に行う

必要がある 

藻場保全・

食害生物の

駆除 

食害生物（主にウニ）の駆除

活動。主にダイバーが除去

しているが、水深が浅い場

所では船上からも除去して

いる 

狭い範囲に絞って集

中的に駆除すると、

三年ほどでウニが減

り食害も減る。その

後ウニが多い場所へ

移動してまた集中的

に駆除する。これの

繰り返しによって、

過去に集中駆除した

場所は藻場が再生を

はじめた 

藻場は再生しはじ

めたが狙っていた

ホンダワラではな

く、タマハハキモ

ク、フタバモク、キ

レバモクなど南方

系の藻が増えた。ホ

ンダワラも一定数

再生しているが、温

暖化など環境が変

わったため、以前の

ような広範囲の繁

茂は難しいと感じ

る 

 

藻場保全・

母藻設置 

食害生物（主にウニ）を集中

駆除した場所へ、ホンダワ

ラの母藻を投入 

タマハハキモク、フ

タバモク、キレバモ

クなど南方系の藻が

目立つが、ホンダワ

ラも一定数混ざるよ

うになり、少しずつ

再生はしている 

ホンダワラ藻場の

再生を図りつつ、現

在の環境に適した

種類の藻を母藻と

して使うことも検

討していく必要が

ある 
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【活動状況の写真】 

 
説明：活動前集合写真 説明：モニタリング 

ウニ駆除前 

説明：モニタリング 

ウニ駆除前 

 
説明：モニタリング 

ウニ駆除後 

説明：モニタリング 

ウニ駆除後 

説明：モニタリング 

ウニ駆除後 

 
説明：モニタリング 

ウニ駆除後 

説明：モニタリング 

ウニ駆除後 

説明：ウニ駆除活動 

   船上からの駆除 

 

 

説明：ウニ駆除活動 

   潜水による駆除 

説明：ウニ駆除活動 

 

説明：  
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６６））鹿鹿屋屋市市漁漁協協アアママモモ会会（（鹿鹿児児島島県県  鹿鹿屋屋市市））  
 
【【活活動動ににおおけけるる課課題題】】 

・鹿屋市は大隅半島の中央部に位置しており、西部が鹿児島湾(錦江湾)に面している。

・かつては海岸線に沿ってガラモ場が広がっていたが、近年は減少してガラモ場はほぼ

見られなくなっている。 

・過剰に繁殖したウニ類がガラモ場回復の妨げになっていたことから、当該組織を設立

し、ウニ類の除去を中心とした藻場の保全活動を実施している。 

  

【【活活動動のの目目標標】】  

令和３年度：藻場の保全（海藻の種苗投入の実施、食害生物（ウニ）の除去、モニタリ

ングの実施）、干潟の保全（稚貝等の沈着促進活動、モニタリングの実施）

令和４年度：藻場の保全（海藻の種苗投入の実施、食害生物（ウニ）の除去、モニタリ

ングの実施）、干潟の保全（稚貝等の沈着促進活動、モニタリングの実施）

令和５年度：藻場の保全（海藻の種苗投入の実施、食害生物（ウニ）の除去、モニタリ

ングの実施）、干潟の保全（稚貝等の沈着促進活動、モニタリングの実施）

令和６年度：藻場の保全（海藻の種苗投入の実施、食害生物（ウニ）の除去、モニタリ

ングの実施）、干潟の保全（稚貝等の沈着促進活動、モニタリングの実施）

令和７年度：藻場の保全（食害生物（ウニ）の除去、モニタリングの実施） 

 

【【活活動動実実績績等等ににつついいてて】】 

活動項目 内容・方法 実績・成果 課題 

藻場の保全 ・ウニ類の除去のほか、海藻

の種苗投入を実施 

・ウニ類の除去は、潜水およ

び素潜りによって、ウニ

類を水中でつぶすか、回

収して陸上で処理 

・海藻の種苗投入は、購入し

たホンダワラ類種苗ブロ

ックを海底に設置 

・過去に投入した海

藻の種苗を確認し

た結果、継続的な

効果が薄いと判断

した。 

・ウニ類の除去は一

定の効果が見込め

る。 

・活動人数の減少 

干潟の保全 ・干潟等の保全として網袋

を使用した稚貝沈着促進

を実施 

・アサリの沈着 ・活動人数の減少 

・活動の効果がほと

んどないこと 

（R7 より実施せず）
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サ
ワ
ラ

岡
山
の
海
の
魚
介
類

コ
ウ
イ
カ
類

マ
ダ
イ

マ
ダ
コ

ス
ズ
キ

マ
ナ
ガ
ツ
オ

ア
ナ
ゴ

多
様
な
環
境
を
有
す
る
た
め

魚
種
が
豊
富

ガ
ザ
ミ

ク
ロ
ダ
イ
（
チ
ヌ
）

エ
ビ
類

シ
タ
ビ
ラ
メ
（
ゲ
タ
）

シ
ャ
コ
類

サ
ッ
パ
（
マ
マ
カ
リ
）

・
岡
山
県
海
域
面
積
約
8
0
0
平
方
キ
ロ
（
瀬
戸
内
海
全
体
の
約
３
％
）

・
浅
い
海
（
平
均
水
深
1
0
m
程
度
）

・
栄
養
豊
富
な
河
川
水
が
流
入

・
干
潟
や
藻
場
が
発
達

⇒
多
様
な
環
境
が
存
在
し
，
様
々
な
魚
種
が
漁
獲
さ
れ
る

岡
山
県
の
海

干
潟

ア
マ
モ
場

岡
山
市

本
日

の
内

容

・
研

究
背

景

・
試

験
内

容

１
）
耕

耘
試
験

２
）
底

質
調
査

３
）
栄

養
塩
供

給
効
果

の
評
価

４
）
底

質
改
善

効
果
の

検
証

・
普

及
・

拡
大
に

向
け
た

取
り
組

み

海
底
耕
耘
に
よ
る
海
域
へ
の
栄
養
塩
供
給

効
果
と
底
質
改
善
に
つ
い
て

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
水
産
研
究
所

漁
場
環
境
研
究
室

高
木
秀
蔵

20
25

09
03

漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
講
習
会
（
大
阪
）

５　第４部　干潟部会

①海底耕耘による海域への栄養塩供給効果と底質改善について
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-404812

0
3

6
9

12
生ノリの色調（a* 値）

D
IN
濃
度
（
µＭ
）

岡
山
県
東
部
の
ノ
リ
漁
場
に
お
け
る
D
IN
濃
度
と
現
場
の
生
ノ
リ
の
色
調
の
関
係

D
IN
濃
度
が
低
下
⇒
品
質
も
低
下
（
色
落
ち
）

良
好

色
落
ち

ノ
リ
（
一
次
生
産
者
）
の
栄
養
塩
環
境
と
成
長
の
関
係

栄
養
塩
（
DI
N）
の
変
化

4
10

6
8

DI
N濃
度

(μ
M
)

30
年
間
で
約
半
分
に
な
っ
た

19
85

-1
98

9
19

95
-1
99

9

20
15

-2
01

9
20

05
-2
00

9

岡
山
・
香
川
県
の
浅
海
定
線
調
査
に
よ
る
5年
平
均
値
の
推
移
（
DI
N濃
度
）

DI
Nの
減
少
と
漁
業
の
関
係

海
域
の
栄
養
塩
（D

IN
）

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
・
ノ
リ
養
殖

カ
キ
養
殖
・
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

魚
・
エ
ビ

海
域
の
栄
養
塩
（
DI
N）

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
・
ノ
リ
養
殖

カ
キ
養
殖
・
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

魚
・
エ
ビ

食
物
連
鎖

海
域
の

DI
Nの
減
少

⇒
食
物
連
鎖
の
上
位
の
生
物
が
減
少

⇒
水
産
業
す
べ
て
に
対
す
る
悪
影
響 漁
船
漁
業
の
対
象

と
こ
ろ
が
・
・
・

近
年
，
海
域
の
栄
養
塩

(溶
存
態
無
機
窒
素
；
D
IN

)不
足
に
よ
る

漁
業
生
産
量
の
減
少
の
可
能
性
が
指
摘
！
！
！

瀬
戸
内
海
の
貧
栄
養
化
？

海
は
き
れ
い
に
な
り
す
ぎ
た
の
か
？
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富
栄
養
化
し
た
底
泥

耕
耘
の
イ
メ
ー
ジ

豊
富
な

栄
養
塩

海
底
耕
耘

小
型
底
び
き
網
漁
船

え
び
け
た
網

攪攪
拌拌

有
機
物

の
堆
積

（
岡
山
観
光

：
）

栄
養

塩
を
増

や
す
た
め

の
対
策

ダ
ム
の

放
水
量
を
増
や

し
、
河
川
か
ら

の
栄
養

塩
供
給
を
増
加

さ
せ
る

平
成

年
ま
で
実
施

浄
化
処

理
を
緩
和
し
、

基
準
の
範
囲
内

で
排
水
中

の
栄
養
塩
を
増

や
す

漁
業
者
の
方
が
実
施
で
き
る
取
組

漁
具
を
使
っ
て
海
底
を
攪
拌
し
、
底
泥
か
ら

栄
養
塩
を
供
給
す
る

ダ
ム
放
水

下
水
処
理
場
や
事
業
場
で
の
管
理
運
転

海
底
耕
耘

苫
田
ダ
ム

岡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

0306090

5月
7月

9月
11
月

1月

全重量の推移（g/個体）

C
D

漁
場
ご
と
の
カ
キ
の
全
重
量
の
推
移
，
窒
素
及
び
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
a濃
度
（
3
か
年
平
均
値
）

A
漁
場

B
漁
場

漁
場
ご
と
の
カ
キ
の
全
重
量
の
推
移
，
窒
素
及
び
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

漁
場
ご
と
の
カ
キ
の
全
重
量
の
推
移
，
窒
素
及
び
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

1214161820

C
D

TN濃度（μM）

TN
濃
度

02468

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
a濃
度

クロロフィルa濃度（μg/L）

A
漁
場

B
漁
場

カ
キ
（
二
次
生
産
者
）
の
栄
養
塩
環
境
と
成
長
の
関
係

漁
場
（
餌
，
窒
素
）
環
境
と
カ
キ
の
成
長
を
比
較

⇒
窒
素
が
多
く
，
餌
が
豊
富
な
場
所
は
カ
キ
に
と
っ
て
も
良
い

B
漁
場

A
漁
場

カ
キ
（
二
次
生
産
者
）
の
栄
養
塩
環
境
と
成
長
の
関
係
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表
層

底
層

耕
耘

に
よ

っ
て

濁
り

が
発

生

（
年

月
）

調
査
点
に
お
け
る
濁
度

調
査
点

耕
耘

～

開
始

終
了

開
始

終
了

分

耕
耘
試
験

調
査
点
を
中
心
に
底

び
き
船
２
隻
で
円
状
に
３
時
間
耕
耘

各
層
で

分
ご
と
に
採
水
し
、
栄
養
塩
濃
度
、
濁
度
な
ど
を
測
定

試
験
方
法

え
び

け
た
網

漁
船

水深約４５

調
査

船

中
心
に
調
査
点

分
ご
と
に
採
水

漁
船半

径
で
円
状
に

３
時
間
耕
耘

耕
耘
の
様
子

耕
耘
に
よ
る
海
水
中
の
栄
養
塩
濃
度
の
変
化
を
検
証

児
島
湾
の
湾
奥
（

）
、

ノ
リ

漁
場

周
辺

（
）
で
実
施

１
）

耕
耘

試
験

耕
耘
の
跡

調
査
海
域

四
国

本
州

吉
井
川

旭
川

調
査

海
域

■
：
ノ
リ
漁
場

児 児
島島

湾湾

耕耕
耘耘

場場
所所
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２
）
底
質
調

査

方
法 児
島
湾
内
外
の

定
点
で
採
泥

、
含
水
率
（
％
）
を
調
査

吉
井
川

旭
川

調
査
海
域

■
：
ノ
リ
漁
場調
査
定
点

児
島
湾

（
化

学
的
酸

素
要

求
量

）
：

有
機

物
量

の
指

標

湾
奥
か
ら
ノ
リ
漁
場
ま
で
の
底
質
を
詳
細
に
調
査
し
、
そ
の
分
布
を
把
握
し
た

採
泥
器

底
泥

濃
度
（
μ
M
）

耕
耘

前
後
の
栄
養
塩
濃
度
の
動
態

耕
耘
開
始
時
と
耕
耘
終
了
時
を
比
較
す
る
と

濃
度
が
上
昇
（
表
層
：
0
.
4
μ
M
、
底
層
：

0
.
4
μ

M）

同
一

の
方

法
で

も
耕

耘
場

所
や

時
期

に
よ

っ
て

効
果

が
異

な
る

可
能

性

濃
度
（

μ
M
）

分分

表
層

底
層

開
始

終
了

開
始

終
了

耕
耘
後
，
底
層
を
中
心
に
濁
度
が
上
昇

ノ
リ
セ
ッ
ト

調
査
点

耕
耘

～
年

月

調
査
点
に
お
け
る
濁
度

(F
TU

)
表
層

底
層 終
了

分

耕
う
ん

前

濃濃度度((μμMM))

分分

表
層

中
層
（

）
底
層

開
始

終
了

耕
耘

前
後

の
栄
養
塩
濃

度
の
動
態

耕
耘
前
と
耕
耘
終
了
時
を
比
較
す
る
と

濃
度
が
上
昇
（
表
層
：

0
.
6
μ
M
、

中
層

：
4
.
5
μ
M
、
底
層
：
6
.
3
μ
M
）

濃
度
（

μ
M
）

（
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
）

：
の
１
つ
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有
機
物
量
と

栄
養
塩

濃
度

と
の

関
係

が
多
い
ほ
ど
、
泥
の
中
の
栄
養
塩
濃
度
は
高
い

濃度μM

濃
度

＝
×

×

月
月

月
月

月
月

月
月

月
月

濃度（μM）

泥
の

中
の

濃
度
の
季
節
変
化

９
～

月
に
高
く
な
る
傾
向

海
水
よ
り

～
倍

高
い

夏
秋

冬

高
栄
養
塩
濃
度

３
）
栄
養
塩

供
給
効

果
の

評
価

年
月
～
翌

月
に
月
に

回
、

～
で
採
泥

泥
に
含
ま
れ
る
水
の
中
の
栄
養
塩
濃
度
を
調
査

、
月
に
は

と
栄
養
塩
濃
度
と
の
関
係
を
調
べ
た

①
泥
の
中
に
含
ま
れ
る
栄
養
塩
を
調
査

耕
耘
場
所
や
時
期
に
よ
る
栄
養
塩
供
給
効
果
の
違
い
を
評
価

遠
心
分
離

栄
養

塩
分
析

装
置

吉
井
川

旭
川

調
査
海
域

■
：
ノ
リ
漁
場

調
査
定
点

児
島
湾

湾
奥
ほ
ど
有
機
物
量
が
多
く
、
水
分
量
も
高
い

⇒
栄

養
塩

の
供

給
量

に
影

響
？

含
水
率
（
％
）

含
水

率
湾
奥
の
底
泥

児
島

湾
周
辺

の
底
質
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よ
り
多
く
の

栄
養
塩
を

供
給

す
る

に
は

が
高
い
（
富
栄
養
化
し
た
）
場
所
で

泥
中
の
栄
養
塩
量
が
増
え
る
秋
頃
に
耕
耘

試
験

の
ま

と
め

漁
船

高
低

多
少

栄
養
塩

漁
船

・
耕
耘
に
よ
っ
て
海
水
中
の
栄
養
塩
濃
度
が
上
昇

・
泥
中
の
栄
養
塩
濃
度
は
秋
季
に
高
く
な
る
傾
向

・
が
高
い
場
所
ほ
ど
耕
耘
に
よ
る
栄
養
塩
供
給
効
果
は
大
き
い

栄
養
塩
供

給
量

時
間

耕
耘

時
間
当
た
り
の

栄
養
塩
供
給
量

が
高
い
場
所
ほ
ど
泥
中
の
栄
養
塩
が
多
く
、
耕
耘
効
果
も
高
い

一
般
的
な
指
標
で
あ
る

を
用

い
て

耕
耘

効
果

を
評

価
で

き
る

有
機
物
量
と

耕
耘

に
よ

る
栄

養
塩

供
給

効
果

耕
耘
効
果

＝
耕
耘
量
×
水
の
割
合
×
栄
養
塩
濃
度

深
さ 耕
耘
前

耕
耘
後

深
さ

，
器
具
幅

，
耕
耘
速
度

時
間
と
し
て
算
出

幅

器
具

②
耕
耘
効
果
の
評
価
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耕
耘

の
イ

メ
ー

ジ
図

有
機
物
等
の
堆
積
物
を
海
中
に
拡
散
し
、
酸
素
を
供
給

継
続
的
に
耕
耘
す
る
こ
と
で
底
質
の
改
善
も
期
待
で
き
る

酸
素

不
足

耕
耘

前
後
の
底
泥
の
状
況

耕
耘
後
は
表
層
が
消
失
し
、
黒
い
泥
の
層
が
露
出

日
後
、

日
後

に
は

再
び

白
い

泥
の

層
が

形
成

耕
耘
前

耕
耘

後
日
後

日
後

酸
化
層

還
元
層

耕
耘
前
は
表
層
に
白
い
泥
の
層
、
そ
の
下
層
に
酸
素
が
不
足
し
た
黒

い
泥
の
層

調
査
点

耕
耘

～

採
泥

４
）

底
質

改
善

効
果

の
検

証

海
底

耕
耘
前
後
で
海
底
に
コ
ア
サ
ン
プ
ラ
ー
を

突
き
刺
し
、
層
を
維
持
し
た
ま
ま
採
泥

層
別
に

等
の
底
質
を
調
査

コ
ア
サ
ン
プ
ラ
ー

海
底
の
イ
メ
ー
ジ

：
硫
化
物
量
の
指
標

対
策

ご
と

の
窒
素
供
給

効
果
（
管

理
運

転
と

の
比
較
）

管
理
運
転
（
例
）

濃
度
が
3
0
0
μ
M（

約
）
上
昇
し
，
流
量

日
⇒
約

日
の
窒
素
増
加
と
な
る

海
底
耕
耘
（
例
）

児
島
湾
の
平
均
的
な
環
境
（

時
間
）
で

隻
で

時
の
耕
耘

⇒
約

の
窒

素
供

給
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ま
と
め

・
海
底
耕
耘
は
漁
業
者
が
自
ら
実
施
で
き
る
貧
栄
養
化
対
策

・
栄
養
塩
の
供
給
効
果
は
場
所
，
季
節
ご
と
に
異
な
り
，
底
質
が
悪

化
（
ヘ
ド
ロ
化
）
し
て
い
る
場
所
ほ
ど
供
給
効
果
が
大
き
い

・
耕
耘
に
よ
っ
て
巻
き
上
げ
ら
れ
た
泥
，
新
た
に
露
出
し
た
泥
に
酸

素
が
供
給
さ
れ
，
有
機
物
の
分
解
が
促
進

・
貧
栄
養
化
は
深
刻
で
あ
り
，
沿
岸
の
資
源
全
体
の
減
少
に
直
結

年
月

日
山
陽
新
聞

効
果
的
な
耕
耘
方
法
を
発
信
・
提
案

漁
業
者
の
方
々
に
よ
る
取
り
組
み
拡
大
を
支
援

児
島
湾
で
は

年
か
ら
耕
耘
開
始

各
沿
岸
市
で
取
組
が
拡
大
し
て
い
る

（
年

⇒
年
：

）

普
及
・
拡
大

に
向
け

た
取

り
組

み

漁
業
者
を
対
象
と
し
た
事
業
成
果
説
明
会
を
開
催

耕
耘
適
地
を
提
案

耕
う
ん
前

耕
う
ん
後

日
後

日
後

耕
耘

前
後
の

底
質
の
状

況

の
経

日
変

化

耕
耘
後
、

日
後

、
日
後
に
低
下

⇒
露
出
し
た
層
に
酸
素
が
供
給
さ
れ
た

（）
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謝
辞 本

調
査
は
，

平
成

～
年
度
水
産
庁
補
助
事
業

「
漁
場
生
産
力
向
上
の
た
め
の
漁
場
改
善
実
証
試
験
」

平
成

～
令
和

年
度
水
産
庁
漁
場
改
善
推
進
事
業

「
栄
養
塩
か
ら
み
た
漁
場
生
産
力
回
復
手
法
の
開
発
」

の
成
果
の
一
部
で
す

水
産
研
究
・
教
育
機
構

水
産
技
術
研
究
所
の
阿
保
勝
之
副
部
長
に

は
，
実
施
に
あ
た
り
様
々
な
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た

詳
細
は
，
以
下
を
参
照

（
岡
山
県
水
産
研
究
所
報
告

35
号
）

児
島
湾
周
辺
海
域
に
お
け
る
底
泥
間
隙
水
中
の
栄
養
塩
濃
度
と
海
底
耕
耘
に
よ
る
栄
養
塩
供
給
量
の
評
価

（
岡
山
県
水
産
研
究
所
報
告

38
号
）

児
島
湾
で
実
施
し
た
海
底
耕
耘
に
よ
る
栄
養
塩
供
給
効
果
と
底
質
改
善
効
果
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干
潟
生
態
系
の
模
式
図

環
境
配
慮
･地

域
特
性
を活

か
した

干
潟
造
成
法

中
村
ら

干
潟
の
場

環
境
配
慮
･地

域
特
性
を活

か
した

干
潟
造
成
法

中
村
ら

前
浜
干
潟

河
口
か
ら外

の
海
岸
線
や
沖
合
い
ま
で
広
が
る
干
潟

河
口
干
潟

河
口
内
の
静
穏
な
水
域
周
辺
に
形
成
され

る
干
潟

潟
湖
干
潟

河
口
や
海
か
ら湾

状
の
水
域
に
形
成
され

る
干
潟

干
潟
の
役
割

•
．
水
質
の
浄
化

•
チ
ッ
ソ
・
リ
ン
の
吸
収
に
よ
る
富
栄
養
化
の
防
止
（
微
少
藻
類
）

•
ろ
過
食
性
動
物
に
よ
る
有
機
物
の
除
去
（
二
枚
貝
類
）

•
脱
窒
に
よ
る
窒
素
の
除
去
（
バ
ク
テ
リ
ア
）

•
．
生
物
多
様
性
の
維
持

•
多
様
な
生
物
種
の
保
全
（
干
潟
固
有
の
生
物
）

•
幼
稚
仔
の
保
育
場
の
提
供

•
鳥
類
へ
の
餌
場
・
休
息
場
の
提
供

•
．
海
岸
線
の
保
全
（
波
浪
の
抑
制
）

•
．
環
境
学
習
（
干
潟
生
物
・
鳥
類
の
観
察
）

•
．
保
養
（
潮
干
狩
り
な
ど
）

水
産
庁

よ
り

令
和

年
度

漁
場
生
産
力
･水

産
多
面
的
機
能

強
化
対
策
講
習
会

全
国
講
習
会
｢干

潟
部
会
｣

干
潟
・浅

場
の
保
全
技
術
に
つ
い
て

コー
デ
ィネ

ー
タ
ー

漁
場
生
産
力
･水

産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
事
業
サ
ポ
ー
ト専

門
家

片
山
貴
之

②干潟・浅場の保全技術について

95



各
地
の
活
動
団
体
の
取
り組

み
や
成
果
は
､他

の
活
動
に
も
役
に
立
ち
ま
す

各
活
動
組
織
の
活
動
実
績
に
つ
い
て
､提

出
･更

新
を
お
願
い
した

い

干
潟
の
保
全

活
動
組
織

団
体

活
動
報
告

団
体

昨
年
度
よ
り
団
体
が
追
加
報
告

年
月
現
在

河河
川川

かか
らら

のの
有有

機機
物物

のの
流流

入入

漁漁
業業

＝＝
有有

機機
物物

のの
除除

去去

漁漁
業業
・・

ﾚﾚ
ｼｼ
ﾞ゙
ｬｬ
ｰー
にに
よよ
るる

干干
潟潟
生生
産産
力力

のの
有有
効効
利利

用用
負 の ス パ イ ラ ル

漁
業
・

ﾚ
ｼ
ﾞ
ｬ
ｰ

の
減
少

有
機
物

除
去
量

の
減
少

生
物
相

の
変
化

水
の
交
換

河河
川川

かか
らら

のの
有有

機機
物物

のの
流流

入入

漁漁
業業

＝＝
有有

機機
物物

のの
除除

去去

漁漁
業業
・・

ﾚﾚ
ｼｼ
ﾞ゙
ｬｬ
ｰー
にに
よよ
るる

干干
潟潟
生生
産産
力力

のの
有有
効効
利利

用用
負 の ス パ イ ラ ル

漁
業
・

ﾚ
ｼ
ﾞ
ｬ
ｰ

の
減
少

有
機
物

除
去
量

の
減
少

生
物
相

の
変
化

漁
業
・

ﾚ
ｼ
ﾞ
ｬ
ｰ

の
減
少

有
機
物

除
去
量

の
減
少

生
物
相

の
変
化

水
の
交
換

干
潟
生
産
力
改
善
の
た
め
の
ガ
イド

ライ
ン

年
月

水
産
庁
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客
土

12

干
潟
の
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の
海
底
耕
耘

活
動
報
告
の
集
計

海
底
耕
耘
の
目
的

複
数
回
答

成
果
の
評
価

･海
底
耕
耘
は
､底

質
の
改
善
が
多
い
｡

→
劣
化
した

海
底
を
物
理
的
に
改
善
す

る
こと
｡場

を
作
る
こと
が
が
ま
ず
第

の
ス

テ
ップ

･半
数
以
上
が
｢成

果
が
出
て
い
る
｣と
の

評
価

･だ
た
､目

標
設
定
が
高
い
も
の
や
低
い
も

の
ま
で
､色

々
あ
る
｡

活
動
の
ゴ
ー
ル
が
ち
ゃん

と設
定
で
き
て
い

る
か
大
き
な
目
標
に
な
って
い
な
い
か

ち
ゃん

と段
階
的
に
目
標
を
設
定
して

い
る

か

底
質
改
善

生
物
増
殖

栄
養
溶
出

外
敵
除
去

成
果
が
出
て
い
る

成
果
が
出
て
い
な
い

活
動
報
告
の
集
計

活
動
の
目
的

複
数
回
答

活
動
内
容

複
数
回
答

･活
動
の
目
的
は
､二

枚
貝
の
増
殖
が
圧

倒
的
に
多
い
｡二

枚
貝
とは

ア
サ
リや

ホ
ッ

キ
ガ
イ､
シ
ジ
ミな

どの
水
産
上
有
用
な
二

枚
貝
｡

→
昔
､獲

れ
て
い
た
貝
類
を
復
活
させ

て
た
い

･そ
の
他
とし
て
､底

生
生
物
の
増
殖
や
底

質
改
善

･活
動
内
容
は
､海

底
耕
耘
が
最
も
多
く､

次
い
で
海
底
清
掃

死
骸
殻
の
除
去
や
ア

オ
サ
の
回
収
な
ど

･一
つ
の
活
動
の
み
の
組
織
も
あ
れ
ば
､複

数
の
活
動
を
平
行
して

行
って
い
る
組
織

も
あ
る
｡

二
枚
貝
の
増
殖

底
生
生
物
の
増
殖

底
質
改
善

マナ
マコ

栄
養
塩
溶
出

その
他

耕
耘

海
底
掃
除

食
害
･除

去
移
植
･放

流
食
害
防
護

沈
着
器

客
土

施
肥

密
度
管
理

こ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
干
潟
の
保
全
活
動

活
動
の
区
分

活
動
の
内
容

活
動
の
区
分

活
動
の
内
容

場
の
保
全

客
土
（
覆
砂
）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

干
潟
の
形
状
や
環
境

砂
の
移
動
防
止

生
物
現
存
量

海
底
耕
う
ん

漁
場
と
し
て
の
利
用
、
社
会
背
景

死
殻
の
除
去

普
及
啓
発

広
報

流
域
に
お
け
る
植
林

体
験
学
習
等
の
実
施

浮
遊
・
堆
積
物
の
除
去

一
般
市
民
と
の
連
携

種
の
保
全

保
護
区
域
の
設
定

意
識
向
上

干
潟
保
全
の
研
修
会

機
能
発
揮
の
た
め
の
生
物
移
植

専
門
家
と
の
懇
談
会

稚
貝
等
の
沈
着
促
進

先
進
事
例
の
視
察

稚
貝
の
移
動
分
散
、
密
度
管
理

そ
の
他
特
認
活
動

機
能
低
下
を
招
く
生
物
の
除
去

活
動
の
効
果
促
進
に
資
す
る
活
動

母
貝
の
確
保

活
動
に
よ
り
生
じ
た
廃
棄
物
の
利
活
用

底
質
改
善

稚
貝
の
確
保

食
害
の
防
止

国
民
へ
の

理
解
の
増
進
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大
村
市
松
原
活
動
組
織

育
波
地
区
協
議
会

底
質
の
改
善

底
生
動
物
の
増
加

海
底
耕
うん

の
効
果

｢
耕
耘
を
や
っ
た
｣
だ
け
で
な
く
､
そ
の

状
況
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
!

海
底
耕
うん

（
潮
下
帯
の
場
合
） °カ
メラ

・
場
所
え
ら
び
は
、
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
！

・
生
物
の
生
活
サ
イ
ク
ル
に
併
せ
て
、
時
期
を
決
め
る
！

徒
手
に
よ
る
方
法
（
山
口
県
山
口
市
）

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
方
法
（
愛
知
県
竹
島
）

海
底
耕
耘

干
潟
の
場
合

海
底
耕
耘
とは

海
底
耕
耘
とは

･･
･

海
底
を
攪
拌
す
る
こと
で
底
質
を
改
善
し､
海
の

生
き物

が
生
息
しや

す
い
環
境
を
作
り出

す
取

組
で
あ
り，

漁
業
者
が
主
体
的
に
取
組
む
こと

の
で
き
る
環
境
改
善
手
法
の
一
つ
。

広
島
県

よ
り

海
底
耕
耘
の
効
果

･底
質
改
善

･栄
養
塩
の
供
給

･海
底
清
掃

･外
敵
生
物
の
除
去

･底
生
生
物
の
増
殖

･赤
潮
対
策

な
どな

ど

広
島
県

よ
り
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海
底
耕
耘
に
よ
る
効
果

魚
類

耕
耘
区
対
照
区
耕
耘
区
対
照
区
耕
耘
区
対
照
区

月
日

月
日

月
日

漁獲量

ホ
トト
ギ
ス
ガ
イを

摂
餌
す
る
魚
種

そ
の
他

耕耘前

耕耘直後

耕耘カ月後

個体数密度（個体数）

蝟集生物量（）

蝟
集
量

個
体
数

潜
水
目
視
に
よ
る
魚
の
確
認
量
の
変
化

底
曳
網
に
よ
る
漁
獲
調
査
結
果

令
和

年
度
香
川
県
水
産
試
験
場
事
業
報
告

の
表
をグ

ラフ
化

※
令
和

年
度
香
川
県
水
産
試
験
場
事
業
報
告
より
､平

成
年
度
か
ら令

和
年
度
で
ホ
トト
ギ
ス
を摂

餌
を確

認
した

魚
類

マダ
イ､
クロ
ダイ

､カ
ワ
ハ
ギ
､シ

ロサ
バ
フグ

､コ
モン

フグ
､ヒ
ガ
ンフ
グ
､ナ
シ
フグ

､ハ
タタ
テ
ヌメ
リ､
ネ
ズ
ミゴ
チ
､マ
トウ

トラ
ギ
ス

耕
耘
直
後
に
確
認
量
が
増
加

耕
耘
区
の
方
が
ホ
ト

トギ
ス
ガ
イを

食
べ
る

魚
類
が
多
い

耕
耘
す
る
こと
で
､

砕
か
れ
た
ホ
トト
ギ
ス
マ
ット
が
､魚

類
に
摂
餌
され

､有
効
に
利
用
され

て
い
た

※

海
底
耕
耘
に
よ
る
効
果

底
生
動
物

耕
耘
前

耕
耘

カ月
後

個体数密度（個体数）万

湿重量

重
量

個
体
数

大
幅
な
減
少

耕
耘
前

耕
耘

カ月
後

湿重量

ゴ
カイ

類
エビ

･カ
ニ類

底
生
生
物
の
変
化

ゴ
カイ

類
･ゴ
カイ

類
の
変
化

耕
耘
す
る
こと
で
､

･ホ
トト
ギ
ス
ガ
イが

少
な
くな
り､
その

量
は
大
幅
に
減

･そ
の
代
わ
りに
､ゴ
カイ

類
が
増
加

砕
か
れ
た
ホ
トト
ギ
ス
は

どう
な
った
か

海
底
耕
耘
に
よ
る
効
果

底
質

耕耘前

耕耘直後

耕耘カ月後

硫化物（）

耕耘前

耕耘直後

耕耘カ月後

酸化還元電位差（）

悪 良

良 悪

硫
化
物
量

の
変
化

酸
化
還
元
電
位
差
の
変
化

悪
くな
り…

改
善

悪
くな
り…

改
善

耕
耘
す
る
こと
で
一
時
的
に
悪
くな
る
が
､
カ月

後
に
は
改
善
し､

耕
耘
前
よ
りも
良
くな
って
い
た

高
松
市
漁
連
活
動
組
織
に
よ
る
海
底
耕
耘

耕
耘
前

耕
耘
直
後

耕
耘

カ月
後ホ
トト
ギ
ス
ガ
イが

掘
り起

こさ
れ
て
い
た

ホ
トト
ギ
ス
ガ
イの

マッ
トが

細
か
く砕

か
れ
て
い
た

ホ
トト
ギ
ス
ガ
イが

海
底
に
蓋
を
して

､他
の
ベ
ント

ス
を

窒
息
･斃

死
させ

た
り､
海
底
に
酸
素
供
給
が
で
き
な
い

た
め
底
質
の
悪
化
を
も
た
らし
て
い
る

海
底
に
酸
素
供
給
が
で
き
な
い
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カカ
イイ
ヤヤ
ドド
リリ
ウウ
ミミ
ググ
モモ

Ny
m

ph
on

el
la

 ta
pe

tis
分
類
学

節
足
動
物
門
、皆

脚
（
ウミ
グ
モ
）
綱
、皆

脚
目

宿
主
名

ア
サ
リ、
オ
ニア

サ
リ、
シ
ズ
クガ

イ、
キ
ヌマ

トイ
ガ
イな

ど

寄
生
部
位

外
套
腔

肉
眼
所
見

二
枚
貝
類
の
外
套
腔
か
ら鰓

、唇
弁
の
表
面
に
、

の
ウミ
グ
モが

１
か
ら数

十
個

寄
生
虫
学

幼
生
は
頭
部
前
端
に
あ
る
吻
を貝

の
体
壁
に
穿
入
させ

、
体
液
を
吸
収
して

成
長
（

O
ga

w
a 

&
 M

at
su

za
ki

, 
19

85
）
。成

体
に
な
る
と外

に
出
て
潜
砂
し自

由
生
活

性
に
な
る
とい

わ
れ
て
い
た
が
、貝

の
中
で
成
熟
す
る例

も
あ
る
（
多
留
ら、

20
07
）
。潮

間
帯
に
生
息
して

い
るこ

とか
ら広

塩
性
で
あ
り、
低
温
（

13
℃
）
耐
性
も
あ
る

（
多
留
ら、

20
07
）

病
理
学

重
度
の
寄
生
に
よ
り栄

養
的
な
負
荷
が
か
か
る
だ
け
で
な

く、
水
管
か
ら鰓

に
至
る
外
套
腔
を
占
拠
す
る
こと
で
水

流
を阻

害
し、
呼
吸
効
率
の
低
下
させ

（
多
留
ら、

20
07
）
、結

果
、宿

主
貝
は
衰
弱
、死

亡
す
る

人
体
に
対
す
る

影
響

人
間
に
は
寄
生
しな

い
。寄

生
を受

け
た
貝
に
も
毒
性

（
下
痢
性
、麻

痺
性
）
は
な
い

診
断
法

外
套
腔
内
に
寄
生
して

い
るク

モ
状
の
虫
体
は
、容

易
に

肉
眼
で
観
察
で
き
る。
頭
部
、４

節
の
胸
部
、萎

縮
した

腹
部
か
らな

り、
胸
部
各
節
は
長
い
付
属
肢
１
対
を有

す
る

生
物
の
除
去
（
寄
生
動
物
）

広
島
県

前
潟
干
潟
研
究
会

稚
貝
の
沈
着
促
進
（
大
野
方
式
）

海
底
耕
耘
を
継
続
す
る
メ
リッ
ト

高
松
市
海
域
で
海
底
耕
耘
を
行
うこ
とで

･･
･

××
×

×
底
質
の
悪
化

底
生
動
物
の
斃
死

餌
が
食
べ
に
く
い

底
質
の
改
善

底
生
生
物
の
生
息

餌
が
食
べ
や
す
い

酸
素
供
給

海
底
耕
耘
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船
橋
地
区区
（
6月月
下下
～～
）

船船
橋橋
・・
木木
更更
津津
地地
区区

（（
6下下
～～

12
月月
））

浦
島
地
区区
（
8,
10
月月
）

川
口口
地
区
（
7～～

9月
）

ツツ
メメ
タタ
ガガ
イイ
成成
貝貝
・・
卵卵
塊塊
及及
びび

キキ
セセ
ワワ
タタ
ガガ
イイ

ツツ
メメ
タタ
ガガ
イイ
成成
貝貝
・・
卵卵
塊塊

ツツ
メメ
タタ
ガガ
イイ
成成
貝貝
・・
卵卵
塊塊
・・
アア
カカ
ニニ
シシ

生
物
の
除
去
（
腹
足
類
）

28
秋秋
田田

天天
王王
のの
風風

ツメ
タガ

イを
除

去
した

ら､
ア
カ

ガ
イが

増
加
し

て
い
た

ツツ
メメ
タタ
ガガ
イイ
成成
貝貝
・・
卵卵
塊塊

生
物
の
除
去
（
ツ
メ
タ
ガ
イ
）

千
葉
県

市
川
市
漁
業
協
同
組
合
活
動
グ
ル
ー
プ

年

多
面
活
動
一
回
当
た
りの

ツメ
タガ

イの
回
収
量

回 収 量

活
動
日
（
令
和

年
）

１
桁
あ
た
りの

ツ
メ
タ
ガ
イ
卵
塊
採
集
量

ツメ
タガ

イの
回
収
は
減
少
傾
向
｡

ウミ
グ
モ
が
捕
れ
な
くな
って
き
た
た
め
､網

の
目
合
を
大
き
くし
て
､ツ
メタ
ガ
イの

卵
を
回
収
｡

ツメ
タガ

イの
回
収
量

ツメ
タガ

イの
卵
の
回
収
量
も
減
少
｡

→
二
枚
貝
量

年
個
体

年
個
体

ｍ

生
物
の
除
去
（
寄
生
動
物
）

千
葉
県

市
川
市
漁
業
協
同
組
合
活
動
グ
ル
ー
プ

匹

年

多
面
活
動
一
回
当
た
りの

ウミ
グ
モ
の
回
収
量

回 収 量
㎜

網
目
２
㎜

網
に
カ
イ
ヤ
ド
リ
ウ
ミ
グ
モ
が

付
着
し
て
い
る
こ
と
が
多
い

ウミ
グ
モ
の
捕
獲
量
は
年
々
減
少

カイ
ヤ
ドリ
ウミ
グ
モ
の
除
去

チ
ェー
ン曳

き器
具
（

､
）
､ネ
ット
曳
き
器
具
（

）

千
葉
県
水
産
総
合
研
究
セ
ン
ター駆
除
試
験
の
作
業
図
（
D）

愛
知
県

一
色
干
潟
保
全
会

生
物
の
除
去
（
寄
生
動
物
）
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干
潟
の
環
境
を
改
善
す
る
た
め
の
客
土

佐
賀
県

長
与
浦
再
生
活
動
組
織

海
底
清
掃

31

海
底
堆
積
物

貝
殻
や
海
藻
類
の
回
収

･干
潟
の
表
面
を
広
範
囲
に
覆
うア
オ
サ
等
の
生
物
が
繁
殖
す
る
と、
覆
わ
れ
た
下
は
溶
存

酸
素
が
少
な
くな
って
干
潟
環
境
が
悪
化
す
る｡
加
え
て
二
枚
貝
類
等
が
餌
の
プ
ラン

クト
ン

類
を
摂
餌
で
き
な
くな
り、
干
潟
の
水
質
浄
化
機
能
が
低
下
す
る
。ま
た
、ア
オ
サ
類
が
堆

積
す
る
と周

囲
の
景
観
を
害
す
る
とと
も
に
、数

日
後
に
は
腐
敗
が
始
ま
り、
悪
臭
を
放
つ
。

→
、干

潟
の
機
能
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
被
覆
生
物
を
干
潟
か
ら取

り除
くこ
とに
よ
って
、

干
潟
生
物
の
生
息
環
境
を
保
全
す
る
こと
が
ね
らい

生
物
の
除
去
（
ナ
ル
トビ

エ
イ
）

30

･ナ
ル
トビ
エ
イの

捕
獲
に
は
刺
網
を
用
い
る
の
が
一
般
的

･概
ね
水
温
が
17
℃
以
上
に
な
った
時
期
に
出
現
す
る

･ナ
ル
トビ
エ
イは

回
遊
性
の
魚
類
な
の
で
、回

遊
時
に
適
切
に
対
応

で
き
る
よ
う、
活
動
組
織
の
メン

バ
ー
で
ロー

テ
ー
シ
ョン
を
組
み
、日

常
的
に
対
応
で
き
る
態
勢
を
つ
くる
。

生
物
の
除
去
（
ヒト
デ
）

29

厚
岸
湖
内
地
区
活
動
組
織

大
村
市
松
原
活
動
組
織

湾
中
地
区
干
潟
保
全
協
議
会
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活
動
す
る
上
で

➢
活
動
す
る
上
で
狙
う目

的
と活

動
内
容
が
合
って
い
る
か

→
目
的
に
応
じて

､対
策
が
異
な
る
｡

➢
活
動
内
容
に
つ
い
て
､活

動
内
容
に
合
った
モ
ニタ

リン
グ
を
行
って
い
る
か

➢
モ
ニタ

リン
グ
や
その

結
果
は
､狙

う目
的
に
合
って
い
る
か

→
最
終
的
な
大
き
な
目
的
､そ
の
前
の
小
さな

目
的
を
作
って
活
動
を
して

い
る
か

➢
も
し､
想
定
した

よ
うな

結
果
が
出
て
い
な
い
場
合
､そ
の
原
因
に
つ
い
て
検

討
した

か
→
順
応
的
に
活
動
内
容
の
変
更
や
モ
ニタ

リン
グ
手
法
の
変
更
を
考
え
て
み

る
｡

⇒
それ

で
も
駄
目
な
場
合
に
は
､有

識
者
や
サ
ポ
ー
ト専

門
家
に
聞
い
て
み

る
｡

干
潟
保
全
活
動
で
の
阻
害
要
因
の
特
定

被
覆
･耕

耘
に
よ
る
ア
サ
リ生

息
密
度
の
比
較

大
分
県

宇
佐
干
潟
保
全
の
会

①
対
照
区
は
全
くア
サ
リが
確
認
され

ず
②
被
覆
網
区
と耕

耘
で
は
ア
サ
リが
確
認

③
耕
耘
よ
りも
被
覆
の
方
が
ア
サ
リが
多
い

→
魚
介
類
に
よ
る
食
害
が
大
き
い
の
で
､今

後
の
一
番
の
対
策
は
被
覆
網
が
良
い
と思

わ
れ
る

※
比
較
す
る
た
め
に
対
照
区
を
設
け
て
モ
ニタ

リン
グ
す
れ
ば
､原

因
も
分
か
りや

す
くな
る

干
潟
保
全
活
動
で
の
阻
害
要
因
の
特
定

令
和

年
度

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会
（
東
京
会
場
，
干
潟
部
会
）

コー
デ
ィネ
ー
ター

桑
原
久
実

様
発
表
資
料
より

干
潟
保
全
活
動
で
の
阻
害
要
因
の
特
定

令
和

年
度

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
講
習
会
（
東
京
会
場
，
干
潟
部
会
）

コー
デ
ィネ
ー
ター

桑
原
久
実

様
発
表
資
料
より
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③参加活動組織実績資料
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２）姫路の海を守る会（兵庫県姫路市）��p±¼ÇÒÝèó�����$/þDOpZeq|���¨­®¯°²³´µ¶·¸¹º»½¾­¿ÀÁÂ¿Ã³Ä¿³ÅÆÈÉÊ¾ËÌÍÎÏÐÑ¾ÓÔÕ¾Ö×Õ¾ØÙÏ¾ÚÛÜ¾ÖÔÞ¾ßÞ�Óàáâãäåæåçãéêëìíîïðñòôõö÷�ËÌ³øùú®ûü·Îý�����³	
��À
�Î®��á�³���ý�ð�¾Ó��ÀÖ×Õ¾ÖÔÞãä³��³³éêëì��½òôõö÷����Í³�� !"#%&ø³��¾·'()*®æ+,-Àé.³0»¾1234�ãä¹567¹8�9:Îôõö÷
;<È=>òô��Í

/þ?@pAB�íCåE7FGHIJKL)Î®¾���� !ÈM7"½ò¾�¨­ËÌ³��ÈNP�QR(SìTUFÈVôò��ÈTö;<È=>òôõö÷�;<2W³��®X2Îý�¾;<¹Y>ò¾��³[õ>òô�\À]¾	
�ãäÈ^�_½ò`aÈbcö�""�¹¾��¹�õ>��ádëÈfRgï¾�� !È=>òôõö÷�h³;<¹Y�¾ÕÓ�Ã³�iij³&kÈl�h"Î¾hñÈm¹ö�Ó��Ã³ij�no½ò;<½òôõö÷�Tr:;<³Âs¹®tuvÞwxÈ=ô¾�iij³&�Èyzö�h"Î�{}³��³~�È��½òôõö÷
T�F³��

S¹Y���³T��)

/þ?@p�����TU¹Y�����ì !ðñ��{¹���ía�ì½òô���ì��³�Ñ�¹~�½¾�iij³���®�¹Y>ò~<®ý>�ì���{¹®&k��ì��ñ�÷�ij³ú�7¹���{®tuvÞwx�W���W³r ��WÎ¡¢½�ijì£ñã�>�ì¾���{®ijì¤¢¥¦ÎR��Wì&§�³Î¾TU�)ì��³ !¹©¹ü>�"ª�ñ�÷
«¬���{��³�iij³�����

�
Ã³��/þ?@�� ()*¾�¨­(�¾()*��������	
�{����/þ��p��

105



３）室津地区豊かな海づくり活動組織 （兵庫県たつの市）��q±¼ÇÒÝèó���$/:EP[fr}���þq­}®¯°²³´µ¶·¸¹º»½¾µ¶¿ÀÁÂÃÄÅÆÈÉÊÆËÌÍÎÏÐÑËÓÔÕÖ×ØÙÚÛÜÞßÎàáâÙãÞÑËÓäåÈÃæçéêÓëìíÙîïÐ¾ðñ¿òÂôõöï÷øÓäùÅú·ûüý��äùÃ���äùÃ��á	
Ã��
�¿��Óß��Îß���ÏÃ��»���Î��»äùÙÚ��¿ !
õÐä"
ï÷ä�äù¿#%ä&�ÏÐ'Å·Ã(Ö)Ã*�+,Ã-.ÖÃ(01Ö2Ã(Ö-31Ã.0456789ÅúÙ;<öï÷ö=Ã��á	È>?ô@úá	AB-4CD45*CB�5*á	FGHIÏôJ%ÃKCLM%ÈG¿Nõá	OQ@ÈÂôRSÎTöUôõöï÷VW»XYZ\]àáZ7¿#%ë¶^_Î`ZÂôõöï÷ö=Ãëý»abcZ\]àáZ»deÙg%Ãë¶»h�h�iCÚ�iÙjk�?ÐlmÎn%öï÷
opÙHUôõÐë¶

á	��»ß��stu

*.(Ã*�+,Ã(01Ö2úÃ5vÔ»ß��stu

�þ��}wxß�Úò�yz{|~��ù
·Ã��7»Ê�¿�Ð��»�%��ÙHUôõöï÷��!�ý���»=�Ãä�
�Ù��ëýÙ�ïÃ��!Ù��Âôõöï÷ö=Ã�¿�UËËU=ëý,ÔG���ØÂôõöï÷��C���» ¡�¢£ä¤·¥¦»§¨¿#%ë,Ô7»©¦©ª�Î«ö%\ïÛÃ¬¿��\�æ7¿#Ð�
�·¤#Ù.�Ð8C¿ÓÐ=�ÃJK�¿��C���» ¡ÙHUôõöï÷ëý�»����=Ó��ÈÂô��Ù���W	#%��ÂöÂ=÷

opÙ��ÂôõÐ�¶

�¿#Ð��!»��

�þ��}����!�»�604����¿#%Ãýhh�»���Î��Âôõöï÷��ÃÅú�\��s·� !j¿n%öï÷"$
·Ã ÓÛÈG��!Ù��ïÐ%È
�J»ý���&'·nÐÈ(<ÌÏöï÷)�G*+�¿��ÂÃ,»^_���-G/0��ÂÓÎÌÃ12»h�ÎãöÏÐN3Óë¶^_»�"Ù45Âöï÷
ýhh�»67���tu
ýhh�»67��stu

��7»Ê�L9�þ��:; äù<Ã¢£ä=Ãä=>i?A@8ABD��EW	"FGF�þ$/}HI

106



兵
庫
県
に
お
け
る
地
域
協
議
会
と
サ
ポ
ー
ト
専
門
家

に
よ
る
活
動
組
織
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

①
地
域
協
議
会
の
役
割
に
つ
い
て

（
兵
庫
県
豊
か
な
海
創
生
支
援
協
議
会
）

令
和
７
年
度
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
講
習
会

全
国
講
習
会
「
干
潟
部
会
」

令
和
７
年
９
月
３
日
・
Ａ
Ｐ
大
阪
梅
田
東
Ｃ
ル
ー
ム

平
成
２
１
年
度
～

環
境
・
生
態
系
保
全
活
動
支
援
事
業

平
成
２
５
年
度
～

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業

（
目

的
）
協
議
会
は
、
水
産
業
・
漁
村
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
図
る
た
め
、
漁
業
者
や
地
域
の
住
民
等
が
行
う

効
果
的
・
効
率
的
な
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
資
す
る
活
動
の
推
進
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡

（
協
議
会
の
会
員
）
兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
、
兵
庫
県
農
林
水
産
部
水
産
漁
港
課
、
兵
庫
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
、

神
戸
市
、
明
石
市
、
播
磨
町
、
加
古
川
市
、
高
砂
市
、
姫
路
市
、
た
つ
の
市
、
赤
穂
市
、

淡
路
市
、
洲
本
市
、
南
あ
わ
じ
市
、
豊
岡
市
、
香
美
町
、
新
温
泉
町
、

公
財

ひ
ょ
う
ご
豊
か
な
海
づ
く
り
協
会
、

一
財

兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

（
役

員
）
会
長

兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

専
務
理
事

副
会
長

兵
庫
県
農
林
水
産
部
水
産
漁
港
課

課
長

監
事

（
一
財
）
兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

専
務
理
事

（
事
務
局
）
兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
・
兵
庫
県
農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
水
産
課

（
事
務
所
）
兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

【
地
域
協
議
会
】
兵
庫
県
豊
か
な
海
創
生
支
援
協
議
会

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
交
付
金

実
施
要
領

（
１
）
地
域
協
議
会
の
役
割

地
域
協
議
会
は
、
事
業
の
実
施
主
体
と
し
て
、
当
該
事
業
の
交
付
金
を
活
動
組
織
に
交
付
す
る
ほ
か
、
活
動
組
織

に
対
す
る
指
導
を
行
う
な
ど
、
本
事
業
の
円
滑
な
推
進
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

（
２
）
活
動
組
織
の
役
割

活
動
組
織
は
、
機
能
強
化
活
動
の
実
施
主
体
と
し
て
、
水
産
業
及
び
漁
村
の
持
つ
多
面
的
機
能
を
強
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
利
益
が
広
く
国
民
へ
享
受
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

指
導
部
で
は
、
漁
協
や
漁
業
者
に
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
１
）
豊
か
な
漁
場
再
生

（
２
）
魚
食
普
及
活
動

（
３
）
資
源
管
理
型
漁
業
推
進

（
４
）
漁
政
活
動

（
５
）
組
織
活
動

（
６
）
組
織
強
化

（
７
）
監
査

（
８
）
そ
の
他

豊
か
な
海
づ
く
り

④兵庫県における地域協議会とサポート専門家による活動組織へのサポートについて

　１）地域協議会の役割について

107



但
馬

播
磨

摂
津

淡
路

【
活
動
組
織
】

地
区

市
町
名

活
動
組
織
数

活
動
支
援
メ
ニ
ュ
ー

補
当

摂
津

神
戸
市

環
境
・
生
態
系
保
全

播
磨

明
石
市

〃
播
磨
町

〃
加
古
川
市

〃
高
砂
市

〃
姫
路
市

＋
〃

た
つ
の
市

〃
赤
穂
市

〃

淡
路

淡
路
市

＋
〃

洲
本
市

〃
南
あ
わ
じ
市

〃

但
馬

豊
岡
市

海
の
安
全
確
保

香
美
町

〃
新
温
泉
町

〃
計

＋

日
本
海

大
阪
湾

紀
伊
水
道

播
磨
灘

協協
議議
会会

活活
動動
組組
織織

市市
町町

事事
務務
局局

（（
漁漁
連連
））

協協
定定
内内
容容

※※
１１

◎◎
◎◎

〇〇
〇〇

活活
動動
状状
況況
のの
確確
認認

※※
２２

　　
・・
モモ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
報報
告告
書書
、、
結結
果果
整整
理理
表表

◎◎
◎◎

〇〇

　　
・・
活活
動動
記記
録録

◎◎
◎◎

○○
○○

活活
動動
記記
録録
のの
保保
存存

※※
３３

　　
・・
モモ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
結結
果果

◎◎
◎◎

○○
○○

　　
・・
活活
動動
記記
録録

◎◎
◎◎

○○
〇〇

　　
・・
支支
出出
関関
係係
書書
類類

◎◎
◎◎

〇〇

　　
・・
金金
銭銭
出出
納納
簿簿

◎◎
◎◎

〇〇
〇〇

　　
・・
備備
品品
関関
係係
書書
類類

◎◎
◎◎

〇〇

モモ
ニニ
タタ
リリ
ンン
ググ
結結
果果
とと

自自
己己
評評
価価
表表
のの
整整
合合
性性

◎◎
○○

〇〇
◎◎

備備
考考

確確
認認
項項
目目

協協
定定
当当
事事
者者

兵兵
庫庫
県県

確確
認認
項項
目目
((確確
認認
様様
式式
等等
))別別
役役
割割
分分
担担
整整
理理
表表

【
地
域
協
議
会
と
活
動
組
織
】

海
の
監
視
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

（
香
住
の
監
視
活
動
の
範
囲
）

但
馬
沖
で
発
見
さ
れ
た
漂
流
船

（
）

【
活
動
組
織
】

機
能
発
揮
の
た
め
の
生
物
移
植

（
ウ
チ
ム
ラ
サ
キ
）

海
面

ロ
ー
プ

海
底

尺
ブ
イ

ノ
リ
網
の
束 約
2
0
m

ア
ン
カ
ー

約
2
0
m

中
層
礁

保
護
区
域
の
設
定

※
保
護
区
域
の
生
物
の
保
全
、
か
つ
、

保
護
資
材
に
多
数
の
生
物
が
付
着
生
息
。

耕
う
ん

そ
の
他
特
認
活
動

「
深
場
の
耕
う
ん
」

浮
遊
・
堆
積
物
の
除
去

海
洋
汚
染
の
原
因
と
な
る
漂
流
、

漂
着
物
、
堆
積
物
処
理

そ
の
他
特
認
活
動

「
か
い
ぼ
り
」

機
能
発
揮
の
た
め
の
生
物
移
植

稚
貝
等
の
沈
着
促
進

（
ナ
マ
コ
）

教
育
と
学
習

（
小
学
生
と
海
岸
清
掃
・
保
全
活
動
の
教
育

地
引
網
を
通
じ
た
生
物
や
環
境
保
全
へ
理
解
増
進
）

耕
う
ん
・
機
能
低
下
を
招
く
生
物
の
除
去
（
そ
の
他
）

（
ツ
メ
タ
ガ
イ
の
除
去
）

（
使
用
し
た
マ
ン
ガ
と
の
軌
跡
（

年
度
）
）

母
藻
の
設
置

海
藻
の
種
苗
投
入

栄
養
塩
類
の
供
給

そ
の
他
特
認
活
動

「
海
底
へ
の
施
肥
」

【
地
域
協
議
会
と
活
動
組
織
】
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【
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
】

（
計
画
）

•
前
年
度
と
同
規
模
の
予
算
、
継
続
し
た
計
画

（
活
動
）

•
継
続
し
た
活
動
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
評
価
）

•
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
確
認

（
改
善
）

•
前
年
度
の
活
動
継
続

令
和
６
年
度
事
業

構
成
員
：
約
３
８
名

活
動
内
容
：
干
潟
等
の
保
全

１
．
耕
う
ん

２
．
特
認
活
動
「
海
底
へ
の
施
肥
」

粒
状
発
酵
鶏
糞
肥
料
（

ｔ
）

３
．
機
能
低
下
を
招
く
生
物
の
除
去

（
魚
類
）
※
ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
等

４
．
機
能
発
揮
の
た
め
の
生
物
移
植

※
ア
サ
リ
等

５
．
保
護
区
域
の
設
定

６
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

赤
穂
市
漁
協
豊
か
な
干
潟
を
守
り
育
て
る
会

（
西
側
）

（
中
央
）

（
東
側
）

【
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
】

生
物
量
の
増
加
に
向
け
た
活
動
サ
ポ
ー
ト

（
計
画
）

•
新
た
な
活
動
に
伴
う
必
要
な
予
算
の
調
整

•
前
年
度
と
同
規
模
の
予
算
、
効
果
的
な
計
画

（
活
動
）

•
継
続
し
た
活
動
と
新
た
な
活
動
、
地
域
協
議
会
や

専
門
家
の
同
行
（
水
中
ド
ロ
ー
ン
、
採
泥
器
、
フ

ル
イ
、
Ｃ
Ｔ
Ｄ
な
ど
を
用
い
た
効
果
把
握
）

（
評
価
）

•
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
の
確
認

•
水
中
映
像
や
環
境
情
報
等
の
共
有

（
改
善
）

•
前
年
度
の
活
動
改
善
、
新
た
な
活
動

（
地
域
協
議
会
や
専
門
家
か
ら
の
提
案
・
検
討
）

【
そ
の
他
特
認
活
動
】

そ
の
他
の
特
認
活
動
（
か
い
ぼ
り
）

平
成
２
５
年
６
月
に
県
知
事
承
認

•
二
枚
貝
や
多
毛
類
な
ど
、
多
様
な
生
物
に
よ
る
浅
場
の
高
い
生
産
性
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
餌
と

な
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
等
の
増
殖
に
寄
与
す
る
栄
養
塩
類
を
、
た
め
池
の
底
さ
ら
い
（
か
い
ぼ
り
）
等
に
よ
り
当

該
海
域
に
供
給
す
る
活
動

そ
の
他
の
特
認
活
動
（
海
底
へ
の
施
肥
）

令
和
６
年
１
月
に
県
知
事
承
認

•
二
枚
貝
や
多
毛
類
な
ど
の
多
様
な
生
物
に
よ
る
沿
岸
海
域
の
高
い
生
産
性
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

餌
と
な
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
底
生
藻
類
等
の
増
殖
に
寄
与
す
る
栄
養
塩
類
を
、
肥
料
を
用
い
て
貧
栄
養
化
し
た

沿
岸
海
域
の
海
底
に
供
給
す
る
活
動

そ
の
他
の
特
認
活
動
（
深
場
の
耕
う
ん
）

令
和
６
年
１
月
に
県
知
事
承
認

•
瀬
戸
内
海
に
お
い
て
深
場
※※
の
底
質
を
好
気
的
環
境
に
改
善
し
、
海
底
の
生
物
が
生
息
し
や
す
い
環
境
と
す
る
た
め
、

耕
う
ん
を
行
う
こ
と
。
※※
水
深
50
m
ま
で

特
認
活
動
等
認
定
検
討
会
（
県
主
体
）

検
討
事
項
：
特
認
活
動
等
の
認
定
に
つ
い
て
検
討

構
成
：
京
都
大
学

名
誉
教
授

藤
原
建
紀

兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

川
崎
周
作

吉
備
国
際
大
学

客
員
教
授

反
田

實

特
認
活
動
等
経
過
報
告
会
（
協
議
会
主
体
）

協
議
事
項
：
活
動
内
容
や
効
果
の
把
握
、
改
善
方
策
等
に
つ
い
て
通
知

構
成
：
上
の
学
識
者
３
名

兵
庫
県
豊
か
な
海
創
生
支
援
協
議
会

会
長
・
副
会
長
・
監
事
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赤
穂
市
漁
協
豊
か
な
干
潟
を
守
り
育
て
る
会

（
西
側
）
ア
マ
モ
な
ど

五
色
地
区
豊
か
な
海
づ
く
り
活
動
組
織

特
認
活
動
「
海
底
へ
の
施
肥
」

赤
穂
市
漁
協
豊
か
な
干
潟
を
守
り
育
て
る
会

（
西
側
）
施
肥
後

（
東
側
）
生
物
の
巣
穴

（
西
側
）
ゴ
カ
イ
の
棲
管

個
以
上

（
中
央
）
ゴ
カ
イ
の
糞
塊
・
卵

茶
色
の
粒
が
粒
状
発
酵
鶏
糞
肥
料

活
動
の
概
要
（
令
和
６
年
度
時
点
）

構
成
員
：
約
３
８
名

活
動
内
容
：
干
潟
等
の
保
全

１
．
耕
う
ん

２
．
特
認
活
動
「
海
底
へ
の
施
肥
」

※
粒
状
発
酵
鶏
糞
肥
料
（
約

）
３
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

五
色
地
区
豊
か
な
海
づ
く
り
活
動
組
織

海
底
へ
の
施
肥
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活
動
の
概
要
（
令
和
６
年
度
時
点
）

構
成
員
：
約

名
活
動
内
容
：
干
潟
等
の
保
全

１
．
耕
う
ん

２
．
機
能
発
揮
の
た
め
の
生
物
移
植

※
稚
ナ
マ
コ
の
放
流

３
．
特
認
活
動
「
海
底
へ
の
施
肥
」

※
粒
状
硫
安
３
ｔ
（

）
４
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

耕
う
ん
・
海
底
へ
の
施
肥

活
動
場
所

機
能
発
揮
の
た
め
の
生
物
移
植

活
動
場
所

耕
う
ん
・
海
底
へ
の
施
肥

活
動
場
所
の
底
質

海
底
へ
の
施
肥
の
活
動

丸
山
地
区
豊
か
な
海
づ
く
り
活
動
組
織

年
月
撮
影

仮
屋
の
海
を
守
る
会
（
釜
口
地
区
）
特
認
活
動
「
深
場
の
耕
う
ん
」

丸
山
地
区
豊
か
な
海
づ
く
り
活
動
組
織

特
認
活
動
「
海
底
へ
の
施
肥
」

活
動
の
概
要
（
令
和
６
年
度
時
点
）

構
成
員
：
約
９
１
名

活
動
内
容
：
干
潟
等
の
保
全

１
．
耕
う
ん

２
．
特
認
活
動
「
深
場
の
耕
う
ん
」

３
．
特
認
活
動
「
か
い
ぼ
り
」

４
．
浮
遊
・
堆
積
物
の
除
去

５
．
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

仮
屋
の
海
を
守
る
会

仮
屋
地
区

釜
口
地
区

浦
地
区

耕
う
ん

か
い
ぼ
り

浮
遊
・
堆
積
物
の
除
去

釜
口
地
区
耕
う
ん
場
所

年
月
採
泥
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兵
庫
県
に
お
け
る
地
域
協
議
会
と
サ
ポ
ー
ト
専
門
家

に
よ
る
活
動
組
織
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

＜
ま
と
め
＞

•
本
事
業
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、
着
実
に
生
物
量
の
増
加
（
豊
か
な
海
）
に
つ
な
が
る
。

•
地
域
毎
・
季
節
毎
・
経
年
変
化
に
よ
っ
て
海
の
環
境
や
生
物
は
様
々
。
ま
た
、
活
動
内
容
（
手
法
）
も
様
々
。

•
現
在
の
海
の
中
を
見
た
り
、
水
質
底
質
等
環
境
を
調
べ
た
り
、
様
々
な
手
法
を
試
し
た
り
、
生
物
量
を
増
や

す
た
め
、
今
の
地
域
に
あ
っ
た
よ
り
効
果
的
な
活
動
へ
改
変
し
て
い
く
こ
と
が
、
豊
か
な
海
へ
の
近
道
。

•
特
に
、
水
中
ド
ロ
ー
ン
や
採
泥
器
等
を
用
い
て
海
の
中
を
見
れ
ば
、
活
動
し
た
効
果
や
そ
の
良
し
悪
し
が
よ

く
わ
か
る
。
次
の
一
手
を
考
え
る
こ
と
に
も
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
。

•
各
地
の
海
の
中
を
知
っ
て
い
る
専
門
家
や
地
域
協
議
会
と
の
情
報
交
換
や
活
動
随
行
（
活
動
サ
ポ
ー
ト
）
も

有
効
。

兵
庫
県
内
各
地
の
沿
岸
海
域
の
写
真

貧
栄
養
な
沿
岸
海
域

適
度
に
栄
養
の
あ
る
沿
岸
海
域

富
栄
養
な
沿
岸
海
域

兵
庫
県
内
各
地
の
沿
岸
の
底
質
の
写
真

栄
養
の
少
な
い
砂

適
度
に
栄
養
の
あ
る
沿
岸
海
域

富
栄
養
な
沿
岸
海
域
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（
サ
ポ
ー
ト
依
頼
の
理
由
）

➢
か
つ
て
加
古
川
河
口
周
辺
は
ア
サ
リ
の
好
漁
場
だ
っ
た
が
、

ア
サ
リ
が
減
っ
て
し
ま
い
現
在
は
漁
を
す
る
人
も
い
な
い

➢
ア
サ
リ
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
活
動
を
続
け
て
い
る
が

な
か
な
か
成
果
が
見
え
て
こ
な
い
（
H

2
8
～
）

➢
現
在
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
、

改
善
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
今
後
の
活
動
に
生
か
し

た
い

＊
当
活
動
組
織
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
要
望
は
初
め
て

播
磨
灘

H
2
8

R
5

底
生
生
物

湿
重
量

個
体
数

種
類
数

活
動
内
容

1
耕
う
ん

2
機
能
低
下
を
招
く
生
物
の
除
去

（
腹
足
類
：
ツ
メ
タ
ガ
イ
等
）

3
保
護
区
域
の
設
定

4
機
能
発
揮
の
た
め
の
生
物
移

植
（
ア
サ
リ
等
）

5
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

加
古
川
市
豊
か
な
海
を
守
る
会

サ
ポ
ー
ト
事
例
①

加
古
川
市
豊
か
な
海
を
守
る
会

令
和

5
年
度

構
成
員
：
4
8
名

干
潟
等
の
保
全

対
象
生
物
：
ハ
マ
グ
リ
と
ア
サ
リ

面
積
等
：
4
9
ｈ

a

加加
古古
川川

播
磨
灘

大
阪
湾

令
和
７
年
度
漁
場
生
産
力
・
水
産
多
面
的
機
能
強
化
対
策
講
習
会

全
国
講
習
会
「
干
潟
部
会
」

日
時
：
令
和
７
年
９
月
３
日
（
水
） 
場
所
：
Ａ
Ｐ
大
阪
梅
田
東

 C
ル
ー
ム

兵
庫
県
に
お
け
る
地
域
協
議
会
と
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
に
よ
る

活
動
組
織
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

②
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
の
役
割
に
つ
い
て

２）サポート専門家の役割について
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年
月

日
サ
ポ
ー
ト
提
案
の
概
要

【
活
動
項
目
案
】

１
食
害
対
策

・
桁
網
を
用
い
た
ツ
メ
タ
ガ
イ
の
駆
除

・
ナ
ル
ト
ビ
エ
イ
、
ア
カ
エ
イ
の
建
網
に

よ
る
駆
除
等

餌
不
足
対
策
（
窒
素
・
リ
ン
の
供
給
）

・
施
肥
（
特
認
活
動
）

住
み
場
の
対
策

・
客
土
（

～
ｃ
ｍ
ぐ
ら
い
の
砕
石
）

・
海
底
耕
耘

【
活
動
エ
リ
ア
案
】

・
エ
リ
ア
は
最
近
ま
で
ア
サ
リ
の
生
息
が

確
認
さ
れ
て
お
り
、
生
物
移
植
に
関
す
る
試

験
区
を
設
定
（
別
表
）
。

・
エ
リ
ア
は
現
状
よ
り
も
南
北
に
長
く
、

か
つ
東
西
の
幅
は
狭
い
。
幅
が
狭
い
の
は
流

心
付
近
で
行
わ
れ
る
河
床
の
浚
渫
工
事
の
影

響
を
避
け
る
た
め
。
ま
た
、
北
に
伸
ば
し
た

の
は
、
こ
の
場
所
で
年
に
よ
り
天
然
ア
サ
リ

の
分
布
が
見
ら
れ
る
た
め
。

・
エ
リ
ア
は
令
和
５
年
度
と
同
じ
。

場
所
：

Aエ
リ
ア
内

実
験
区
の
大
き
さ
：

5×
５
ｍ
程
度

砕
石
の
サ
イ
ズ
：

1~
2ｃ

ｍ
ア
サ
リ
の
数
：

1区
（
25
㎡
）
あ
た
り
10
00
～
20
00
個

事
前
の
海
底
耕
耘
：

無
し

実
験
区
番
号

処
理
内
容

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
項
目

①
無
処
理
（
対
照
区
）

ア
サ
リ
と
底
生
生
物
の
分
布
密
度

②
敷
石

ア
サ
リ
と
底
生
生
物
の
分
布
密
度

③
敷
石
+施

肥
ア
サ
リ
と
底
生
生
物
の
分
布
密
度

別
表

試
験
区
の
設
定
（
案
）A

B

C

R6
年
度
エ
リ
ア
（
案
）

R
5
活
動
エ
リ
ア

黄黄
色色
ハハ
イイ
ララ
イイ
トト
はは
新新
規規
のの
提提
案案

②
地
点

海
底
映
像

③
地
点

海
底
映
像

砂砂
紋紋
ああ
りり
、、
貝貝
殻殻
、、
牡牡
蠣蠣
殻殻
、、
砂砂
利利
多多
数数
ああ
りり

浮浮
泥泥

④
地
点

海
底
映
像

砂砂
紋紋
ああ
りり
。。

11
//
1111
にに
放放
流流
しし
たた
ハハ
ママ
ググ
リリ
ああ
りり

ハハ
ママ
ググ
リリ

ハハ
ママ
ググ
リリ

⑥
地
点

海
底
映
像

砂砂
紋紋
ああ
りり
、、
きき
れれ
いい
なな
砂砂

②

③ ④

⑥

６
年
度
エ
リ
ア
（
案
）

R
5
活
動
エ
リ
ア

R6
、

1/
22
現
場
確
認

令
和

6
年

1
月

2
2
日

（
第

2
回
目
）
の
サ
ポ
ー
ト

（
概
要
）

・
現
場
確
認
と
意
見
交
換

・
参
加
：
活
動
組
織

4
名

協
議
会

2
名

サ
ポ
ー
ト
専
門
家

1
名

調
査
準
備

水
中
ド
ロ
ー
ン
用
モ
ニ
タ

南
エ
リ
ア

向
島
公
園
付
近

全
景

防
波
堤
の
向
こ
う
が
加
古
川
、
右
端
の
白
い
建
物
が

加
古
川
下
流
浄
化
セ
ン
タ
ー

令
和

5
年

1
2
月

1
3
日
（
第

1
回
目
）
の
サ
ポ
ー
ト
会
議

（
概
要
）

・
東
播
磨
漁
協
集
会
室

・
出
席
者
：

活
動
組
織

7
名

協
議
会

2
名

サ
ポ
ー
ト
専
門
家

1
名

（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）

・
加
古
川
河
口
周
辺
は
ア
サ
リ
の
好
漁
場
だ
っ
た

・
海
底
耕
耘
を
し
て
い
る
場
所
も
昔
は
ア
サ
リ
の
漁
場
だ
っ
た

・
加
古
川
の
浚
渫
工
事
の
影
響
を
心
配
し
て
い
る

・
ア
カ
エ
イ
と
ト
ビ
エ
イ
が
多
い

・
そ
の
他
（
構
成
員
の
高
齢
化
な
ど
）

（
今
後
の
方
針
）

・
今
回
の
聞
き
取
り
結
果
及
び
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
再
検
討
す
る
と
と
も
に
翌

1
月
に
海
上
か
ら
活
動
場
所
の
状
況
を
確
認
し
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
基
に
具
体
的

な
指
導
内
容
を
確
定
さ
せ
、

2
月
中
に
活
動
組
織
に
伝
え
る
こ
と
と
し
た
。

＊
協
議
会
メ
ン
バ
ー
の
参
加
は
望
ま
し
い
と
思
う
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明
石
地
区
東
二
見
豊
か
な
海
を
守
る
会

サ
ポ
ー
ト
会
議

出
現
種
数

個
体
数

湿
重
量

底
生
生
物

・
令
和

7
年

1
月

3
0
日

・
東
二
見
漁
協
会
議
室

・
出
席
者
：

活
動
組
織

9
名

協
議
会

2
名

豊
海
恊

1
名

サ
ポ
ー
ト
専
門
家

1
名

サ
ポ
ー
ト
の
要
望

➢
毎
年
同
じ
内
容
で
活
動
を
続
け
て
い
る
が
何
か
新
し
い

こ
と
は
で
き
な
い
か
？
例
え
ば
貝
殻
の
利
用
な
ど

➢
実
施
場
所
の
妥
当
性
に
つ
い
て

➢
施
肥
と
海
底
耕
耘
の
よ
り
効
果
的
な
実
施
方
法

サ
ポ
ー
ト
事
例
②

明
石
地
区
東
二
見
豊
か
な
海
を
守
る
会

令
和

6
年
度
事
業

構
成
員
：
1
1
5
名

干
潟
等
の
保
全

対
象
生
物
：
底
生
生
物

面
積
等
：
4
0
h
a

播
磨
灘

明
石
海
峡
大
橋

活
動
海
域

活
動
内
容

1
耕
う
ん

2
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

活
動
海
域
の
海
底
映
像

2
0
2
4
/
1
1
/
8
地
点
⑤

活
動
位
置
図
（
R
６
年
度
）

R
６
年
度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結
果
（
底
生
生
物
）

R
6
年

1
2
月

1
2日
実
施

加
古
川
市
豊
か
な
海
を
守
る
会

H
2
8

R
6

種類数

個体数

H
2
8

R
6

湿重量

H
2
8

R
6

サ
ポ
ー
ト
実
施
後

サ
ポ
ー
ト
実
施
後

加
古
川
市
豊
か
な
海
を
守
る
会

令
和

6
年
度

構
成
員
：
4
8
名

干
潟
等
の
保
全

対
象
生
物
：
ハ
マ
グ
リ
と
ア
サ
リ

面
積
等
：
4
9
ｈ

a

活
動
内
容

1
耕
う
ん

2
機
能
低
下
を
招
く
生
物
の
除
去
（
腹
足
類
：
ツ
メ
タ
ガ
イ
等
）

3
保
護
区
域
の
設
定

4
機
能
発
揮
の
た
め
の
生
物
移
植
（
ア
サ
リ
等
）

5
客
土

6
そ
の
他
特
認
活
動
（
海
底
へ
の
施
肥
）

7
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

＊
活
動
海
域
は
令
和

5
年
度
と
同
じ

令
和

6
年
度
か
ら
追
加

令
和

6
年
度
活
動
場
所
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サ
ポ
ー
ト
専
門
家
の
役
割
に
つ
い
て
（
A

D
C

P
の
視
点
か
ら
）

P
L
A

N

A
C

T
IO

N

D
O

C
H

E
C

K

基
本
計
画

実
施
体
制
・
方
法

結
果
に
対
す
る
評
価

改
善
案

➢
具
体
的
な
専
門
技
術
に
関
す
る
こ
と
（
D

O
、

C
H

E
C

K
）

➢
計
画
全
体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
関
す
る
こ
と
（
C

H
E
K
、

A
C

T
IO

N
)

サ
ポ
ー
ト
依
頼
の
内
容
を
大
き
く
区
分
す
る
と

（
技
術
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
の
登
録
要
件
）

第
６
条

技
術
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
は
、
登
録
を
受
け
る
た
め
に
、
次
の
要
件
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
～
三
（
略
）

四
活
動
組
織
の
要
望
及
び
当
会
か
ら
の
派
遣
依
頼
に
応
じ
、
現
地
を
訪
問
し
、
活
動
組
織
へ
の
技
術
的

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

第
7
条
（
略
）

（
専
門
家
の
責
務
）

第
８
条

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
は
、
次
に
掲
げ
る
責
務
を
有
す
る
。

一
水
産
多
面
的
機
能
に
関
わ
る
専
門
的
な
知
識
、
技
術
の
研
鑽
に
努
め
る
こ
と
。

二
常
に
活
動
組
織
の
視
点
に
立
っ
た
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
る
こ
と
。

三
（
略
）

四
サ
ポ
ー
ト
活
動
に
よ
り
知
り
得
た
情
報
等
を
、
他
人
に
漏
え
い
し
て
は
な
ら
な
い
。

五
（
略
）

第
9
条
～
第

1
5
条
（
略
）

（
登
録
の
取
り
消
し
）

第
1
6
条

Ｊ
Ｆ
全
漁
連
会
長
及
び
全
内
漁
連
会
長
は
、
登
録
制
度
の
適
正
な
運
営
に
支
障
を
来
た
す
と
認

め
ら
れ
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
登
録
者
が
第
８
条
の
規
定
に
よ
る
専
門
家
の
責
務
に
反
す
る
行
為
等
が
認

め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
登
録
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

（
以
下
略
）

第
1
7
条
～
第

1
9
条

（
略
）

令
和
７
年
度
多
面
的
機
能
発
揮
活
動
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
登
録
制
度
実
施
規
程

（
目
的
）

第
１
条

多
面
的
機
能
発
揮
活
動
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
登
録
制
度
（
以
下
「
登
録
制
度
」
と
い
う
。
）
は
、
活

動
組
織
が
行
う
「
海
の
安
全
確
保
」
、
「
環
境
・
生
態
系
保
全
」
及
び
こ
れ
ら
の
活
動
効
果
を
高
め
る
「
教

育
・
学
習
」
に
係
る
活
動
（
以
下
、
「
多
面
的
機
能
発
揮
活
動
」
と
い
う
）
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
材
情
報
を

登
録
す
る
と
と
も
に
、
登
録
さ
れ
た
人
材
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
活
動
組
織
に
よ
る
効
果
的
、
効
率

的
な
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
実
施
主
体
）

第
２
条

本
制
度
の
実
施
主
体
は
、
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
（
以
下
、
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
と
い
う
）
及
び
全

国
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
（
以
下
、
全
内
漁
連
と
い
う
）
と
す
る
。

第
3
条

（
略
）

（
技
術
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
の
役
割
）

第
４
条

技
術
サ
ポ
ー
ト
専
門
家
は
、
活
動
組
織
が
多
面
的
機
能
発
揮
活
動
を
実
施
し
て
い
く
過
程
で
生
じ

る
問
題
に
対
し
て
技
術
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
次
に
掲
げ
る
役
割
を
担
う
こ
と
と
す
る
。

一
多
面
的
機
能
発
揮
活
動
の
計
画
づ
く
り
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト

二
多
面
的
機
能
発
揮
活
動
の
手
法
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト

三
多
面
的
機
能
発
揮
活
動
に
係
る
調
査
等
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト

四
報
告
書
の
作
成
、
一
般
市
民
の
参
加
・
情
報
公
開
な
ど
の
運
営
・
広
報
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト

第
5
条

略
）

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
の
役
割
に
つ
い
て

活
動
計
画
全
体
に
関
わ
る
提
案

➢
現
在
の
活
動
範
囲
を
拡
大

➢
干
潟
等
の
保
全
と
藻
場
の
保
全
の
組
み
合
わ
せ

➢
活
動
項
目

・
母
藻
設
置
（
O

R
 ア
マ
モ
の
移
植
・
播
種
）

・
耕
う
ん

・
施
肥
（
特
認
）

・
客
土
（
貝
殻
の
活
用
）

・
水
中
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

活
動
範
囲
（
案
）

点
在
型
藻
場
エ
リ
ア

干
潟
等

保
全
エ
リ
ア

干
潟
等

保
全
エ
リ
ア

干
潟
等

保
全
エ
リ
ア

点
在
型
藻
場
エ
リ
ア

活
動
内
容
（
案
）

➢
漁
船
が
錯
綜
す
る
海
域
で
あ
る

こ
と
等
の
理
由
か
ら
、
本
案
の
採

用
は
見
送
ら
れ
た

➢
活
動
場
所
全
体
を
少
し
岸
寄
り

に
移
動
さ
せ
る
と
と
も
に
、
耕
う
ん

を
や
や
泥
の
多
い
場
所
で
行
う
こ

と
と
な
っ
た

令
和

7
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

（
サ
ポ
ー
ト
実
施
後
）
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

終
わ
り
に
！

➢➢
現
在
、
瀬
戸
内
海
は
栄
養
塩
類
濃
度
の
低
下
（
貧
栄
養
化
）
問
題
に
直

➢
現現現現現現
在
、
瀬
戸
内
海
は
栄
養養養養
塩塩塩塩
類類類類類類
濃濃濃濃濃濃
度度度度度
のののの
低低低低低低
下下
（
貧
栄
養
化
）
問
題
に
直

面
し
て
お
り
、
令
和
３
年
に
は
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
一

面
し
て
お
り
、
令
和
３
年
に
は
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の

部
改
正
に
よ
り
栄
養
塩
類
管
理
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
兵

部部部部
改改改改
正正正
ににに

庫
県
（
令
和よよよ 和和和和和和和和

4
栄栄栄栄
養養養養養養
塩塩塩塩塩
類類類類類類類
管管管
理理理理
制制制制制
度度度度度度度
ががが

りり
栄栄栄

よよ
りり

和和和
44444444
年
）
を
始
め
香
川
県
（
令
和が
創創創
和和和和和和和和

6
設設設設
さささ
れれれれ
まままま
ししし
たたたた
。
そそそ

設設設設設
創創創創創創
和和和

666666
年
）
、
山
口
県
（
令
和ののの 和和和和和和和和

7後後後
、
兵兵兵

後後後後後
ののの
後後

和和和
777777
年
）
に

庫
県
（
令
和和和

4
年年年年
）
を
始
め
香
川
県
（
令
和和和

6
年年年年
）
、
山
口
県
（
令
和和和

7
年年年年
）
に

お
い
て
栄
養
塩
類
管
理
計
画
がが
策策
定定
ささ
れれ
、、
栄栄
養養
塩塩
類類
供供
給給
のの
取取
りり
組組

お
い
て
栄
養
塩
類
管
理
計
画

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

➢➢
こ
の
よ
う
な
背
景
情
報
が
あ
る
中
で
、
干
潟
・
浅
場
の
保保
全全
をを
どど
のの
よよ
うう

➢
こここここ
の
よ
う
な
背
景
情
報
が
あ
る
中
で
、
干
潟
浅
場
の

にに
進進
めめ
てて
いい
くく
かか
がが
近近
々々
のの
大大
きき
なな
課課
題題
でで
すす
。。

技
術
サ
ポ
ー
ト
専
門
家

反
田

實

➢
専
門
技
術
・
知
識
を
用
い
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
責
務
で
あ
る
が
、

対
象
地
域
周
辺
の
海
域
環
境
や
漁
業
に
関
す
る
新
し
い
情
報
を
伝

え
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

➢
例
え
ば
、
播
磨
灘
で
は
栄
養
塩
類
濃
度
の
低
下
に
よ
る
漁
獲
量
の

減
少
（
例
え
ば
イ
カ
ナ
ゴ
）
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
県
は
、
令
和

4
年
度

か
ら
栄
養
塩
類
管
理
計
画
の
も
と
で
栄
養
塩
類
を
増
や
す
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
こ
と
等
。

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
②

＊
幅
広
く
現
状
を
把
握
し
伝
え
る
こ
と
（
提
案
）

イ
カ
ナ
ゴ

ひ
ょ
う
ご
の
環
境

:: 
兵
庫
県
栄
養
塩
類
管
理
計
画

～
豊
か
で
美
し
い
里
海
を
目
指
し
て
～

兵
庫
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
2
02

0
）
よ
り

➢
活
動
組
織
が
実
施
可
能
な
提
案
を
す
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る

が
、
採
用
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る

（
特
に
計
画
全
体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
影
響
す
る
場
合
）

➢
サ
ポ
ー
ト
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
大
切
（
提
案
に
対
す
る
活
動
組
織

の
対
応
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
）

➢
提
案
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
活
動
組
織
内
で
種
々

の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
議
論
を
通
じ
て
、
活

動
内
容
が
よ
り
良
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

➢
一
方
、
サ
ポ
－
ト
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ

ポ
ー
ト
専
門
家
の
技
量
の
向
上
も
期
待
で
き
る
。

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
①

＊
活
動
組
織
の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
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漁漁場場生生産産力力・・水水産産多多面面的的機機能能強強化化対対策策事事業業「「環環境境・・生生態態系系保保全全」」ににおおけけるる  

 

モモニニタタリリンンググのの手手引引きき  

（（第第２２版版））  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令令和和 77年年 33月月（（改改訂訂））  

 

 

水水 産産 庁庁 漁漁 港港 漁漁 場場 整整 備備 部部  

全全 国国 漁漁業業 協協同同 組組 合合連連 合合 会会  

全全国国内内水水面面漁漁業業協協同同組組合合連連合合会会  

  

６　参考資料
資料１
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はじめに 

 

 

平成 25年度に始まった「水産多面的機能発揮対策事業」は、気候変動などの環境変化による

藻場の減少等に対応するため、令和 7年度より、漁場生産力の回復・強化やブルーカーボンの推

進の観点を踏まえ、「漁場生産力・水産多面的機能強化対策事業」として再出発します。新たな

事業では、漁場生産力の強化に資する藻場等の保全活動を重点的に支援するほか、モニタリング

の強化と専門家の指導、ＰＤＣＡサイクル等による保全活動の実効性の確保が求められること

になります。本事業は、全国的な規模で行われる沿岸環境、河川・湖沼環境の保全対策としては

我が国唯一の施策であり、活動組織を構成する漁業者と漁業協同組合、企業、そして地域の皆さ

んの役割は大変重要なものとなっています。一般国民や企業等による海洋環境、河川環境等への

関心が高まりつつある昨今、活動組織の皆さんには大きな期待が寄せられています。 

藻場・干潟・サンゴ礁等の沿岸環境や河川・湖沼の環境は、自然および人為の影響を受けて絶

えず変化しています。この変化には、突発的に起こる短期的変化と緩やかに進行する長期的変化

があり、これをいち早く察知することが保全対策を立てる上で重要です。本事業の柱の一つであ

る「環境・生態系保全」活動は、沿岸や河川・湖沼の環境に変化をもたらした原因について検討

し、その結果に基づき仮説を立て、保全対策を検討し、実行するというプロセスで進みます。モ

ニタリングは、仮説を検証し保全対策を順応的に見直していく上で重要な作業となります。 

本事業におけるモニタリングは、活動組織を構成する漁業者や漁業協同組合、企業、地域の皆

さんが、専門家の指導を得つつ自ら実施できると考えられる範囲を想定していますが、一方で、

事業の効果を具体的な数値で一般国民の皆さんに伝えなければならないという使命もあり、そ

こには一定の精度が求められます。この手引きでは、保全活動に携わる皆さんにとって大きな負

担とならないよう、かつ精度の高い数値が得られるよう、モニタリングの手法を本事業に特化し

た形で組み立て、解説しています。 

この手引きが活動組織の皆さんの地先の保全活動の一助となり、一般国民の更なる支持を得、

本事業がますます発展することを願ってやみません。 
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1 
 

１．協定面積の設定 

 

地域の調査資料や既存の図面（海図、航空写真、現存植生図等）、GIS 等を基に、5 年間で藻場

や干潟等の沿岸環境、河川環境の保全、再生のための活動を行う範囲を「協定面積」として設定

し、市町村と協定を締結します（面積単位：ha）。 

「協定面積」内において、各年度の「活動面積」が異なる場合においても、モニタリングによ

って「協定面積」全体の環境や資源の状況を毎年度把握します。 

 

表 1.1 協定面積と活動面積の区分 

協定面積： 5年間で環境の保全、再生のための活動を行う面積 

活動面積： 各年度で実質的な活動を行う面積 

※協定面積は、実質的な活動面積と活動の効果が波及する面積を包含する。 

※協定面積と活動面積が一致する場合もある。 

 

表 1.2 活動項目別の「協定面積」設定基準 

活動項目 協定面積の設定基準 

①藻場の保全 

②サンゴ礁の保全 

海藻やサンゴが着生可能な基質（岩礁等）の面積とすることが望ましい

が、詳細が不明な場合や海藻・サンゴおよびそれらの基質がパッチ状・

点状の場合は、それらを包含するエリアを設定し協定面積とする。 

③魚介類の放流 放流対象魚種をモニタリングする範囲（放流対象種がその生活史にお

いて利用する環境のある範囲）の面積とする。 

④干潟等の保全 保全対象生物を設定した上で、それらの生息可能区域の面積とするこ

とが望ましいが、詳細が不明な場合は、それを包含するエリアを設定し

協定面積とする。 

⑤ヨシ帯の保全 現存するヨシ群落あるいは再生を目指すヨシ群落の面積とヨシの生育

に影響を及ぼすと想定されるヨシ帯前面の水域の合計面積とする。 

⑥内水面生態系の維

持・保全・改善 

活動を実施する河川区域（堤防敷および堤外地）の面積とする。算出が

困難な場合は、活動を実施する河川上下流端の平均河川幅に、その間の

河道延長を乗じた面積とする。 

⑦漂流、漂着物、堆

積物処理 

実際に清掃を行うことが可能な面積とする。 
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2 
 

 

【藻場の保全】 

        

協定面積＝10 ha（理想）    協定面積＝8 ha（標準） 

 

【内水面生態系の維持・保全・改善】 

 

 

 

 

面積の算出例：協定面積＝（w1+w2）÷2×d1＋（w3+w4）÷2×d2 

 

図 1.1 協定面積設定のイメージ（藻場、内水面の例） 
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3 
 

２．モニタリングの方法 

 

2.1. モニタリングの種類 

モニタリングは、沿岸や河川、湖沼の短期的、突発的な環境の変化を把握する「日常モニタリ

ング」と保全する沿岸環境、河川、湖沼の環境の現状と長期的変化、保全の効果を定量的に把握

する「定期モニタリング」に分けて考えることにします。 

定期モニタリングは、その結果をもとにＰＤＣＡサイクル※をまわし、次年度以降の効果的な

活動計画に反映させることがねらいです。この手引きでは、定期モニタリングの内容を中心とし

て、活動項目ごとに解説していきます。 

 

※ＰＤＣＡサイクルとは（第 3版 磯焼け対策ガイドライン より抜粋） 

ＰＤＣＡサイクルとは、Ｐｌａｎ（計画）・Ｄｏ（実行）・Ｃｈｅｃｋ（評価）・Ａｃｔｉｏｎ

（改善）を繰り返し、物事を継続的に改善しながら進めていく手法である。これを磯焼け対策

に当てはめると、磯焼けの現状を把握し設定した目標に応じて具体的な計画を作成する（Ｐｌ

ａｎ）→ 計画に基づいて実際に磯焼け対策を実行する（Ｄｏ）→ 活動の結果をモニタリン

グ・評価する（Ｃｈｅｃｋ） → 評価内容に応じて計画を見直し次の計画を立てて（Ａｃｔｉ

ｏｎ）、改めてＰＤＣＡサイクルを回すこととなる。なお、藻場を回復させるにはある程度の時

間を要する。下図に示すとおり、螺旋（らせん）を描くようにＰＤＣＡサイクルを回し続けて

いくことが重要であり、それこそが水産資源の増大へとつながる磯焼け対策である。 

 

図 2.1 ＰＤＣＡサイクルのイメージ図 
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表 2.1 モニタリングの種類 

日常モニタリング 沿岸や河川、湖沼における短期的、突発的な環境の変化を記録します。 

定期モニタリング 保全する沿岸環境や河川、湖沼の環境の現状や長期的変化を定量的に

把握し、保全活動の成果を確認します。 

 

2.2. 定期モニタリングと自己評価 

保全活動を実施したら、定期モニタリングにより各年度の成果を自己評価し、報告します。自

己評価は、活動組織自らが当該年度の活動を振り返り、内容を検証するとともに、成果を客観的

に評価することがねらいです。 

「環境・生態系保全」における成果指標は、“対象生物の増加量・維持量”です。活動項目ご

とに対象生物が定められているので（表 2.2）、定期モニタリングではこれらの変化量を調査し、

自己評価表で報告します。 

 

表 2.2 活動項目別の成果指標（モニタリング項目） 

成果指標 対象生物の増加量または維持量 

対象生物と

調査項目 

①藻場の保全 海藻・海草の被度 

②サンゴ礁の保全 サンゴの被度 

③魚介類の放流 魚類：放流対象魚種の単位努力量あたりの個体数・重量 

貝類：④に同じ 

④干潟の保全 二枚貝類等の単位面積あたりの個体数、重量 

⑤ヨシ帯の保全 ヨシ帯の被度・面積、またはヨシ帯周辺を利用する魚類の

単位努力量あたりの個体数、底生動物（水生昆虫等）の単

位面積あたりの個体数 

⑥内水面生態系の

維持・保全・改善 

魚類の単位努力量あたりの個体数、底生動物（水生昆虫

等）の単位面積あたりの個体数およびゴミ類の処理量 

⑦漂流・漂着物・堆

積物処理 

海岸付近に生息する指標生物（魚介類・海藻類、貝殻等）

の生物量およびゴミ類の処理量 

 

2.3. モニタリング定点の設定 

定期モニタリングは、同じ場所（以下、モニタリング定点という）において、毎年実施します。

モニタリング定点の設定基準は、地域の状況や活動内容によって異なりますが、最低限の作業量

として、協定面積に応じたモニタリング定点数の目安（最低限の作業量）が定められています（表

2.3）。活動項目ごとに地域の状況に応じて適切にモニタリング定点を設定することが求められ

ます。 

また、「環境・生態系保全」における協定面積は、5年間で活動を行う範囲となっていますが、

年度により主たる活動場所が変わった場合においても、協定面積全体の状況を把握できるよう、

モニタリング定点を適切に設定することが必要です。 
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表 2.3 協定面積に応じたモニタリング定点数の目安 

協定面積が 10ha未満 ： 5箇所以上のモニタリング定点を設置 

協定面積が 10～50ha ： 10箇所以上のモニタリング定点を設置 

協定面積が 50ha以上 ： 20箇所以上のモニタリング定点を設置 

 

2.4. 活動項目別のモニタリング方法 

（１）藻場の保全 

＜日常モニタリング＞ 

海藻の生育状況、海藻の食害、植食性魚類の漁獲、魚介類の産卵、流れ藻、打ち上げ藻、水温

変化※、赤潮、魚介類の大発生や大量斃死、濁り、土砂の流入、ゴミの堆積、開発や土砂崩れな

どによる地形の変化、あるいは異常気象（豪雨や暴風など）の報道など、藻場と周辺の環境の変

化をそのつど記録します。 

※水温は、藻場の水深帯に小型メモリー式水温計を設置（毎時測定）し、定期的にデータを回収

する方法が推奨されます。  

 

＜定期モニタリング＞ 

定期モニタリングは年１回以上※、各年度で同じ時期に実施します。モニタリング方法は、以

下の例を参考にしてください。 

 

※ 定期モニタリングの回数は年 1回（海藻の繁茂期、春～初夏）を基本とします。九州沿岸や

西日本沿岸では、イスズミなどの植食性魚類の食圧が高まる時期（秋頃）に 1回追加して、食害

の被害状況等を把握することを推奨します。定期モニタリングの時期は専門家等のアドバイス

を参考にして決めてください。 

 

■「藻場の保全」における定期モニタリングの例 

 

モニタリング定点を設定し、藻場の被度と主な海藻の種類を記録し、写真撮影等を行う。 

 

①  モニタリング定点の設定 

協定面積内を底質（岩場・礫場・砂地）の分布や地形（湾入等）を考慮して地先分けして、

「地先ごと」に藻場を代表する所（1ヶ所）にモニタリング定点を設定する（定点数は表 2.3を

満たすこと）。各年度で「同じ場所」をモニタリングするために、定点には目印ブイ※1を設置す

る（携帯 GPSで緯度経度を記録することを推奨）。定点周辺にヒジキやカジメなどの大型海藻が

生えていた場合は補足的に記録しておく。 

 

② 藻場の被度の記録  

モニタリング定点において潜水（ボンベ使用を含む）して、観察者の 1視野内※2の植生を「大

型海藻」と「小型海藻※3」、および「その他」の 3つに区分し、区分ごと※4の被度、および「主
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な海藻の種類※5」を記録する。併せて定点の藻場の状況がわかる写真※6 を必ず撮影する。定点

をビデオ撮影しておくことも勧められる。被度観察の具体的な方法については専門家の個別サ

ポート（現地指導）を受けることができる。 

潜水による観察以外に、箱メガネ等による船上からの目視や水中ドローンなどを用いる方法

もある。 

 

③ その他の記録項目 

 モニタリング時には藻場の水深※7（上限と下限）、環境条件（水温、透明度等）や食害生物（ウ

ニ・魚）の出現状況※8、新芽の有無、主な海藻の平均的な長さや高さなどをできる限り記録す

る。 

 

※1 目印ブイの設置 

目印ブイの錘りには土嚢（10～30㎏）、建材ブロックや鉄板などを用いる。礫の間や岩の割れ

目等に沈設して、高波浪で動かないようにする(写真)。また、錘りから 1ｍ程の高さに小さい浮

子を立ち上げておくと、濁った時でも定点が見つけやすくなる（写真）。海面までブイを立ち上

げると、船のスクリューに巻き込まれたり、ブイロープが切れて流出しやすくなるため、再設

置する手間が増える。目印ブイの設置については、他の漁業者に周知しておく。 

 

   

土嚢 建材ブロック 鉄板 

   

小さい浮子を低く立ち上げた目印ブイ 

図 2.2 目印ブイの設置例 

 

※2 1視野内の範囲 

被度を観察するのは目印ブイを中心とした数ｍ2の範囲（2ｍ四方であれば面積 4㎡）とする。

この範囲を狭くすると、観察者は海藻が最も繁茂しているところを観察しがちなので、藻場の

被度を過大に評価してしまう恐れがある。この観察のイメージは、目印ブイを中心にした写真
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を想像し、そこに写っている海藻の占める割合（％）を判定するといった感じである。観察時

には 3区分の合計が「100％」となっていることを毎回チェックすること。被度は観察者により

多少ばらつくが、この 100％チェックにより誤差を小さくすることができる。なお、従来行われ

ている 1ｍ×1ｍの方形枠を用いるコドラート法は、1視野内の面積が 1㎡の場合である。 

 

※3 小型海藻に無節サンゴモ類は含めない 

磯焼けが持続している海底はピンク一色に染まり、いわゆる海藻は全く生えていないように

みえる場合がある。ピンク色にみえているのは「無節サンゴモ類」という海藻の仲間が海底を

覆っているためである。無節サンゴモ類は磯焼けの元凶と誤解されているが、太陽光を利用し

て二酸化炭素を減らす役割を果たしている。しかし、磯の生き物を育むという藻場としての本

来の機能は少ないので、定期モニタリングでは「小型海藻」ではなく、「その他※4」の区分に

含める。 

 

※4 3つの区分 

「大型海藻」、「小型海藻」および「その他」の区分の具体例を下表に示した。大型と小型は大

きさで分けているのではなく、種類で分けている。そのためワカメの新芽は長さが数㎝未満で

あっても大型海藻とする。 

 

表 2.4 海藻類の区分例 

区分 類別 例 

大型海藻 

 

コンブ類ほか マコンブ、アナメ、スジメ 

カジメ類 カジメ、アラメ、クロメ、ツルアラメ、アントクメ 

ワカメ類 ワカメ、ヒロメ、アオワカメ 

ホンダワラ類 

ノコギリモク、マメタワラ、ヤツマタモク、トゲモク、 

オオバモク、アカモク、ヒジキ、ウミトラノオ 

キレバモク、ヒイラギモク、マジリモク、ウスバモク 

種子植物 アマモ、コアマモ、スガモ、ウミヒルモ 

小型海藻 

緑藻類 アオサ、アオノリ、ミル 

褐藻類 ウミウチワ、アミジグサ、シワヤハズ、フクロノリ、 

紅藻類 マクサ、ツノマタ、カギケノリ、有節サンゴモ類、 

その他 

殻状海藻 無節サンゴモ類、 

固着動物 イガイ、イワガキ、フジツボ、海綿 

砂地・裸面 岩、礫、砂、泥 

 

※5 主な海藻の記録 

藻場には大小様々な海藻が入り混じって生育している。しかし、魚やウニの食害がひどくな

ると、大型海藻から小型海藻へと、また多年生の種類から一年生の種類へと藻場を構成する海

藻が変化していく。海藻の種類が替われば、藻場の役割も変わる。西日本でみられた藻場の変
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遷を模式的に次に示した。魚とウニの食害によって、数年かけて藻場はゆっくり変遷し、気づ

いた時には磯焼けになっていた。藻場を守っていくためには、主な海藻の変化を記録しておく

ことも大切である。主な海藻は必ず写真に撮り、種類が判らない場合は水産業指導普及員や本

対策のサポート専門家などに確認する。 

 

 

図 2.3 食害による藻場の変遷の例 

 

※6 写真撮影 

地球温暖化に伴い藻場は減少傾向にあり、その保全と再生は社会の取り組むべき課題の 1 つ

である。同一場所で毎年撮影された写真とビデオ（推奨）は、藻場の変化（被度の増減・種類

の変化）を人々にビジュアルに訴えて、保全活動への参加を促すことに役立つ。写真等の撮影

手順は次のとおり。 
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表 2.5 写真等の撮影手順 

・定点の目印ブイを探す。目印が見つからない場合は、前年度の水深に合わせて目印ブ

イ（予備）を再設置する。 

・浅所に向いて方形枠（1ｍ×1ｍ）を入れて「遠景」・「上」・「横」・「1/4」、および「主

な海藻」と「その他」の写真を撮影する。「その他」は密集したウニ、パッチ状磯焼け

（ハゲ地）、イスズミの群れなどの写真で、できるだけ多く撮影してほしい。各定点の

番号が書かれたプレートを最初に写しておくと、写真整理が簡単になる。 

・定点を中心としてゆっくりと動かして（パン）して、藻場の状況をビデオ撮影する（推

奨）。 

   

方形枠（遠景） 方形枠（上から） 方形枠（横から） 

   

方形枠（1/4） 主な海藻 その他 

 

※7 水深の測定 

水深は錘を付けた巻尺等で測定する。水深は潮位により変化するので、潮位表で潮位を調べ

て補正（実測値－潮位）する。 

 

※8 食害状況の判定 

【ウニの場合】 

ウニの駆除の判断の目安の 1つに、ウニの密度が使われている。密度を「定量的」にきちんと

測定するためには、できるだけ広い面積を観察する必要がある。しかし、ボンベ潜りが必要と

なるため、定期モニタリングではほとんど行われていない。実際には平均的な密度と思われる

場所に方形枠を設置し、その枠内のウニの個数（／㎡）を記録している。観察する枠数を多く

して平均すればより正確になる。親ウニ（満 1 才以上）のみをカウントする。稚ウニはあまり

海藻を食べないので、稚ウニを含めた密度はウニの影響を過大に評価してしまう。なお、稚ウ

ニが大量に出現した場合は概数を記録すること。主な種類の稚ウニの大きさ（殻径）の目安は
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次のとおり。なお殻径とは棘を含まない殻の大きさ（直径）である。 

 

表 2.6 稚ウニの大きさ（殻径）の目安 

稚ウニの大きさ ガンガゼ属 ムラサキウニ ナガウニ属 

殻径 40㎜以下 30㎜以下 20㎜以下 

 

ウニの食圧を「定性的」に判断する方法もある。ウニが多いところはパッチ状磯焼け（ハゲ

地）になる。このハゲ地を放置しておくと、そのうち丸焼けの磯焼けになる。モニタリングで

ハゲ地の出現状況（多い・有り・無し）から、ウニを優先して駆除すべき場所を判断できる。 

 

   

ウニの食害が多い ウニの食害がある ウニの食害が少ない 

図 2.4 磯焼けの定性的な状態区分 

 

【魚の場合】 

 魚の食害は定性的に記録する。アイゴなどの植食性魚類が藻場を衰退・消失させることが知

られている。魚にも好き嫌いがあり、好みの海藻（例えばカジメ）から食べ始め、それを食べ

尽くしてから、次の大型海藻（例えばノコギリモク）を食べ始める。これを順次繰り返し、最

後には全ての海藻を食べ尽くしてしまう。魚が海藻を食べているところが目撃されるのは稀で、

原因が判らないまま藻場が衰退していくことがある。例えば茎だけのカジメが残っていても、

高水温で葉が溶けたのか、魚が食べたのか区別できない。しかし、魚の噛んだ跡（食痕）が残

る場合がある。葉が広いアラメ・カジメなどの大型海藻には食痕が残る。食痕の形状から魚の

種類も推定できる（西海区水産研究所、ＨＰ）。葉の幅が狭いホンダワラ類（モク）では食痕が

目立たないが、ヒジキが最も伸びる春に長さが数㎝の場合は、魚の食害が疑われる。そのよう

な場合、茎がスパッと切れていることがある（写真）。小型海藻のウミウチワは魚が好む海藻で、

葉が広くかつ腐りにくいため食痕はいつでも確認できる。日本各地で普通にみられる海藻なの

で、魚の食害の指標として使うことができる。 

 

 

 

 

 

 

131



11 
 

 

   

ヒジキ（春に伸びない） ヒジキ（茎切断） イソモク（茎切断） 

   

ウミウチワ（食害なし） 〃（食痕あり） 〃（食害著しい） 

図 2.5 植食性魚類による食痕の例 

 

【定期モニタリングの結果の整理】 

各定点の藻場の被度を「4.モニタリング結果整理表」に記入して平均値を算出し、「3.自己評

価表」に記入する。 

大型海藻の被度と小型海藻の被度は「経年変化図」を作成することを薦める。下図のような経

年変化図から、この地区では「令和元年の春まで被度 60％台の大型海藻(灰色棒)と小型海藻(白

色棒)が混じる藻場が維持されていたが、その年の秋に大型海藻が激減し、小型海藻が徐々に増

加したため、小型海藻の藻場に変化したこと」が判る。ウニは主にムラサキウニであり、平均

2 個／㎡前後で安定しており、藻場に大きな影響を与えていないと思われた。ここでの大型海

藻が激減した原因は、魚がノコギリモクを選択的に食害したためである。 

 

  

藻場の被度の経年変化(例) ウニの密度の経年変化(例) 

図 2.6 定期モニタリング結果の整理例（経年変化） 

 

 

 

132



12 
 

【観察野帳の例】 

定期モニタリングの観察野帳(エクセル版・ワード版・ＰＤＦ版)は「ひとうみ.jp」からダ

ウンロードできる。観察項目や地点数は必要に応じて追加すること。 

 

表 2.7 観察野帳の例 
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【参 考】 

＜被度から藻場の面積を算出する方法＞ 

 基質（磯場等）の面積が把握されている場合は、全てのモニタリング定点の藻場の被度から

全体の平均被度を算出し、藻場の実勢面積を算出する（磯焼け対策ガイドライン P.151を参照）。 

 

 

出典：「改訂 磯焼け対策ガイドライン」（2015. 水産庁） 

計算例： 基質（磯場等）の面積 5ha × 平均被度 30％ ＝ 実勢面積 1.5ha 

 

 

＜自己評価＞ 

全てのモニタリング定点の藻場の被度（％）の平均値を、該当年度の生物量の欄に記入します。

被度の増加を目指す場合は「年度達成度（増加量）」で評価し、現状維持を目指す場合は「増減

率（維持量）」で評価します。 
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（２）サンゴ礁の保全 

＜日常モニタリング＞ 

サンゴの生育状況、魚介類の産卵、オニヒトデ、レイシガイダマシによる食害・サンゴの病気・

破損、スリック※の発生、水温変化、濁り、土砂の流入、ゴミの堆積、開発や土砂崩れによる地

形の変化、あるいは地域で報道された異常気象情報（豪雨や暴風など）など、サンゴ礁と周辺の

状況をその都度記録します。 

 

※サンゴが一斉産卵し、海面上に卵や胚が大量に浮上する際に、それらが海の潮目に集まって、

海面に筋状や帯状に赤く見える現象をいう。 

 

■「サンゴ礁の保全」における定期モニタリングの例 

習熟度による誤差が少なく、単純作業で結果が得られる、リーフチェック方式のライントラ

ンセクト法によって被度の算出を行う※。 

 

※スポットチェック法によるモニタリングを実施する場合は、「モニタリングサイト 1000（サ

ンゴ礁調査） スポットチェック法によるサンゴ礁調査マニュアル 第５版」（環境省自然環境

局生物多様性センター）を参照されたい。 

 

① モニタリング定点（調査ライン）の設定 

活動海域を代表すると思われるサンゴ礁域に、100mのメジャーを引く。メジャーテープは次

年度以降同じラインで調査が行えるよう、鉄筋棒やペグ、岩礁に固定したロープなどを用いて

始点、複数の経由点、終点に印を付けておく。 

ラインの長さは、協定面積 10ha あたり 100m（30ha なら 100m×3 本）くらいが現実的。ライ

ンは必ずしも 1 本で 100m なければならないということではなく、合計で 100m になれば、2～3

本に分割しても良い。 

 

※調査ラインの位置は大変重要である。活動海域を代表する場所で、活動の結果が現れるとこ

ろにラインを引く必要があるため、専門家の指導を受けることが望ましい。 

 

② サンゴの有無の記録と被度の算出 

メジャーの 0.5m 地点から 0.5m 間隔で、メジャー直下の海底が、サンゴかサンゴでないかを

記録する。100m メジャー1 本で 200 地点のデータが得られる。ラインが 30m、30m、40m の３本

に分割されていれば、60地点＋60地点＋80地点＝200地点になる。 

記録された地点のうち、サンゴだった地点数の割合を当該海域の被度％とする。 
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図 2.7 ライン調査のイメージ 

 

③ 写真撮影 

調査時にメジャーの判別点を中心に前後各 30cm程度が写るように写真を撮影しておくと、そ

の場でサンゴかどうかを判別できなくても写真から判別することができる。写真には多くの情

報が記録されるので、現場で判別を行う際にも撮影しておくことが望ましい。 

 

図 2.8 判別点を中心に前後各 30cmが写るように真上から写真撮影 

 

 なお、研究機関や調査会社等の熟練した調査員が調査を実施する場合など、十分な精度が保

証される場合には、スポットチェック法やコドラート法など他の手法を用いて被度の算出を行

ってもかまわないが、その場合には用いた手法を明記すること。 

 

④ その他の記録項目 

モニタリング実施時に環境条件（水温、水深、透明度等）や食害生物（オニヒトデ・魚介類）

の出現状況（生息密度等）など、基礎的な情報を併せて記録する。 
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＜自己評価＞ 

ライントランセクト法で算出した被度（％）、またはスポットチェック法やコドラート法で算

出した平均被度（％）を該当年度の生物量の欄に記入します。被度の増加を目指す場合は「年度

達成度（増加量）」で評価し、現状維持を目指す場合は「増減率（維持量）」で評価します。 

自己評価表にライントランセクトの判別点の記録、あるいは各モニタリング定点で記録した

被度のデータを添付してください（４．モニタリング結果整理表を参照※）。 

 

※参考として、スポットチェック法による場合のモニタリング結果整理表を添付した。 

 

（３）魚介類の放流 

＜日常モニタリング＞ 

放流対象地区に影響を及ぼす範囲に発生した以下の事象を記録します。 

・沿岸環境  ：赤潮、青潮、放流種苗を食害する生物の発生状況など 

・河川、湖沼 ：出水による河道の変化、河川改修工事の影響など 

・共通    ：他事業による魚介類の放流状況、放流対象種の漁獲状況・釣獲状況、魚介類

の斃死、水温変化、濁り、土砂の流入、ゴミ類の堆積、開発や土砂崩れによ

る地形の変化、あるいは地域で報道された異常気象情報（豪雨や暴風など）

など 

 

＜定期モニタリング＞ 

定期モニタリングは年１回以上、各年度で同じ時期に実施します。モニタリング方法は、以下

の例を参考にしてください。 

 

■「魚介類の放流」における定期モニタリングの例 

採捕調査により、放流対象種の生息状況を把握する。対象魚種の行動範囲や生活史、立地条

件に合わせ、採捕方法を適宜選択する。 

なお、以下は魚類のモニタリング方法例であり、二枚貝類については、「（４）干潟等の保全」

を、参照のこと。 

 

①  モニタリング定点の設定 

協定面積内をメッシュで区切り、各メッシュにモニタリング定点を設定する。または、岸か

ら沖方向、或いは水深帯別に複数本の調査ラインを設定する（「協定面積に応じたモニタリング

定点数の目安」を満たすこと）。 

※採捕調査において、一つ以上の大型の待ち受け漁具（定置網等）により協定面積（水域）全体

を評価できる場合は、必要な定点数を満たしたものと判断してかまわない。 
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② 魚類の生息状況の把握 

【採捕調査】 

モニタリング定点において、定置網や刺網、延縄、カゴ網、底曳網、地曳網、サーフネット、

投網、釣りなどにより対象魚種を採捕し、単位努力量あたり（1人 1日（半日）あたり、漁具数

あたり、1投あたり等）の対象魚種の個体数（ＣＰＵＥ）を記録する。その際、漁具の規格（サ

イズ等）と設置数量を記録すること。 

 

※魚種別の調査適期については、地元の水産試験場等に確認すること。 

※魚類の採捕にあたっては、特別採捕許可申請が必要な場合があるので、実施する前に地域協

議会、各県の漁業調整規則等の担当部署に確認すること。 

 

③ その他の記録項目 

 モニタリング実施時に環境条件（水温、透明度等）等、基礎的な情報も併せて記録する。 

 

※魚類の放流にあたっては、標識（各種タグ、鰭切、焼印等）を施して放流することが望まし

い。その際、①全放流個体数と②その内の標識放流個体数、③捕獲した全個体数と④その内の

標識再捕獲個体数を必ず記録すること。また、捕獲した対象魚は、個体数、体長（体長範囲で

も良い）を計測し、成長の程度を把握することが望ましい。 

 

※内水面において、第 5種共同漁業権の免許を受けている魚種の放流は対象にならない。 

 

 

＜自己評価＞ 

放流対象種のうち魚類については単位努力量あたりの個体数（ＣＰＵＥ）の平均値を、底生動

物（二枚貝類）については生息密度（個体数・重量/ｍ2）の平均値を該当年度の生物量の欄に記

入します。魚類のＣＰＵＥや底生動物の生息密度の増加を目指す場合は「年度達成度（増加量）」

で評価し、現状維持を目指す場合は「増減率（維持量）」で評価します。 

自己評価表に、対象魚種の放流個体数、標識個体数、各モニタリング定点で記録した採捕個体

数、標識採捕個体数、採捕努力量などのデータを添付してください（４．モニタリング結果整理

表を参照）。 
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（４）干潟等の保全 

＜日常モニタリング＞ 

二枚貝類の生育状況、食害生物の発生、藻類（アオサ等）の大量発生、貝類の斃死、水温変化、

赤潮、青潮、濁り、土砂の流入・流出、ゴミの堆積、開発や土砂崩れによる地形の変化、あるい

は地域で報道された異常気象情報（豪雨や暴風など）など、干潟・浅場周辺の状況をその都度記

録します。 

 

＜定期モニタリング＞ 

定期モニタリングは年１回以上（二枚貝類の場合は春と秋の 2回実施することが望ましい）、

各年度で同じ時期に実施します。モニタリング方法は、以下の例を参考にしてください。 

 

■「干潟等の保全」における定期モニタリングの例 

① モニタリング定点の設定 

 協定面積内をメッシュで区切り、各メッシュにモニタリング定点を設定する。または、岸か

ら沖に向かって複数本の調査ライン引き、潮間帯～生息下限水深までの間に 2 点以上のモニタ

リング定点を設定する（協定面積に応じたモニタリング定点数の目安を満たすこと）。 

 

② 方形枠を用いた密度の記録 

各モニタリング定点において、

保全対象とする二枚貝類等、その

他の底生動物の一定面積におけ

る個体数と重量を計測する。 

二枚貝類等を対象として、ジョ

レン（腰巻など）やケタ網等によ

り採集する場合は、漁具の間口に

曳いた距離を乗じて面積を求め、

生息密度（個体数・重量/ｍ2）を

算出する。 

方形枠が小さい場合や、エクマ

ンバージ採泥器、スミスマッキン

タイヤ採泥器を使用する場合は1

回の採泥量が少ないため、１モニ

タリング定点につき 3 回以上採

泥する（回数を統一する）。 

 

 

出典：環境・生態系保全活動ハンドブック（2011.JF 全漁連） 
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※対象とする二枚貝類の種類や大きさによって採泥の深さは異なる。アサリやハマグリであれ

ば 10cm程度でかまわない。 

 

③ その他の記録項目 

モニタリング実施時に環境条件（水温、水深、粒度組成等）や食害生物（ツメタガイ、ヒト

デ類、ナルトビエなど）の生息密度等、基礎的な情報を併せて記録する。 

 

【参 考】 

＜二枚貝類の殻長組成の把握＞ 

二枚貝類を調査する場合は殻長組成を把握することが望ましい。その際、多段式のフルイを

用いると、底質試料から二枚貝類を効率的に区分でき、殻長の計測も省略できる。 

 

  

図 2.9 多段式ふるい※ 

※目の粗い篩を上段に、目の細かい篩を下段に順に重ね、底質試料を最上段のふるいに乗せて、水を掛けなが

ら振とうし、二枚貝類を大きさ毎にふるい分ける。 

 

表 2.8 多段式ふるいの目合と各篩に留まる二枚貝類の殻長（例） 

篩目（ｍｍ） 2 3.6 5 10 14 18 21 

殻長（ｍｍ） 3.8～ 7～ 11～ 16～ 23～ 27～ 30～ 

 

 

 

＜自己評価＞ 

各定点で計測した二枚貝類等の生息密度（個体数/ｍ2、重量/ｍ2）の平均値を該当年度の生物

量の欄に記入します。二枚貝類の生息密度の増加を目指す場合は「年度達成度（増加量）」で評

価し、現状維持を目指す場合は「増減率（維持量）」で評価します。 

自己評価表に各モニタリング定点で記録した二枚貝類等の生息密度のデータを添付してくだ

さい（４．モニタリング結果整理表を参照）。 
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（５）ヨシ帯の保全 

＜日常モニタリング＞ 

ヨシの生育状況、魚介類の産卵、競合植物の発生、魚介類の斃死、出水の影響、土砂の流入、

ゴミの堆積、開発、護岸整備、地域で報道された異常気象情報（豪雨や暴風など）など、ヨシ帯

周辺の状況をその都度記録します。 

 

＜定期モニタリング＞ 

定期モニタリングは年１回以上、各年度で同じ時期（ヨシ群落は夏季～秋季が望ましい）に実

施します。モニタリング方法は、以下の例を参考にしてください。 

 

■「ヨシ帯の保全」における定期モニタリングの例 

ヨシの被度、面積あるいはヨシ帯周辺を利用する魚類、底生動物の生息状況を把握する。 

 

① モニタリング定点の設定 

ヨシ帯の前面に沿って一定間隔でモニタリング定点を設定する。あるいはヨシ群落内に陸側

から水域方向に複数本の調査ラインを引き、ライン上に 2 点以上のモニタリング定点を設定す

る（「協定面積に応じたモニタリング定点数の目安」を満たすこと）。 

 

※湖沼における採捕調査において、一つ以上の大型の待ち受け漁具（定置網等）により協定面

積（水域）全体を評価できる場合は、必要な定点数を満たしたものと判断してかまわない。 

 

② ヨシの生育状況の把握 

【ヨシ帯面積の記録】 

携帯 GPS 等によりヨシ帯面積を実測する。またはドローンによる空撮画像等から面積を算出

する。 

 

【ヨシの被度の記録】 

群落内の調査ライン上に設置したモニタリング定点に方形枠（2ｍ×2ｍ）を設置し、目視観

察によりヨシの被度階級（図 2.4）を記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

141



21 
 

 

図 2.10 被度階級区分 

出典：河川水辺の国勢調査マニュアル（国土交通省） 

 

③ 魚介類の生息状況の把握 

【採捕調査】 

モニタリング定点において、定置網や刺網、投網、手網、籠網などにより魚介類を採捕し、

単位努力量あたり（1漁具あたり、1昼夜あたり、1投あたり等）の種類別の個体数を記録する。

特に、河川において「ヨシの刈り取り」を主な活動としている場合は、採捕調査が必須となる。 

 

※魚種別の調査適期については、地元の水産試験場等に確認すること。 

※魚介類の採捕にあたっては、特別採捕許可申請が必要な場合があるので、実施する前に地域

協議会、各県の漁業調整規則等の担当部署に確認すること。 

※二枚貝類（シジミ類、ドブガイなど）などの底生動物を対象とする場合は、「④干潟等の保全」

を参照のこと。 

 

④ その他の記録項目 

モニタリング実施時にヨシ群落や前面水域における下草（ミゾソバなど）や競合植物、外来

植物の繁茂状況、ヨシの茎数、平均的な高さ、外来生物の採捕量等、基礎的な情報を併せて記

録する。 

 

 

＜自己評価＞ 

ヨシの被度の平均値、ヨシ帯の面積、魚類のＣＰＵＥの平均値、底生動物の生息密度（単位面

積あたりの個体数）の平均値のいずれかを該当年度の対生物量の欄に記入します。ヨシの被度、

面積、魚類・底生動物の増加を目指す場合は「年度達成度（増加量）」で評価し、現状維持を目

指す場合は「増減率（維持量）で評価します。 

なお、ヨシ群落の被度を被度階級で記録した場合は、被度の中央値（％）に置き換えてから記
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入します（下表参照）。 

自己評価表に各モニタリング定点におけるヨシの被度、魚類、底生動物の採捕個体数、ＣＰＵ

Ｅなどのデータを添付してください（４．モニタリング結果整理表を参照）。 

 

表 2.9 被度階級から被度（％）への換算 

被度階級 5 4 3 2 1 0 

被度（％） 100-75 75-50 50-25 25-10 10未満 0 

中央値（％） 87.5 62.5 37.5 17.5 5 0 

 

（６）内水面生態系の維持・保全・改善 

＜日常モニタリング＞ 

【清掃活動】 

台風等による出水、連休や夏期休暇といったレジャーのハイシーズンの後には、ゴミの量が

増えることが予想されるので、その前後に定点を決めて写真を撮っておくなど、活動地域の状

況をその都度記録をとっておきます。 

また、粗大ゴミ等の不法投棄についても、廃棄物の種類や捨てられた場所等の情報を記録し

ます。 

 

【石倉かごの設置や河床耕耘等の環境改善活動】 

水温や水量のほか、台風等による出水の影響（石倉かごの破損や石倉かご内や周辺での土砂

の堆積、耕耘場所の砂利の流失や土砂の堆積）等の環境に関する情報を記録しておきます 

 

【外来生物の除去】 

除去を行う外来生物及び外来生物によって影響を受ける魚介類の生息状況に関する情報を収

集します。オオカナダモ等の水草は、繁茂の状況を観察しておきます。オオクチバス等の魚貝

類は、組合員から生息状況や混獲等に関する情報を収集します。 

また、都道府県の水産研究機関からも、当該生物の生息状況等を確認しておきます。 

 

＜定期モニタリング＞ 

【清掃活動】 

清掃活動を実施する地点の付近に生息する魚類や水生昆虫等の個体数を把握します。定期モ

ニタリングは、年１回以上を同じ時期に実施します。 

併せて、ゴミの処理量や種類（ペットボトルや空き缶等の容器類、レジ袋に入ったゴミ、古

タイヤ等）を記録します。また、ゴミの来歴（遊漁等のレジャー客が捨てたもの、上流から流

れてきたり近隣から飛ばされたもの等）を類推しておくと、啓発を行うべき対象が絞り込める

メリットがあります。 

 

【石倉かごの設置や河床耕耘等の環境改善活動】 

石倉かごに入った魚類等の種類と個体数を把握します。河床耕耘では、魚類等の産卵状況や
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水生生物の個体数等を記録します。定期モニタリングは、年１回以上を同じ時期に実施し、そ

の方法は以下の例を参考にしてください。 

 

 

図 2.11 石倉カゴのモニタリング（手作業による引き揚げの事例） 

 

【外来生物の除去】 

食害や生息場所の競合等により、外来生物の影響を受けると考えられる生物の一定面積当

たりの量を把握します。定期モニタリングは、年１回以上を同じ時期に実施し、その方法は

以下の例を参考にしてください。 

また、除去した外来生物の重量も記録しておきます。 
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■「内水面生態系の維持・保全・改善」における定期モニタリングの例 

河川湖沼に生息する魚類の漁獲効率（ＣＰＵＥ：17頁参照）または底生動物の単位面積当

たりの個体数（生息密度）およびゴミ類の回収量を把握する。 

 

表 2.10 モニタリングの目安 

モニタリング地点の設定 当該年に活動を行う面積内に適宜設定し、毎年

同じ場所をモニタリングする。ただし、活動面

積の範囲を超えて協定面積を設定する場合に

は、必要に応じて超えた範囲内にもモニタリン

グ地点を設定する。 

成果指標の例 

(増加または維持させる生物) 

魚類、底生動物水生昆虫類、エビ・カニ類等） 

(増加させる生物以外の指標例) ゴミの回収量 

 

① 魚類を対象としたモニタリング方法 

 投網とタモ類による捕獲方法を紹介する。採集した魚は、白色のバットや観察用のアクリル

水槽に入れると、色や形などが詳しくわかり、写真も撮りやすくなる。 

 

表 2.11 魚類の調査方法 

調査方法 適した場所 努力量の目安 対 象 魚 

投網による

捕獲 

水深の浅い場所、平

瀬等の開けた場所 

各調査対象環境

区分でそれぞれ

５回程度 

・アユ、ウグイ、オイカワ等

遊泳魚全般 

・底生魚のうち、カマツカ等

の大型の魚種 

タモ網によ

る捕獲 

河岸植物帯、沈水植

物帯、河床の石の

下、砂・泥 

1調査地区あた

り 1人×1時間

程度 

・ヤツメウナギ科、コイ科、

ドジョウ科、ハゼ科等の小型

魚種 

・幼稚魚全般 

 

【投網によるモニタリング】 

投網は、平瀬や淵等の開けた場所で行い、投網を打

つ人は転倒などに伴う危険を防ぐため、立つ場所の水

深や流速に十分注意することが重要である。 

網目の一辺の長さは 5㎜～9㎜で、捕獲対象の魚種

や水深等の状況に合わせて選ぶようにする。投網の打

ち数は、各定点で下流から上流に向かい 5回以上を目

安とし、採捕された生物をすばやく水槽に入れ、種類

別に個体数・体重（ｇ）・体長(cm)などを計測する。 
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【タモ網によるモニタリング】 

 タモ網は河岸植物帯、沈水植物帯、河床の石の下での

捕獲や、砂・泥に潜っている比較的小さな魚類の捕獲に

有効である。 

 袋網は、網目の一辺の長さ 1mm 程度、長さがタモ網の

口径の約 1.5～2 倍程度のものを基本とし、口径、柄の

長さ等の違う種類のものを現地の状況に応じて使い分け

るようにする。河床及び河岸に対し隙間なく固定できる

ように先端が直線状のものを使用する。 

 採捕された生物をすばやく水槽等に入れ、種類や量を

計測する。 

 

【釣りによるモニタリング】 

 漁協組合員や遊漁者に調査票を配付し、釣りに行った日や釣獲魚の種類と個体数の記録を依

頼する。回収した調査票から、魚種ごとの個体数の総数を求め、これを釣りをした人数で割

り、１人１回あたりの釣獲個体数の平均値を指標とする。 

 また、遊漁者から採捕数を聞き取る「びく調査」も有効である。聞き取った釣獲個体数か

ら、平均値を求める。 

 

②  底生動物を対象としたモニタリング方法 

 まず、採集する面積を決め、塩ビパイプ等で予め方形枠を作り、

それを沈めて枠内の石から採集する。基本的には網目の一辺の長さ

0.493mm(NGG38)の D フレームネットを用いて調査を行う。採集した

ら砂やゴミと一緒にバットに移して、底生動物だけをピンセットな

どを用いてより分ける。生物種の記録は、目レベル（カゲロウ類、

カワゲラ類、トビケラ類など）で良い。 

 

Dフレームネット 

【ゴミ類の種類と処理量の記録】 

 清掃活動で回収したゴミは、回収日（または処理日）ごとに人工ゴミと自然ゴミに分類し、

それぞれの容積（または重量）を記録する。 

 また、可能な限り人工ゴミについては、プラスチック類とその他に分類して計量する。 

 

 

＜自己評価＞ 

各モニタリング定点で記録した魚類の単位努力量あたりの個体数の平均値または底生動物

（水生昆虫等）の単位面積あたりの個体数の平均値を自己評価表に記入します。魚類・底生動

物の増加を目指す場合は「年度達成度（増加量）」で評価し、現状維持を目指す場合は「増減率
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（維持量）で評価します。 

そのほか、定量的な変化だけでなく、きれいな河川にしか生息しないと言われる生物が見ら

れるようになってきたとか、住民の意識向上により捨てられるゴミの量が減ってきたとか、河

川訪れる人が増えてきたとか、流域住民の評価を記録するといった、定性的な変化についても

把握するよう努めてください。特に「対象水域における生物量」が減少した場合でも、こうし

た変化があれば、自己評価表の「【①成果実績が目標値を下回ったときはその理由、②次年度に

向けた改善策及び③適宜評価項目以外の活動の成果を記入してください。】」に記載してくださ

い。 

 

（７）漂流、漂着物、堆積物処理 

＜日常モニタリング＞ 

河川の出水、ゴミの堆積・分布・移動、打ち上げ藻、動物（クジラ、ウミガメ、海鳥、魚介類）

や卵（ハタハタなど）などの漂着、地域で報道された異常気象情報（豪雨や暴風など）など、活

動対象区域周辺の状況をその都度記録します。 

 

＜定期モニタリング＞ 

定期モニタリングは年１回以上、各年度で同じ時期に実施します。モニタリング方法は、以下

の例を参考にしてください。 

 

 

■「漂流、漂着物、堆積物処理」における定期モニタリングの例 

ゴミ類が漂流、漂着、堆積する海岸、またはそれに近接する海域に生息する魚介類や海藻類、

海岸への打ち上げ生物などの量を把握する。併せて、ゴミ類の処理量を記録する。 

 

１）魚介類、海藻類の生息状況の把握 

①モニタリング定点の設定 

協定面積内を環境区分（岩礁、砂浜、干潟、浅場等）し、それぞれにモニタリング定点を設

定する。あるいは協定面積内をメッシュで区切り、各メッシュにモニタリング定点を設定する。

（「協定面積に応じたモニタリング定点数の目安」を満たすこと）。 

 

【対象生物の選定】 

協定面積内に生息する生物（貝類、甲殻類、海藻類等）から、１０種程度を選定する。選定

する種はその地域の特産種、代表種、水産有用種を含めても良い。砂浜の場合は、貝殻等打ち

上げられた生物遺骸で評価しても良い。対象種を選定する際には、地元の水産試験場や専門家

等のアドバイスを得ても良い。 
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【生物量の把握】 

 各モニタリング定点において、協定面積内を見渡し、以下の分類に従って対象生物の生物量

（1・5・10）を記録する。 

 

表 2.12 漂流、漂着物、堆積物処理における生物量の分類 

生物量１ ＜まれに観察できた生物＞ 

生物量 5 ＜生息数があまり多くない生物＞ 

・周辺を見渡すと所々に繁茂している海藻など 

・すぐにはみつけられないが、よくさがすと何度でも観察でき

る。 

・たまに小さな集団が観察される。 

生物量 10 ＜非常にたくさん生息している生物＞ 

・周辺を見渡すとたくさん生息していることがすぐにわかる。 

・いたるところで岩を覆っている海藻、カキやフジツボなど 

・岩を覆うほどではないが、集団で観察できる場がたくさんあ

る。 

※参考：「瀬戸内海の海岸生物調査マニュアル －磯の生物による水質・生物環境の判定－」平成

26 年 3 月 瀬戸内海環境保全知事・市長会議 瀬戸内海研究会議 

 

※当該活動項目のほか、藻場や干潟等の活動を行っており、協定面積が重複する場合は、藻場

や干潟等のモニタリングデータを活用して差し支えない。 

 

② その他の記録項目 

（１）、（３）、（４）を参照のこと。 

 

２）ゴミ類の処理量の記録（必須） 

 回収したゴミ類は、回収日（または処理日）ごとに人工ゴミと自然ゴミに分類し、それぞれ

の容積（または重量）を記録し、写真を撮影する。人工ゴミについては、可能な限り、プラス

チック類とその他に分類して計量する。また、人工ゴミの主な内訳（種類）を記録する。 

 

 

＜自己評価＞ 

各モニタリング定点で記録した生物量の合計点を生物量の欄に記入します。海岸生物量の増

加を目指す場合は「年度達成度（増加量）」で評価し、現状維持を目指す場合は「増減率（維持

量）で評価します。自己評価表に観察した生物量とゴミ類の処理量のデータを添付してください

（４．モニタリング結果整理表を参照）。 

なお、藻場や干潟等の協定面積と重なり、これらのモニタリング結果を活用する場合は、自己

評価表に藻場や干潟等のモニタリング結果整理表を添付してください。 
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３．自己評価表（令和○年度～） 

 

 

添付様式第16号 令和○年度

都道府県名： 市町村名：

活動組織名：

最終目標値：

協定面積（ha）： 本年度の活動面積の実績（ha）：

総活動者数（延べ）A： Aのうち構成員（漁業者）の人数（延べ）：

Aのうち構成員（漁業者以外）の人数（延べ）： Aのうちボランティアの人数（延べ）：

項目

自己評価表

（環境・生態系保全）

0.3

講習会、報告会やその他事例を参考に、自らの活動に積極的に取り入れ
た

４点

講習会、報告会やその他事例を参考に、自らの活動に取り入れるべく検
討を行った

３点

講習会や報告会に参加するなど他の活動組織の事例の情報収集を行っ
た

２点

他の活動組織の事例を参考にしなかった

横
展
開

講習会、報告会やその他事例を参考に、自らの活動に積極的に取り入
れ、改善が図られた

５点

１点

組
織
体
制

構成員に漁業者以外が参画し、実際に活動している（活動人数全体に占
める漁業者以外の人数５％以上）

５点

0.3

構成員に漁業者以外が参画し、実際に活動している（活動人数全体に占
める漁業者以外の人数３％以上５％未満）

４点

構成員に漁業者以外が参画し、実際に活動している（活動人数全体に占
める漁業者以外の人数１％以上３％未満）

３点

構成員に漁業者以外が参画し、実際に活動している（活動人数全体に占
める漁業者以外の人数０％以上１％未満）

２点

構成員に漁業者以外が参画しているが、実際の活動はしていない １点

評価の視点 配点 点数 ウェイト
項目の評価点

(点数×ウエイト)

成
果
目
標

年度達成度が100％以上 ５点

0.4

年度達成度が75％以上100％未満 ４点

年度達成度が50％以上75％未満 ３点

年度達成度が25％以上50％未満 ２点

年度達成度が25％未満 １点

年度達成度(d)

増減率(e)

活動年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

対象生物量（c）

年度目標値（b）

成果指標： 対象水域における生物量

対象生物（単位）：

活動項目：

基準値（a）：
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①基準値の設定根拠、最終目標値の妥当性（変更した場合はその理由）：

②具体的な活動内容や工夫した点、評価項目以外の活動内容と成果：

③今年度実績の評価（生物量増減の主な要因）：

④次年度以降の改善点（③に対する具体的な対策等）：
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４．モニタリング結果整理表（記入例） 

（１）藻場の保全 

  

 

都道府県： 市町村：

活動組織名： 記入者氏名：

●協定面積等

ha ha

●海藻・海草群落の被度

大型 小型 その他 合計

A 30 50 20 100 ホンダワラ類 150

A 20 50 30 100 ホンダワラ類 120

N 60 30 10 100 カジメ 60

N 70 20 10 100 カジメ 50

N 20 60 20 100 小型海藻類 10

N 10 70 20 100 小型海藻類 10

N 40 20 40 100 ホンダワラ類 80

N 30 30 40 100 ホンダワラ類 100

N 50 40 10 100 ホンダワラ類 150

N 30 10 60 100 ホンダワラ類 60

36 38 - - ％

※１ A：活動区（協定面積内で実質的な活動を行った場所）、N：非活動区（協定面積内で活動を行っていない場所）

※２ 活動区で実施した活動内容の番号を以下から選択して記入

【活動内容】

① 母藻の設置 ⑥ 食害生物の除去（魚類） ⑪ 流域における植林

② 海藻の種苗生産 ⑦ 保護区域の設定 ⑫ 浮遊・堆積物の処理

③ 海藻の種苗投入 ⑧ ウニの密度管理 ⑬ その他特認活動

④ アマモの移植及び播種 ⑨ 栄養塩の供給

⑤ 食害生物の除去(ウニ類) ⑩ 岩盤清掃

●海藻群落（藻場）面積（計測している場合に記入）

ha

●その他、活動に伴って増加した水産有用種等

（種名） （詳細）

74協定面積内の海藻類被度平均値（％）

測定方法：

L5-2

L5-1

L4-2

L4-1

L3-2

L3-1

L2-2

L2-1

L1-2 ①⑤⑦

L1-1 ⑤

令和　　年　　月　　日

モニタリング方法： □　コドラート法　　・　　☑　景観被度　　・　　□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

定点番号
種別
※１

活動内容
※２

被度（％）
主な海藻種

主な海藻種
の高さ（cm）

その他の生物種等

モニタリング結果整理表 （藻場の保全）

協定面積： 10 活動面積： 2 モニタリング年月日：
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（２）サンゴ礁の保全１（ライントランセクト法） 

  

 

都道府県： 市町村：

活動組織名： 記入者氏名：

●協定面積等

ha ha

●底質（ライントランセクト法）

A 0.5 - 5

A 5.5 - 10

A 10.5 - 15

A 15.5 - 20

A 20.5 - 25

A 25.5 - 30

N 0.5 - 5

N 5.5 - 10

N 10.5 - 15

N 15.5 - 20

N 20.5 - 25

N 25.5 - 30

N 0.5 - 5

N 5.5 - 10

N 10.5 - 15

N 15.5 - 20

N 20.5 - 25

N 25.5 - 30

N 0.5 - 5

N 5.5 - 10

N 10.5 - 15

N 15.5 - 20

N 20.5 - 25

N 25.5 - 30

ｍ ％

※１ A：活動区（協定面積内で実質的な活動を行った場所）、N：非活動区（協定面積内で活動を行っていない場所）

※２ 活動区で実施した活動内容の番号を以下から選択して記入

【活動内容】

① サンゴの種苗生産 ③ 食害生物の除去 ⑤ 浮遊・堆積物の除去

② サンゴの移植 ④ 保護区域の設定 ⑥ その他の特認活動

●その他、活動に伴って増加した水産有用種等

L4

L4

120

距離

L1

L1

L1

L1

L1

L1

L2

L2

L2

L2

L2

L2

L3

L3

L3

サンゴの被度： 17.1

その他の生物種等

6

7

8

合計

種別
※１

活動内容
※２

③⑤

③⑤

③⑤

③⑤

③⑤

③⑤

令和　　年　　月　　日

モニタリング方法： ☑　ライントランセクト法　　・　　□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

モニタリング結果整理表 （サンゴ礁の保全１）

協定面積： 100 活動面積： 20 モニタリング年月日：

（種名） （詳細）

ライン
番号

L3

L3

L3

L4

L4

L4

L4

サンゴ有

3 7

サンゴ無

底質のポイント数

4

5

6

5

4

3

2

41

2

2

3

2

3

4

8

9

10

10

10

199

10

10

10

9

7

8

7

6

10

10

10

8

8

1

2

1

152



32 
 

 

（２）サンゴ礁の保全２（スポットチェック法） 

 

 

 

都道府県： 市町村：

活動組織名： 記入者氏名：

●協定面積等

ha ha

●底質（ライントランセクト法）

1回 2回 3回 平均

A 70 60 70 67

A 50 60 60 57

A 40 40 50 43

A 40 40 40 40

A 50 60 60 57

N 80 90 80 83

N 100 80 90 90

N 90 90 80 87

N 80 90 90 87

N 70 60 70 67

-

※１ Ⅰ　枝状ミドリイシ優占型 ：サンゴに占める枝状ミドリイシ類の割合が60％以上。

Ⅱ　卓状ミドリイシ優占型 ：指状ミドリイシも含める。サンゴに占める卓状ミドリイシ類の割合が60％以上。

Ⅲ　枝状・卓状ミドリイシ混成型 ：サンゴに占める枝状、卓状ミドリイシ類の合計の割合が60％以上。枝状、卓状ミドリイシ類

 各々の割合は60％未満。

Ⅳ　特定類優占型 ：サンゴに占める上記以外の種もしくは類の割合が60％以上。

Ⅴ　多種混成型 ：多くの種が混在し、サンゴに占める割合が60％以上の特定の優占種もしくは類がない。 

Ⅵ　ソフトコーラル優占型 ：サンゴ及びソフトコーラルの合計被度に占めるソフトコーラルの割合が60％以上ある状態を指し

 ソフトコーラル優占型では原則としてサンゴ被度は40％を越えない。

※２ A：活動区（協定面積内で実質的な活動を行った場所）、N：非活動区（協定面積内で活動を行っていない場所）

※３ 活動区で実施した活動内容の番号を以下から選択して記入

【活動内容】

① サンゴの種苗生産 ③ 食害生物の除去 ⑤ 浮遊・堆積物の除去

② サンゴの移植 ④ 保護区域の設定 ⑥ その他の特認活動

●その他、活動に伴って増加した水産有用種等

Ⅴ

Ⅴ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅴ

Ⅴ

生育型※1
種別
※2

活動内容
※3

その他の生物種等

③

③

③

②③

②③

-

0

0

0

0

0

0

-

0

5

0

5

--

Ⅴ

白化率（％）

（種名） （詳細）

被度（％）

平均被度（％） 68

Sp.10

Sp.8

Sp.9

Sp.6

Sp.7

Sp.4

Sp.5

Sp.2

Sp.3

Sp.1 Ⅱ

令和　　年　　月　　日

モニタリング方法： ☑　スポットチェック法　　・　　□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

地点
番号

モニタリング結果整理表 （サンゴ礁の保全２）

協定面積： 100 活動面積： 20 モニタリング年月日：
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（３）魚介類の放流 

 

  

都道府県： 市町村：

活動組織名： 記入者氏名：

●協定面積等

ha ha

●放流量

●放流対象魚類の個体数（CPUE）

漁具（規格）： 籠（0.9×0.45×0.3m）

3個×24h

3個×24h

3個×24h

3個×24h

3個×24h

●底生動物（二枚貝類等）の密度

採集器具： ジョレン（間口60cm、5ｍ曳）

平均値（％）

平均値

2

0

31.0

その他の生物種等

令和　　年　　月　　日

モニタリング結果整理表 （魚介類の放流）

協定面積： 3 活動面積： 3 モニタリング年月日：

0

1.0

1.7

0.7

0.0

採捕個体数

1

3

5

0.7

St.1 0.3

1500 標識方法： 鰭カット放流魚種名： カサゴ 放流個体数： 15000 うち標識個体数：

St.3

St.2

努力量

St.4

その他の生物種等
CPUE

（個体数/個）
定点番号 うち標識個体数

0

0

0

0

個体数個体数 重量

55

60

105

210

St.3

35

定点番号
個体数・重量/ｍ2

重量

採集個体数・重量
対象種名

アサリ

アサリ

アサリ

アサリ

St.5

アサリ

35.0

St.2 20.0

St.1 18.3

St.5 11.7

St.4 70.0
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（４）干潟等の保全 

 

都道府県： 市町村：

活動組織名： 記入者氏名：

●協定面積等

ha ha

●底生動物（二枚貝類）の密度

A

A

A

A

A

A

N

N

N

N

※１ A：活動区（協定面積内で実質的な活動を行った場所）、N：非活動区（協定面積内で活動を行っていない場所）

※２ 活動区で実施した活動内容の番号を以下から選択して記入

【活動内容】

① 砂泥の移動防止 ⑥ 機能低下を招く生物の除去（魚類） ⑪ 稚貝の密度管理

② 客土 ⑦ 機能低下を招く生物の除去（節足類） ⑫ 機能発揮のための生物移植

③ 耕耘 ⑧ 機能低下を招く生物の除去（その他） ⑬ 流域における植林

④ 死殻の除去 ⑨ 保護区域の設定 ⑭ 浮遊・堆積物の除去

⑤ 機能低下を招く生物の除去（腹足類） ⑩ 稚貝等の沈着促進 ⑮ その他特認活動

●協定面積内における推定資源量

kg 推定方法：

●その他、活動に伴って増加した水産有用種等

（種名） （詳細）

325.5

モニタリング年月日：

モニタリング結果整理表 （干潟等の保全）

③⑤

令和　　年　　月　　日

モニタリング方法： ☑　コドラート　　・　　□　採泥器　　・　　□　その他漁具等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

活動内容
※２

協定面積： 50 活動面積： 30

その他の生物種等定点番号

L1-1

種別
※１

700

密度（/ｍ2)

個体数 重量

670

82

⑨⑩

③⑤

⑨⑩

③

L3-1

③L3-2

L4-1

L4-2

L5-1

L1-2

L2-1

L2-2

L5-2

95

318

アサリ

アサリ

241

244

201

446

258

アサリ

アサリ

アサリ

対象種名

アサリ

アサリ

アサリ

アサリ

アサリ

平均値（％）
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（５）ヨシ帯の保全 

  

都道府県： 市町村：

活動組織名： 記入者氏名：

●協定面積等

ha ha

●ヨシ帯の面積

ヨシ帯の面積： ha 測定方法：

●ヨシの被度

A

A

A

A

N

N

※１ A：活動区（協定面積内で実質的な活動を行った場所）、N：非活動区（協定面積内で活動を行っていない場所）

※２ 活動区で実施した活動内容の番号を以下から選択して記入

【活動内容】

① ヨシ帯の刈取り・間引き ④ 保護柵の設置 ⑦ その他特認活動

② ヨシの移植 ⑤ 保護区域の設定

③ 競合植物の管理 ⑥ 浮遊・堆積物の除去

※河川において「ヨシの刈り取り」を主な活動とする場合は、以下の魚類または底生動物で評価する。

●魚類の個体数（CPUE）

漁具（規格）： 投網（18節1200目）

St.1 10 投 1 5 2 2 3 6

St.2 9 投 3 2 1 5 2 4

St.3 7 投 6 2 4 3

St.4 10 投 1 6 2 3 1 3 5

St.5 6 投 3 2 6 5 3

●底生動物の個体数

St.1 2 1 13 35 1 8 28

St.2 3 8 41 2 5 34

St.3 1 5 15 18 1 20

St.4 6 2 11 36 1 1 13 30

St.5 3 6 25 1 9 14

●その他、活動に伴って増加した生物種等

（種名） （詳細）

定点番号
ﾐﾐｽﾞ・

ﾋﾙ類
貝類

ｴﾋ・

ｶﾆﾞ類

ｶｹﾞﾛ

ｳ類

ﾄﾝﾎﾞ

類

ｶﾜｹﾞﾗ

類

ﾄﾋﾞｹﾗ

類

ﾍﾋﾞﾄﾝ

ﾎﾞ類

88 977.8

93 1033.3

60

19 1.9

17 1.7

15 1.5

スズメノヒエ類が侵入

ヤナギ類が侵入

マコモが混ざる

なし

なし

220

200

180

L2-1 ①⑥ 25

L1-2

63.3

250

220L3-2 80

①⑥ 55

平均値

L2-2

L3-1 75

モニタリング結果整理表 （ヨシ帯の保全）

協定面積： 5 活動面積： 3 モニタリング年月日：

①⑥ 80L1-1

令和　　年　　月　　日

モニタリング方法： □　面積測定　　・　　☑　ヨシの被度　　・　　□　魚類・底生動物調査

①⑥ 65

定点番号
（％） 階級

活動内容※２：

種別
※１

活動内容
※２

被度※３ ヨシ群落の
高さ（cm）

180

その他（下草や外来植物の繁茂状況など）

なし

定点番号 努力量

魚種名

個体数計
CPUE

（個体数/
投）

備考
ｱﾕ ｵｲｶﾜ ｳｸﾞｲ ｶﾜﾑﾂ ｶﾏﾂｶ

ﾖｼﾉﾎﾞ
ﾘ類

その
他

平均値 886.7

666.7

100 1111.1

58 644.4

21 2.1

19 1.9

平均値 1.82

その

他
個体数計 個体数/m2 備考
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（６）内水面生態系の維持・保全・改善 

 

 

都道府県： 市町村：

活動組織名： 記入者氏名：

●協定面積等

ha ha

●活動内容

① 清掃活動 ③ 石倉の設置 ⑤ その他（内容を括弧内に記入してください）

② 河床耕耘 ④ 外来生物の除去 （ 　）

●魚類の個体数（CPUE）

漁具（規格）： 投網（18節1200目）

St.1 10 投 1 5 2 2 3 6

St.2 9 投 3 2 1 5 2 4

St.3 7 投 6 2 4 3

St.4 10 投 1 6 2 3 1 3 5

St.5 6 投 3 2 6 5 3

●底生動物の個体数

St.1 2 1 13 35 1 8 28

St.2 3 8 41 2 5 34

St.3 1 5 15 18 1 20

St.4 6 2 11 36 1 1 13 30

St.5 3 6 25 1 9 14

St.6 2 12 27 2 16 1 16

St.7 2 3 3 15 2 3 11 2 10

St.8 1 2 1 21 1 4 18 1 22

St.9 3 2 1 31 1 3 9 20

St.10 2 1 2 27 6 14 2 25

※季節毎に複数回モニタリングを実施する場合は、季節毎に用紙を変えて記入してください。

●ゴミの分布状況

kg ㍑ kg ㍑ kg ㍑ kg ㍑

15 100 6 650 4 450 21 750

68 350 59 2000 30 1500 127 2350

●その他、活動によって生じた変化があれば記述してください。

備考

17

15

21

19

平均値

定点番号 努力量
ｱﾕ ｵｲｶﾜ ｳｸﾞｲ

1.9

CPUE
（個体数/

投）
個体数計

19

魚種名

ｶﾜﾑﾂ ｶﾏﾂｶ
ﾖｼﾉﾎﾞ
ﾘ類

その
他

1.7

1.5

2.1

1.9

1.8

76

51

71

70

79

個体数/m2

977.8

1033.3

666.7

1111.1

644.4

844.4

566.7

788.9

777.8

877.8

個体数計

88

93

60

100

58

定点番号
ﾍﾋﾞﾄﾝ
ﾎﾞ類

備考
その
他

ﾄﾋﾞｹﾗ
類

○○産業

5月10日 肥料袋、ﾎﾟﾘ容器等 流域住民 4,000 □□市

【記載例】
・家電や古紙等の業者による不法投棄が減ったほか、清掃活動への参加者が前年より増加した。
・地元市町村の広報でも取り上げられるなど関心が高まっている。
・参加者に活動後にアンケートを行ったところ、「活動のことは初めて知ったが、今後も参加したい」など継続した実施を望む意見が多かっ
た。

人工ゴミ全体 うちﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

内訳

11月10日 弁当殻、ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、古紙 ﾚｼﾞｬｰ客 45,000

828.9平均値

貝類
ｴﾋ・

ｶﾆﾞ類
ｶｹﾞﾛ
ｳ類

ﾄﾝﾎﾞ
類

ｶﾜｹﾞﾗ
類

ﾐﾐｽﾞ・
ﾋﾙ類

モニタリング結果整理表 （内水面の生態系の維持・保全・改善）

処理事業者自然ゴミ

令和　　年　　月　　日協定面積： 2 活動面積： 2 モニタリング年月日：

来歴

回収日
または
処理日

ゴミの処理量
人工ゴミの内訳と来歴

経費（円）
人工ゴミ

総量
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（７）漂流、漂着物、堆積物処理 

 

 

都道府県： 市町村：

活動組織名： 記入者氏名：

●協定面積等

ha ha

●海岸生物の生物量（１・５・１０点）　※岩礁、干潟、浅場の場合

St.1 1 5 10 5 5 5 5 10

St.2 1 1 1 1 10 1 10 10

St.3 1 1 5 10 5 5 1 1

St.4 1 1 5 10 10 5

St.5 1 5 5 1 5 10 1

●打ち上げ生物・遺骸（貝殻・海藻類等）の量（１・５・１０点）　※砂浜、干潟の場合

St.1 1 10 1 1

St.2 5 5 1 5

St.3 10 10 1

St.4 5 1 1 10

St.5 1 1 1 5 1

　※生物量1： まれに観察できた生物、打ち上げ生物

　※生物量5： 生息数があまり多くない生物、打ち上げ生物（すぐには見つけられないが、よくさがすと何度でも観察できる）

　※生物量10： 非常にたくさん生息している生物（周辺を見渡すとたくさん生息していることがすぐにわかる）

　   ※観察できなかった生物は点数なし

●ゴミの処理量

容積 重量 容積 重量 容積 重量 容積 重量

（m3） （kg） （m3） （kg） （m3） （kg） （m3） （kg）

10 2 150 160

16 5 200 216

50 8 300 350

200 50 1,200 1,400

15 2 200 215

5 1 15 20

296 68 2,065 2,361

15.2

13

16

21

17

9

生物量の
合計点

備考
ｱｻﾘ

ﾊﾞｶｶﾞ
ｲ

ｼｵﾌｷ
ｶｶﾞﾐ
ｶﾞｲ

ｲﾁｮｳ
ｼﾗﾄﾘ

ﾎﾄﾄｷﾞ
ｽｶﾞｲ

ｲﾎﾞｷ
ｻｺﾞ

ｱﾗﾑｼ
ﾛ

ﾂﾒﾀｶﾞ
ｲ

ｱﾅｱｵ
ｻ

定点番号
ｹｶﾞｷ

ｸﾛﾌｼﾞ
ﾂﾎﾞ

ｶﾒﾉﾃ
ﾏﾂﾊﾞ
ｶﾞｲ

ｳﾐﾄﾗ
ﾉｵ

ﾋｼﾞｷ

令和　　年　　月　　日

生物量の
合計点

46

35

29

備考

モニタリング結果整理表 （漂流、漂着物、堆積物処理）

2

回収日
または
処理日

ゴミの処理量

人工ゴミ

モニタリング年月日：

32

ｵｵﾍ
ﾋﾞｶﾞｲ

ﾋｻﾞﾗ
ｶﾞｲ

ｲﾎﾞﾆ
ｼ

ｱﾅｱｵ
ｻ

生物種名

平均値 34.0

28

全量 うちﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

協定面積： 2 活動面積：

定点番号

生物種名

平均値

主な人工ゴミの内訳 種別 処理事業者

自然ゴミ 総量

7月15日 ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、発砲ｽﾁﾛｰﾙ 産業廃棄物 ○○産業

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、発砲ｽﾁﾛｰﾙ5月10日 産業廃棄物 ○○産業

9月15日 ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、空缶、ﾋﾞﾆｰﾙ 産業廃棄物 ○○産業

11月10日 ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、漁具（穴子筒）、ﾎﾟﾘ容器 産業廃棄物 ○○産業

1月20日 ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、ﾎﾟﾘ容器 産業廃棄物 ○○産業

3月1日 ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ、空缶、ﾋﾞﾆｰﾙ 一般廃棄物 □□市

合計
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１．はじめに 

1.1. 対応するエクセルのバージョンについて 

当システムのプログラムは、エクセル VBA（マクロ）で記述しています。現在、Microsoft社がサポ

ートしている Officeのバージョン（Office 2016以降及び Office 365）※に対応しています。 

 

※Office 2016及び Office 2019は、2025年 10月で Microsoft社のサポートが終了します。 

 

1.2. ファイルの保存・起動 

「監視実績入出力システム Ver2025-X.xlsm」をお使いの PC（デスクトップなど）に保存し、ダブル

クリックで開きます。以下、エクセル 2019の画面で説明しますので、お使いのバージョンによって表

示が異なる場合があります。 

 

1.3. セキュリティ警告の対応 

下図のような警告が表示されたら、「編集を有効にする」をクリックしてください。 

  

 

 続けて下図のようなメッセージが表示されたら、一旦、ファイルを閉じてください。 

 

163



2 

 

 ファイルのアイコンを右クリックして表示されたメニューから、プロパティを選択します。 

 

 

セキュリティの「許可する」にチェックを入れて「OK」をクリックすれば、次回起動時からセキュ

リティリスクについてのメッセージは表示されなくなります。 
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※「許可する」が表示されない場合がありますが、その際はご相談ください。 
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２．事前準備 

2.1. 基本情報の入力 

ファイルを起動したら、「入力」シートの上段に「都道府県」、「活動組織」、「報告者氏名」、「報告者

役職」、「入力者氏名」、「入力者所属」を記入してください。「報告者」は地域協議会へ報告される方の

お名前（活動組織代表）、「入力者」は、入力を担当される方のお名前です。 

 

 

 

 

 

2.2. 年度等の設定 

「設定・リセット」ボタンをクリックし、年度を選択し、「決定」ボタンをクリックします。例えば

令和 7年度を選択すると、入力の際に 2025年と 2026年以外をエラーとして認識します。 

⑫の場合は、その年度に活動組織で定めた監視日当と入力日当の額を入力し、「決定」ボタンをクリ

ックします。各日当は上限が定められており、（監視日当 2000 円、入力日当 1700 円）、これを超えた

額を入力するとエラーメッセージを表示します。 

 

※諸事情により、年度途中で単価を下げるなどの変更を行う場合は、変更する日から別ファイルを作成

して入力作業を行うようにしてください。途中で単価を変更すると、変更前の実績も新単価で集計する

ことになります。 
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2.3. 名簿の作成 

「名簿」シートに「船名」「漁船登録番号」「監視員名（船長）」と「拠点港」を入力します（既存のフ

ァイルがある場合は値ペーストしてください）。 

 

※同じ船名を登録すると、領収書作成の際にエラーが出ますので、大漁丸（船長名１）、大漁丸（船

長名２）など、識別できるようにしてください。 
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2.4. 漁業種類、主な水揚げ魚種の入力 

「⑫海の監視ネットワーク強化」を実施する活動組織は、「漁業」シートに漁業種類と主な水揚げ魚種

を入力してください。「⑩国境・水域の監視」のみ実施する活動組織は記入不要です（非表示になりま

す）。 

 

 

 
 

2.5. 水質測定項目の入力 

「水質」シートに自分たちが実施する水質測定項目があるかどうか確認してください。無い場合は、

測定項目と単位を追加記入してください。記入済の単位等を修正しても構いません。 

 

 

169



8 

 

 

 

2.6. 役職名の入力 

最終的に報告書を打ち出す際、末尾に記載される押印欄に表示する役職名を「役職」シートにて編

集できます。記入、変更できるのは 10名までです。 
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３. 入力作業 

3.1. 新規入力作業 

「入力」シートの「新規データ登録」をクリックすると、ユーザーフォームが表示されますので、こ

のフォームに構成員が提出した日報の内容を入力します。入力欄はリターンキーで移動できます。 

 

 

 

 

 

① 入力年月日：入力作業を行った年月日を選択します（直接入力も可）。 

 

②日報番号 ：日報１枚ごとに固有の番号を入力します。同じ番号を入力するとエラーメッセージ

が表示されます。 

 

③都道府県 ：2.5.で入力したものが表示されます（このフォーム上では編集できません） 

 

④活動組織名：同上 

 

⑤活動項目 ：⑪か⑫のどちらかを選択します。⑫の場合は、「漁業種類」を選択し、「水揚の有無」

で「有」を選択した場合は、「主な水揚魚種」を選択、「水揚数量」を入力します。 
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⑥基本情報 ：「船名」を選択すると、「名簿」シートに登録した「漁船登録番号」「拠点港」「監視員

名（船長）」が自動入力されます。「名簿」シートに無い船名を入力するとエラーメ

ッセージが表示されます（全角・半角、漢字、英数字の違いにご注意ください）。 

「監視員数」を入力してください。 

 

「出港日時」「帰港日時」「監視日時」「監視位置」を入力してください。年、月、日は

選択式（入力も可）、時刻は直接入力です。「監視開始日時」が出港日時」と同じ場合

は、「※出港日時と同じ」をチェックすると出港日時と同じ値が自動入力されます。

「監視終了日時」も同様です。 

 

⑫を選択した場合は、環境測定結果を入力します（⑪を選択すると非表示になります）。

「測定日時」、「監視位置」、「測定項目」、「測定値」を選択、入力します。測定位置と

監視位置が同じ場合は、「監視位置と同じ」をチェックすると、自動で位置情報が入力

されます。測定項目は、2.5.で入力した「水質」シートの項目が表示されるので、該

当するものを選択します。「単位」は、選択した測定項目に合うものが表示されるの

で、該当するものを選択します。環境測定で入力できるのは３件までです。右側のス

クロールバーを動かして入力します。2 件目以降の測定日時が同じ場合は、「①と同

じ」をチェックすると、自動で①と同じ測定日時が入力されます。 

 

 

「不審船・環境異変の有無」で「無し」を選択した場合は、これで１枚目の日報の入

力は終了です（P.13-14を参照ください）。「有り」を選択した場合は、引き続き、「不

審船」、「環境異変」、「藻場・流れ藻」のいずれか該当するタブを選択して入力します。 
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⑦不審船  ：「不審船情報の通報先」を入力します。例）○○漁協→□□保安部など 

「視認日時」を選択、入力します。②以降の日時が同じ場合は、「①と同じ」をチェッ

クすると、①と同じ日時が自動で入力されます。 

「監視位置」を入力します。「監視位置と同じ」をチェックすると監視位置と同じ位置

情報が自動で入力されます。 

「不審船の状態」操業、航行、漂泊、その他から選択します。「国籍」「船名」を入

力します。わからない場合は不明と入力してください。 

1枚の日報につき３件まで登録できます。 
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⑧環境異変 ：「環境異変情報の報告先」を入力します。例）○○漁協→△△水試など 

「視認日時」を選択、入力します。②以降の日時が同じ場合は、「①と同じ」をチェッ

クすると、①と同じ日時が自動で入力されます。 

「視認位置」を入力します。「監視位置と同じ」をチェックすると監視位置と同じ位置

情報が自動で入力されます。 

「環境異変の内容」を入力します。 

1枚の日報につき３件まで登録できます。 

 

 

⑨藻場・流れ藻：「藻場・流れ藻等に関する報告先」を入力します。例）○○漁協→△△水試など 

「視認日時」を選択、入力します。②以降の日時が同じ場合は、「①と同じ」をチェッ

クすると、①と同じ日時が自動で入力されます。 

「視認位置」を入力します。「監視位置と同じ」をチェックすると監視位置と同じ位置

情報が自動で入力されます。 

「藻場・流れ藻の状況」を入力します。 

1枚の日報につき３件まで登録できます。 
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※「入力」シートに直接入力することも可能ですが、入力ミスを少なくするため、このフォームから

入力するようにしてください。「入力」シートのレイアウト（行数、列数など）を変更すると、プロ

グラムが正常に動かなくなりますので、改変しないでください。 

※「入力シート」の A列（一番左端の列）に自動入力された通し番号を改変しないでください。 

 

各項目の入力を終えたら、「追加」ボタンをクリックすると、「現在入力中のデータを入力シートに

追加します」と表示されます。「ＯＫ」をクリックすると「入力」シートにデータが転記されますので、

これで１枚の日報入力が終了となります。この作業を日報の数分繰り返します。全ての入力作業が終

了したら「終了」ボタンをクリックします。 

 

※「追加」ボタンを押さずに「終了」ボタンを押すと、入力データが保存されませんので、ご注意くだ

さい。 
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※「入力年月日」、「日報番号」、「活動項目」、「船名」、「出港日時」、「帰港日時」、「監視日時」、「監視位

置」、「異変の有無」の入力または選択は必須です。漏れがあると、「追加」ボタンをクリックした際

にエラーメッセージが表示されます。 

※「入力年月日」、「出港日時」、「帰港日時」、「監視日時」に誤入力または空欄がある場合にも、同様に

エラーメッセージが表示されます。エラーは以下の場合に認識されます。 

 

・当該年度の西暦以外の年が入力されている。 

・暦に無い月日が入力されている（例：4月 31日など） 

・監視時間帯が航海時間帯（出港→帰港の間）から外れている。 

・出港日時と帰港日時の前後が逆転している。 

・監視開始日時と監視終了日時の前後が逆転している。 

 

※上記の年月日、時間に誤入力があると、「報告書」を正常に出力することができません（プログラ

ムが途中で止まります）。 

 

※環境測定日時や不審船視認年月日、環境異変視認日時、藻場等の視認日時については、整合性チェ

ックの対象から外しています。誤入力があってもエラーメッセージが出ませんのでご注意ください。 
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＜緯度・経度の入力について＞ 

当事業は、高精度の位置情報を求めるものではありませんので、漁業者が日報に記入した位

置情報をそのまま入力いただいて構いませんが、入力にあたっては、以下の点に注意してくだ

さい。 

（例１） 

日報に「北緯 35°39′755″ 東経 134°35′699″」と記載されたものは、正しくは、北

緯 35度 39.755分  東経 134度 35.699分のことと判断できますので、「度」と「分」の欄

のみ入力し、「秒」は空欄とします。 
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（例２） 

「北緯 35°6658′″ 東経 134°6312′″」と記載されたものは、正しくは、北緯 35.6658

度 東経 134.6312度と判断できますので、「度」の欄のみ入力し、「分」、「秒」は空欄としま

す。 

 

※GPSの表示において、「 ′(分)」、「 ″(秒)」が 60以上となることはありません。 

 

 

3.2. 入力データの修正 

既に入力したデータを修正する場合は、「入力」シートの「登録データ編集」をクリックすると、編

集用のフォームが表示されます。「日報番号」の右側にある「検索」ボタンをクリックして、修正した

い日報の「日報番号」を入力し、「実行」ボタンをクリックすると、該当データが表示されます。該当

箇所を修正したら、「保存」ボタンをクリックするとデータが上書きされます。その他の修正が無けれ

ば、「終了」ボタンをクリックして終了です。 

 

 

 

 

※上記フォームを使わずに「入力」シート上のデータを直接修正しても構いませんが、年月日等に誤

入力があった場合、エラーとして認識されずに保存されますのでご注意ください。 
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４．報告書の作成 

 地域協議会に提出する報告書は、「入力」シートの「報告書を作成」ボタンをクリックして自動生成し

ます。表示されたフォーム上で集計方法を設定します。 

 

 

 

 

 

① 活動項目の選択 

⑪または⑫のどちらかを選択します。 

 

② 報告書の集計期間の選択 

・年間（4月～3月）：入力済みの全期間のデータを集計します。 

・入力年月日：入力年月日を選択して集計します。リストに表示された年月日を複数選択するこ

とで、任意の期間で集計することができます。 

・監視年月日：監視年月日を選択して集計します。リストに表示された年月日を複数選択するこ

とで、任意の期間で集計することができます。 

 

※年月日を複数選択する場合は、「Shift」キー（または「Ctrl」キー）を押しながらクリックすると
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一度に選択することが可能です。もう一度クリックすると選択が解除されます。 

 

③ 船舶を選択 

「全船」または「船舶ごと」を選択します。「船舶ごと」で選択できるのは１隻のみです。 

 

 

 

④ データの並び順を選択 

入力順、日報番号順、監視年月日順、漁船登録番号順のいずれかを選択します。 

 

※日報番号に数字以外の記号（ハイフンなど）や文字を含む場合、監視実績データの並び順を「日

報番号順」としても、昇順にソートされない場合がありますので、ご留意ください。 

 

「実行」ボタンを押すと書き出しが始まりますので、処理が終了するまでお待ちください（PCの性

能やデータの量によっては、処理に時間がかかったり、「応答なし」の表示が出る場合がありますが、

そのままお待ちください）。 

選択漏れがあると、「～を選択してください」とエラーメッセージが表示されます。 
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出力できる報告書のシートは以下の 12種類です。 

・⑪年度全船・⑫年度全船         ：年間の全船の報告書 

・⑪年度●●丸・⑫年度●●丸       ：年間の船舶ごとの報告書 

・⑪入力年月日全船・⑫入力年月日全船   ：任意の入力年月日における全船の報告書 

・⑪監視年月日全船：⑫監視年月日全船   ：任意の監視年月日における全船の報告書 

・⑪入力年月日●●丸・⑫入力年月日●●丸 ：任意の入力年月日における船舶ごとの報告書 

・⑪監視年月日●●丸・⑫監視年月日●●丸 ：任意の監視年月日における船舶ごとの報告書 
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※いずれのシートも再度作成し直すと、古いシートが自動的に削除されます。古いシートを残したい

場合はあらかじめシート名を変更するか（例：⑪入力年月日 → ⑪第 2 四半期分 など）、別の

ファイル（エクセルブック）にシートを移動するなどして保存ください。 
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報告書を出力する際、上記の「報告書作成」フォームには、入力済の全ての入力・監視年月日が表

示されますので、特定の入力・監視年月日と特定の船舶を選択した場合、該当データが無いことがあ

ります。その場合には、「該当するデータがありません」とメッセージが表示されますので、「ＯＫ」

を押して、期間と船舶を選択し直してください。 
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５．内訳書・領収書の作成 

 「⑫海の監視ネットワーク強化」における陸上とりまとめ作業の費用に係る「内訳書」及び構成員が

活動組織に渡す「領収書」は、「入力」シートの「内訳書等を作成」ボタンをクリックして自動生成しま

す。 

 

※本機能の使用は任意です。必要のない場合はとばしてください。 

※本機能は「⑪国境・水域の監視」には対応していません。 

 

 

 

 

 

5.1. 内訳書の作成 

① 書式の選択 

内訳書を選択します。 

 

② 内訳書の集計期間の選択 

・年間（4月～3月）：入力済みの全期間のデータを集計します。 

・入力年月日：入力年月日を選択して集計します。リストに表示された年月日を複数選択するこ

とで、任意の期間で集計することができます。 
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※年月日を複数選択する場合は、「Shift」キー（または「Ctrl」キー）を押しながらクリックすると

一度に選択することが可能です。もう一度クリックすると選択が解除されます。 

 

③ 船舶を選択 

内訳書の場合は「全船」のみとなります（自動的に選択）。 

 

※内訳書は新しいエクセルブックに出力されますので、必要に応じて、名前を付けて保存してくださ

い。 

※内訳書は、入力者（漁協等）が活動組織に請求する際の請求内訳書としてお使いください（請求書

そのもの（鏡）は各自でご用意ください）。 
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5.2. 領収書の作成 

① 書式の選択 

領収書を選択します。 

 

②領収書の集計期間の選択 

・年間（4月～3月）：入力済みの全期間のデータを集計します。 

・監視年月日：監視年月日を選択して集計します。リストに表示された年月日を複数選択すること

で、任意の期間で集計することができます。 

 

※年月日を複数選択する場合は、「Shift」キー（または「Ctrl」キー）を押しながらクリックすると

一度に選択することが可能です。もう一度クリックすると選択が解除されます。 

 

③ 船舶を選択 

領収書の場合は、「全船」または「船舶ごと」を選択します。「船舶ごと」の場合、選択できるのは

１隻のみです。 

 

「実行」ボタンを押すと書き出しが始まりますので、処理が終了するまでお待ちください（PCの性

能やデータの量によっては、処理に時間がかかったり、「応答なし」の表示が出る場合がありますが、

そのままお待ちください）。 

特に、領収書で「全船」を選択した場合は、船舶数分のシートが作成されますので、相当の時間がか

年　　　月　　　日

入力者： 江戸　花子

入力者所属： 東京湾漁業協同組合

合計金額 ¥66,300

入力年月日 入力件数（隻数） 数量 金額（円） 摘要

2022/4/3 10 1 1,700

2022/4/4 7 1 1,700

2022/4/5 3 1 1,700

2022/4/8 12 2 3,400

2022/4/9 7 1 1,700

2022/4/10 21 3 5,100

2022/4/11 15 2 3,400

2022/4/12 13 2 3,400

2022/4/15 5 1 1,700

2022/4/16 24 3 5,100

2022/4/17 15 2 3,400

2022/4/18 9 1 1,700

2022/4/19 30 3 5,100

2022/4/22 23 3 5,100

2022/4/23 18 2 3,400

2022/4/24 32 4 6,800

2022/4/25 9 1 1,700

2022/4/26 16 2 3,400

2022/4/29 21 3 5,100

2022/4/30 8 1 1,700

内訳書（陸上とりまとめ）
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かる場合があります。 

※領収書は新しいエクセルブックに出力されますので、必要に応じて、名前を付けて保存してくださ

い。 

 

 

 

 
 

領収書を出力する際、上記の「内訳書・領収書作成」フォームには、入力済の全ての船舶の監視年

月日が表示されますので、特定の監視年月日と特定の船舶を選択した場合、該当データが無いことが

あります。その場合には、「該当するデータがありません」とメッセージが表示されますので、「ＯＫ」

年　　　月　　　日

東京の海を守る会 様

船名： むらさめ丸

漁船登録番号： TK2-00101

監視員名（船長）： 村雨　舟一　　印

件名： 「⑫海の監視ネットワーク強化」　における監視活動及び日報作成　

標記の件に関し、下記のとおり領収いたしました。

合計金額： 6,000 円

日報番号 金額（円） 摘要

11-47 2022/4/9 7:00 - 2022/4/9 8:00 2,000

11-166 2022/4/18 7:00 - 2022/4/18 8:00 2,000

11-178 2022/4/19 7:00 - 2022/4/19 8:00 2,000

領　収　書

記

監視日時
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を押して、期間と船舶を設定し直してください。 
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６．その他の設定  

6.1. データのリセット 

 空のファイルを新規に作成する機能です。正確にはリセットではなく、元のファイル（データ）が削

除されることはありません。「実行」→「はい」をクリックすると、「名前を付けて保存」のダイアログ

が表示されますので、新しいファイル名を付けて保存してください※。自動的に新規ファイルが起動し

ます。 

※必ず違う名前で保存してください。同じ名前の場合は空のデータで上書きされます（リセットされま

す）のでご注意ください。 

※「入力」シートの表題（活動組織名、入力者氏名等）及び「名簿」、「漁業」、「水質」、「役職」の各シ

ートのデータは残ります。 
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７．終了 

終了は、通常のエクセルと同様に、右上の「✖」で閉じます。上書き保存をしていない場合も、終了

時に自動的に上書き処理されますので、上書き保存をしたくない場合は、「名前を付けて保存」でファイ

ル名を変更して保存するなどの対応をお願いします（ファイルの種類：マクロ有効ブック（*.xlsm））。 

なお、当システムにはマクロが含まれますので、作成した報告書を官公庁（協定市町村・地域協議会）

に電子データでメール転送する場合、セキュリティー上、官公庁のサーバーが受け付けない可能性があ

ります。その場合は、ｐｄｆに変換して送付するか、エクセルデータを送りたい場合は、「名前を付けて

保存」から、保存形式を通常の「Excel ブック（*.xlsx）」で保存するとマクロが削除されますので、そ

れをお送りください。或いは、送信したいシートのタブを右クリックし、「移動またはコピー」を選択、

更に「移動先ブック名」から（新しいブック）を選択すると、新規ブックにコピーされますので、それ

を同様に「Excel ブック（*.xlsx）」で名前を付けて保存して送信してください。 
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８．問い合わせ 

当システムについて、ご不明な点や不備がありましたら、下記までご連絡ください。 

なお、当会に電子データをお送りいただく場合は、元のファイルのまま（拡張子（*.xlsm））でお送り

ください。 

また、現在、旧バージョンのシステムをご使用の場合は、当会において、入力済のデータを最新のバ

ージョンに入れ替えますので、同様に下記までご連絡ください。 

 

 

 

 

担当 ：全国漁業協同組合連合会 漁政部 野口・関根 

電話  ：０３－６２２２－１３１５ 

Mail  ：y-noguchi@zengyoren.jf-net.ne.jp 
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